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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　早朝。

　まだ冬の気配が漂う中、両脇を崖に挟まれた鉱山の街はひときわ寒い。

　そんな街の宿の一室で目を覚ますと、隣のベッドではリュエが規則正しい寝息を立てながら、すやすやと眠っている。

　目を閉じたその顔は、思わず吸い込まれそうな、だが同時に畏い怖ふすら覚えるほどに美しかった。

　……本当、口を開かなければ高たか嶺ねの花なんですけどね、貴女あなた。

　信じられますか、このエルフさん実は一○○○年以上も生きた、人外一歩手前の強さを持っている聖せい騎き士し兼魔ま導どう師しなんですよ。

　しかしその実、口を開くとトラブルを招いたり、幽霊が怖くて一緒に寝ようとしたりするがっかり具合。

　……まぁ、そういうギャップこそが彼女の魅力だと思っているんですけどね。

　本当、俺が作りそして育成したセカンドキャラクターが、こんな素敵な女の子になってるなんて、驚きです。

　そんなまるで我が子のような眠り姫の様子を眺めながら、俺は寝起きのまだぼやけている思考でここ数日の出来事を思い返す。

　魔物の氾はん濫らん。

　大量のアンデッドと、狂化した魔物が廃はい坑こう道どうから溢あふれだした今回の一件。

　そして、その原因と考えられるエヴァンス廃坑道の最深部に隠されていた、少女のものと思われる遺体で出来た呪じゆ物ぶつ。

　俺が昨夜見た夢は、もしかしたら天に昇る前の別れのメッセージだったのかもしれないな……。

「さてと、起きるか」

　僅わずかばかりの感傷に浸りながらも、ようやく冴えてきた頭で己に活かつを入れる。

　そして、隣で寝息を立てている我が家の眠り姫へと向かい、新たな一日を迎えさせるために耳元へと顔を近づける。

　まったく。自分だけぬくぬくと幸せそうな顔しおってからに。

「おーい起きろ。もう朝だぞー」

「……やだ……もっと寝る」

　今にも泣き出しそうな声を漏らすその姿に苦笑いを浮かべながら、俺は容よう赦しやなく布団を引き剝はがすのだった。

　……まーたパジャマ脱いでるのか君。

　軽く朝食を済ませ、浄化の一件を報告するために宿を出ると、目の前を数台の馬車が猛もう烈れつな勢いで通りすぎて行った。

　その方向を見れば、俺達が泊まっていた宿よりも遙はるかに大きな屋敷の姿が。

　あれは確か、この街とその界かい隈わいを任されている領主の館だったか。

　なにやら騒がしいというか、人の出入りが激しいようだがなにかあったのだろうか？

「朝早いのにみんな働き者だね」

「そう、なのかね？」

　気にはなるが、今は自分たちの目的を果たす為にギルドへ向かうのだった。




　ギルドに到着したのだが、中へ入るとどうも全体が妙な緊張感に包まれているように感じた。

　浮き足立っているような、どこか焦っているような、まるで学園祭前日の放課後のような落ち着きのない空気。

　魔物の氾濫も終わり、確かにまだ復興や事後処理で多た忙ぼうだろうとは思うが、そのような忙しさからくるざわめきとは質が異なるように感じられる。

「なんだか変な感じだね。冒ぼう険けん者しやというよりも、職員の方が落ち着きないというか」

　彼女の指摘で、ようやくその違和感の正体を突き止める。

　確かに受付の向こう側、職員たちの縄張りからやや逼ひつ迫ぱくした声が漏れている。

「今日中に今回の総被害額と今後の坑道稼働率を踏まえた見積書の用意をしろ！」

「今日中!?　日を跨またぐ前までですか？」

「違う！　今日の夜には緊急会議が開かれる！　それまでにだ！」

「すみません！　今回の氾濫で達成された依頼報ほう酬しゆうが──」

　鉄てつ火か場ばもかくやというか、むしろ修羅場というか。

　とんでもなく慌ただしい様子でした。

　なるほど、普段なら落ち着いて業務に勤いそしむ彼らがこのざわめきの発信源だったのか。

　なにがあったのか聞いてみたいが、それこそ忙しいのに時間を取らせるのも悪いからと、俺は先にこの街のギルド長であるクロムウェルさんの下へと向かうのだった。
















　やはり先日の大だい氾はん濫らんの事後処理や今回の件でろくに眠れていないのか、クロムウェルさんの顔には若干の疲労の色が浮かんでいた。

　そんな彼に、これから後をひいてしまうような報告をしなければいけない事に、多少の罪ざい悪あく感かんが。

　なにせあの少女の遺体は、明らかに人の手によって加工され設置されたものだ。

『こんなものがありましたよー』と報告し『はい、そうだったんですね』で済ますわけにはいかない。

　俺は最深部の様子を、そして俺が見た光景を余すところなく細部に至るまで報告する。

「──以上がエヴァンス廃はい坑こう道どうでのすべての出来事です」

「……その呪じゆ物ぶつの出所も含め、調査を進めてみましょう」

「呪物じゃない、不幸な生いけ贄にえだよ」

「そう……ですね」

　報告の結果、やはりギルドでも後日あの空間を調べるそうだ。

　それにあの場所は人じん為い的てきに作られていた。別の場所へ繋がっていないか調査が必要だ。

　まぁ俺が見た限り他に出口らしいものはなかったけど。

　あ、でも新たに天井に出口を作っちゃったか。

「ではこれで失礼しても？」

「あ、その前に調査団と共に、首都の本部からギルド総そう帥すいが視察に来る予定となっております。是非お二人にお会いしたいと言っていたのですが……」

「ふむ、私の所せ為いだったり？」

「おそらくは。なにせ創そう世せい期きに作られたカードですから……情報はすべて本部にも流れております」

「そっか。しかし、随分早く到着したものだね」

「隣町まで『魔ま車しや』で来ていたそうですよ」

　魔車？　あれか、馬の代わりに魔物にでも引かせるのか。

　ゲーム時代の移動方法なんて徒歩と、七しち星せいを倒す時に使ったマーキング魔法とテレポート魔法のセットでの移動しかなかったというのに。

　今となっては懐かしいな。あれってチームメンバー同士じゃないと使えないから、もうこの世界じゃ使うどころかその項目すらメニューから消えているし。

　そういやあの時Oinkオインクが最初に俺に付き合ってくれたんだっけ。

　あの後続々とチームメンバーがログインして先にマーキングしてくれたおかげで、短時間で全大ボスの撃破が出来たんだよな。

「本当、懐かしいな」

　不思議と、日本に残してきた家族に対しては寂しいとか心配だとか、そんな気持ちは湧わいてこなかった。

　まぁ元々そこまで家族とべったりだった訳でもなかったからなのかね？

　だが逆に、この世界に来てからはゲーム内の友人達の事を考える時間が増えたような気がする。

「なにが懐かしいのでしょう？」

「いえ、なんでもありません。ではその総帥さんにお会いしたらいいのですね？」

「ふむ、私だけでも良いんじゃないかな？」

「それもそうか？　けど一応俺も近くで待機しとくよ、なにがあるか分からないんだし」




　報告を終え、面会場所が決まるまでは自由にしていても問題ないと言われた俺達は、ギルドのホールで休憩しながら辺りの様子を窺うかがっていた。

「私はちょっと外の様子を見てくるよ。なにかそわそわしているみたいだし」

「あいよ。俺はここで少し依頼でも覗のぞいてみるよ」

　あの騒動の後だ、雑用系の依頼やらなにやら増えているだろう。

　今すぐ受ける訳ではないが、今どういう面で困っているのかを確認しておくに越した事はないだろう。

「流通がストップしているのか……行商人も身動きが取れないのかね」

　掲示板で依頼を一つ一つ確認していると、背後に何者かの剣けん呑のんな気配を感じ体が反応する。

　俺にこんな芸当が出来るとは。レベル補正なのかね？

　振り向くとそこには、少々目つきが悪くなってしまった青年、解かい放ほう者しや君が剣呑な空気を醸し出し立っていた。

「……お前、聞けば魔ま族ぞくらしいじゃないか。どうして平然と街にいられるんだよ」

「魔族を見るのは初めてかい？　割と沢山いるぞ、もっと広い世界を見ると良い。例えばもっと北とか、結構サキュバスなお姉さんとかいるぞ」

「ふざけるな！　俺はお前を信用しない、必ず化けの皮を剝はいでやるからな……」

　すごすごと立ち去る……ええと名前なんだっけ？　レン君だっけ？

　魔族という言葉の響きになにか思うところでもあるのか？

　それとも、やはり自分以外が活躍してちやほやされるのが面白くないのかね。

　ましてや彼は特別な立場としてこの世界に召喚されたのだから、そういう手柄は全て自分が立てて当然とでも思っているのか。

「英えい雄ゆう症しよう候こう群ぐんみたいなものなのかねぇ」




　その後、街の様子を聞いて回っていたリュエと合流する。

　彼女は彼女で、なにか手伝える事がないか走り回っていたらしいのだが──

「なんだかこの辺りだけじゃなくて街全体がそわそわしていたんだ。私達の泊まっている宿の近く、さっきの場所を覚えているかい？」

「ああ、領主の館だろ？」

「うん、そこなんだけどね？　急いで食材を買いに走っていたり、冒ぼう険けん者しやに貴重な魔物の部位がないか聞いて回っていたり、凄い騒ぎだったんだ」

「へぇ、上客でもくるのかね？」

　しかし魔物の氾濫が起きたばかりのこの街に、そんな身分の高い人間が来るのだろうか？

　……おい、まさかクロムウェルさんが言っていたギルド総帥の事じゃあないだろうな？

　まさかそこまでの大物なのか？　確かに大陸中に支部がある大きな組織だとは思うが、国の貴族でもある領主が全力でおもてなしするような立場なのか？

「……リュエ、総帥さんが来たら、くれぐれも失礼がないようにな」

「だ、だいじょうぶだと思う……」

　ようやく事の重大さを理解したのか、僅わずかに肩を震わせるリュエさん。

　あ、なんか心配になってきた。




　少しして、ギルドから面会する場所が伝えられた。

　指定されたのはごくごく普通の喫茶店。

　実際にその場所に行ってみると、別段格式高いような店でもないし、結構フランクな人なのかもしれない。

　俺はリュエから少し離れた席に座り、お酒の香りの強いパウンドケーキを食べながらその相手が来るまで時間を潰す事にした。

「しっかし、俺以外にもこっちに来てるやつなんているのかね……」

　クロムウェルさんへの報告中に昔の事を思い出した所為か、ふと、そんな事を考える。

　あのゲームは確かに過か疎そ化かが進み、プレイ人口も少なかった。

　だが最終日のあの日、確かにみんな、普段プレイしていない人間までもが大量にログインしていた。

　しかしリュエが言うには、俺と同じような境きよう遇ぐう、さらに言うとリュエのような境遇の人間すら、彼女は見つけられなかったそうだ。

　今更ながら、俺だけがこの世界に来た原因で思い当たるのはやはり、この手に入れたアビリティ『簒さん奪だつ者しやの証あかし』シリーズだ。

　あの時、すべてをセットしてもなんの効果も得られなかったが、もしその結果俺がここに来たのだとしたら……？

　少々突とつ飛ぴな気もするが、他に変わった事などしていないのだし。

　そんな結論に達しようとした時だった。

　リュエの席へと、赤い縁ふち取どりのされた白いスーツという出で立ちの、スラリと手足が長く随分とスタイルの良い、黒い長髪の女性が近づいていった。

　すぐさまアビリティ［五感強化］をセットし、盗み聞きを始める。

　結構ゲスいな、これ。

「まさか、本当に貴方あなただったとは思いませんでしたよ」

「む？　君が総帥さんかい？」

「ふふ、気が付きませんか？　やはり現実となるとパッと見じゃ分かりませんよね」

「現実……？」

　ん？　おいおい聞き捨てならない単語が飛び出してきたぞ。

「……あの、私の事分かりませんか？」

「……創世期の人間なのかい？」

「まさか……貴方の出身地はどこです？　本当の意味の」

「出身地……私が目覚めたのは北の果ての森で、氷ひよう霧むの森って呼ばれている場所だね。もしかして……貴女は神しん隷れい期きの人間なのか!?」

　案の定会話が微妙に嚙み合っていない。

　これは俺も行くべきだ、彼女は恐らく──

「リュエはこの世界で生まれた存在だ。貴女あなたの言う事を理解出来ていないと思いますよ」

「え!?　ふ、二人いる……？」

「二人、か。その言い草、俺がファーストで彼女がセカンドだって知っているみたいだな。誰だ、お前」

「なにを言っているんだいカイくん」

　先程まで自分以外のプレイヤーの存在について考えていたというのに、まさかこのタイミングで現れるとは。

　間違いない、こいつは俺と同じでプレイヤーだった人間だ。

　俺は身内以外とは会話らしい会話もしてこなかった。従ってリュエが俺のセカンドキャラクターだと知っている人間は限られる。

　だが、俺はこの女性のような外見をしたキャラクターを知らない。

　色白な肌、うっすら赤みがかった黒い瞳ひとみに、スッと通った鼻筋。薄い唇にはうすくルージュが引かれている。

　文句なしの美人。さらに特定部位の肉付きが良く身体は男として非常にそそられるものがある。

　こんな美人キャラ、身内にいなかったぞ？

「……こちらで過ごした時間も長いですからね、確かに分からないかもしれません。ではこれでどうでしょう」

　そう前置きをし、彼女はコホンと咳せき払ばらいをして形のいい唇を動かす。

　こちらを知るその口振りに、やや緊張しながらその紡ぎ出す言葉を待つ。

　そして彼女は唐突に声こわ色いろを変え──

「おほー！　お久しぶりよー！　ぼんぼん元気だったかしら？」

「この豚ァ！！！！！」

「ピギィ！」

　つい、条件反射で蹴っ飛ばしてしまった。

　こいつは間違いねぇ……豚だ！　Oinkだ！

　そういえば、あのキャラも黒髪で白い肌で……けど横に大きかった。

　名前の通りの姿で、某スタンドアローンコンプレックスに染まりきった豚だ！

　しかし痩やせているだと……一度作ったキャラも、環境次第で変化するのか。

「相変わらず非ひ道どいですね……一応これでも女なんですけど」

「それは魂たましいが身体にひっぱられた的な意味で？　それともリアル的な意味で？」

「それはご想像にお任せします」

　正直どっちでも良いです。ただ、嬉しい。

　今の俺にはリュエがいる。だがそれでも、やはり同じ思い出を共有できる存在がいないのは、少しだけ寂しかった。

　そこに、このお馬鹿で頼れるかつての仲間の登場だ、嬉しくないわけがない。

　久々なこのノリ。恐らくこの世界でこんな暴ぼう挙きよを許してくれる相手なんてこいつしかいないだろう。

　俺は逸はやる気持ち、はしゃぎだしたい気持ちを落ち着かせ、万感の思いを込めて口を開いた。

「オインク、話したい事が沢山ある」

「私もですよ。それに彼女の事も聞きたいです」

　オインクもまた笑顔でそれに応え、そして視線を俺の横、リュエへとずらした。

「え、ええと君はオインクなのかい？　凄く痩せたね？」

　と、ここで呆気にとられていたリュエも会話に混ざってくる。

「わ、私の事を知っているんですか？」

「よく一緒に冒険したじゃないか。あの頃とは随分しゃべり方もかわってしまったんだね」

「そ、そうですね。随分時間も経ちましたし、私も色々あったんですよ」

　やはり、リュエもオインクの事を知っている。それは以前、彼女にシュンとダリアの名前を出した時に反応した事から予想出来ていた事だ。

　だが、ここでもう一つ重要な事がある。

　それはオインクがリュエではなく、俺と同じ状況だという事だ。

　これはつまり……あの最後の瞬間、使われていたキャラクターだけが現実世界の人格を持ってこの世界に来たという事なのだろうか。

　そんな仮定に行き着くと、考え込んでいたのが顔に出ていたのか、彼女が口を開く。

「恐らく、ぼんぼんの考えている事と私が考えている事は一緒でしょうね。後で二人きりでお話しさせて下さい」

　──これだ。彼女はゲーム時代から、今のようにこちらの考えを的確に読んでくる。

　ある種の才能、文字だけのやりとりにもかかわらず、簡単にこちらの心に入り込む。

　実際こうして面と向かって話すと、その凄さが伝わってくる。

「了解。なんか違和感が凄いんだけど」

「一応、総帥という身分ですからね。これでも、かなり頑張ってるんですよ？」

「痩せちゃうくらいか。まぁその辺も詳しく頼むわ」





　　　　　§§§






　一応目的は果たしたという事で一旦オインクはギルドへと戻り、俺たちも一先ず宿に戻る事にした。

　部屋へと着き、リュエにもある程度ボカして状況を説明する。

　以前俺自身の事を説明したのとほぼ同じ内容だ。

「つまり、オインクもカイくんと一緒で上位世界の出身なんだね？」

「そういう事」

「なるほど……じゃあそっち方面の事で話し合いが必要という訳なんだね」

「悪いな、気を遣わせて」

「ううん、私にしてもこの時代に他に仲間がいたってだけで嬉しいんだ、気にしないでおくれよ」

　そう告げた彼女の表情は、本当にキラキラと輝いて見えた。

　そうだよな、いくら俺と出会い、そして一緒に外に出る事になったとはいえ、彼女の過去の記憶に俺の存在はない。

　それが悔くやしいとも思うが、仕方のない事だと納得も出来る。

　だが、オインクは俺とは違う。確かに彼女の思い出の中に存在する、明確に記憶している『仲間』だ。

　俺と同じで古い思い出の共有が出来ず、どこか寂しい思いをしていたかもしれないリュエが、かつての仲間であるオインクが生きている事を喜び、こんな風な笑顔を浮かべるのは当然だ。

　悪いな、リュエ。後ですぐまた話をさせてあげるから、今は俺に譲ゆずってくれ。

　宿でリュエと別れ、俺は再びギルドへと向かうのだった。




　ギルドに着くと、既にオインクは移動した後らしく、俺も指定された店へと向かう。

　その店は先ほどとは打って変わって、随分と敷しき居いの高そうな、それこそドレスコードが設けられていてもおかしくない高級そうなレストランだった。

　既にオインクは到着しているらしく、俺はＶＩＰルームへと案内される。

　店の奥まった場所、他人に聞かれたくない話をするにはうってつけのその部屋で、優雅に彼女は佇たたずんでいた。

「豚は出荷だオラァ！」

「そんなー！　……やめて下さい」

　彼女へと駆け寄り椅子に座らせ、背もたれを摑つかんで激しく揺らす。

　ガックンガックンと頭を揺らしながら抗議の声を上げる姿がなんとも面白いです。

「いやぁつい」

「私もこの身に染み付いたクセが憎いです」

「さすがだな。じゃあちょっと料理注文していいか？」

　俺も対面する席へと着き、メニューを開く。

　ふむ、やっぱり西洋風の料理が豊富に取り揃そろえられているようですな。

「ええ、食べながら話しましょうか」

「じゃあポークソテーとポークシチューとポークテリーヌで」

「おにちく」

　開幕出荷は基本。

　そして豚にかける慈じ悲ひはない。

　涙目でこちらを恨めしそうに見つめる我らが豚ちゃん。

　しかしこうしてみると、日本人的というか大和やまと撫子なでしこというか、もの凄い美人である。

　卵形の輪りん郭かくに、綺麗に整った細い眉。

　まつ毛は長すぎず、それがかえって奥ゆかしさをかもしだしているかのようだ。

　肌は白人というよりも色白な黄色人種のようで、唇は厚すぎず、ほっそりとしていて綺麗な形をしている。

　……なんだろう、この日本人男性を絶対落とすと言わんばかりの外見は。












　中身はどう取り繕っても豚だが。

「照れますね、さすがにその姿で見つめられると」

「お互い美男美女だからな。ちなみにリアルではヤクザとか呼ばれた事もありました」

「リアルではイベリア半島に住んでおりました」

「イベリコ豚乙おつ」

　運ばれてきた料理をつつきながら、料理談義を進めつつ思い出話に花を咲かせる。

　そして、ついに本題へと入る。

　そう、彼女が今までなにをしていたのか、そして他のプレイヤー達の事を。

「結論から言いますと、九○○年前に終わりを告げた創世期と呼ばれる時代から生きている人間はそれなりに存在しますが、神隷期、すなわちゲーム時代の出来事を『実際にあった歴史』として覚えている人間は見つける事が出来ませんでした。ですが私とぼんぼん同様、プレイヤーとしての記憶を持つ人間を私達以外に二人見つけています」

「俺達以外に二人……そりゃ誰だ」

「それを教える前に、先にこちらから聞きたい事があります」

　俺の疑問の前に、彼女は少しだけ勿もつ体たいぶるように言う。

「ぼんぼんがこちらに来たのはいつ頃ですか？」

「一年位前だな」

「……なるほど。私は三○年程前です。気がついたらこの大陸の首都にいましたよ」

「んな!?　オインクのキャラクターはヒューマンだよな？　歳、とらないのか？」

　リュエはエルフという種族だから、容姿があまり変わらないのも理解出来る。もっとも、それを差し引いても彼女は異常に老いる事がなかったそうだが。

「そうですね。新しん陳ちん代たい謝しやも存在しますし、この通り体型も変わりますが、どういうわけか不老なんですよ。ただ、どうやら不死ではないようです」

「待て、どうやって試したんだそれ」

「ちょっと血を多く流したら、普通に生死の境さかいを彷徨さまよいました。もしかしたら死んだ後に蘇る可能性も捨て切れませんが……」

「絶対にやるなよ、絶対だぞ！」

「もちろん、分かっていますよ」

　恐ろしい事試すやつだな……さすがにそれで『復活しませんでした、残念』では済ませられないぞ……。

「しかし三○年か、随分ズレがあるな。そんだけ時間があれば痩せもするし口調もかわるか」

「そうですね。本当、苦労しましたよ」

「俺がちょっと当ててやろう。お前、商人から成り上がっただろ？」

「なんで分かったの!?」

　こいつ、ゲーム時代から金を貯め込むのが大好きだったからな。

　転売から行商まで手広くやって、莫ばく大だいな資産を使って自分の装備を強化していったプレイヤーだ。

　商才があるというか、むしろそれが本業のようなやつだった。

　そのため『資本主義の豚』なんて呼んでからかったっけ。

「そ、そういうぼんぼんは随分とこっちの世界に順応しているみたいですが……リュエのおかげですか？」

「そういう事だ。ちなみに彼女はプレイヤーに関する記憶は持っていない。ただゲーム時代の事はその時代を生きた人間として記憶を持っている」

「なるほど……リュエと同じ境遇の人間には一人も会えていませんが、神隷期の事を神話かなにかのように知っている人はいましたね。その人達はもしかしたらプレイヤーのサブキャラクターだったり、ログインしていなかった人のキャラクターなのかもしれません」

「なるほど……だがそうなると、どうしてリュエはしっかり神隷期の事まで覚えているのか疑問が残るな……そういえば、オインクはセカンドキャラクターを持っていなかったな。もしかしたら俺と同じ境遇の人間のサブキャラクターだけが、リュエのようになるのかもしれない」

　確かシュンもサブキャラクターを持っていたはず。

　もしもアイツもこっちの世界に来ていたとしたら──

「オインク、さっきの続きだ。俺達以外に二人、プレイヤーとしての意識を持つ人間がいるんだったよな？　それは誰だ」

　俺は、微かすかな期待を込めてもう一度問う。

「シュンとダリアですよ」

　その答えを聞き、勢い良く立ち上がり食卓のシルバーを落としてしまう。

　俺の数少ない現実世界の友人であり、晩年（死んではいないが）他のどの友人達よりも過ごす時間が長かった二人だ。

　その二人が、今もここで生きている！

　もしもアイツに会う事が出来たら、俺の推すい論ろんが当たっているかどうか確認出来るかもしれない。これはなんとしても会いに行かなくては！

　そう決意を新たにしていると、何故かオインクが再び話題を変えてきた。

「それでも、やはり苦労したのではないですか？　ゲーム時代のお金も通常の売買では使えませんし」

「そこは一応ステータスも当時のままだったからな、これで稼いだようなもんだ」

　俺はそう言いながら、軽く腕を上げて力こぶを作る真似をする。

　自分の腕っ節だけで稼ぐというこのシチュエーション、結構好きです。

「なるほど……では次にもっと突っ込んだ話を。教えておかなければいけない事があります」

　そう言うと、彼女は態度を改め、真剣な顔でこう告げた。




「この世界に私以外にあの豚はいないので私がオリジナルです。らんらん♪」

「出荷だオラァ！」




　どうして真面目な話の最中に唐突にぶっこんでくるんですかねこの人も。

　そしてその顔でかわいらしく『らんらん♪』なんて言うんじゃありません。

「……冗談はさておき。現状、この世界がどうなっているのか詳しく聞いてみる気はありますか？」

「そうだな、リュエはこの大陸の外には出ていないみたいだし出来れば他の大陸の事も聞かせてくれ」

　オインクもかつてはリュエと同じく、自分と同じ境遇の人間を探す旅に出たという。

　そして幸いにして、リュエが活動していた時代よりも動きやすく、その足を大陸の外へと向ける事も出来たそうだ。

　ならば、聞いておかねばなるまい。

　彼女の語る、その軌き跡せきの一端を。





　　　　　§§§






「まず、今いるこの大陸について。もう気がついていると思いますが、ここはゲーム時代の大陸とは異なる場所です。この世界は五つの大陸が南半球から北半球に向けて、ほぼ縦に並んでいる世界なんですよ」

　彼女が言うには、この大陸は五つのうち最も北にある、最さい果はての大陸だそうだ。

　リュエが以前クロムウェルさんに説明していたが、創世期にここで生まれた国がこの最果ての大陸全土を今も統治しており、また同時期に生まれたギルドがすべての街、村に配置され、国を牽けん制せいしているような状態だったそうだ。

　元々はヒューマンが主体となって生まれた『国』という勢力と、龍りゆう神じんを打倒するため魔族が発端となり各種族の賛同者による同盟が変化して出来た『ギルド』、そしてあくまで自分たちの力で抑えてみせると、協力こそすれど同盟に入らなかった一部のエルフ達。

　そしてギルドは、一種族が大きな力を持ちすぎないように監視するという役目も担になっていた、と。

「昔はこの大陸の北の果て、リュエが暮らしていた森や山々を抜けた先に魔族が住む大きな集落もありましたが、長い年月で彼らも散り散りになり、今では極ごく々ごく少数が暮らす程度なんですよ」

「へぇ、じゃあギルドってのはその集落のあたりから始まったのか？」

「そうなりますね。初代は魔族が総帥として、後にエルフであるクロムウェル師が引き継ぎ、そして今は私が」

「やっぱりあの人元総帥だったのか」

　そうじゃなきゃ大陸全土にリュエの倉庫に通じる神しん殿でんを設置したり、術式を埋め込んだり出来ないだろうしなぁ。

「彼は総帥の席を辞じした後も、最果てに続くこの場所で支部長を務めています。私の先生のような人なんですよ、彼。本当に頭が上がりません」

「飼育係への感謝の気持ちを忘れない豚の鑑かがみ」

「やんやん？　やんやん？」

　ついな、つい。確認したくなってしまうんだよ。

　こうして話を聞いていると、あのいつも『らんらんぶぅぶぅ』言っていたオインクとは別人のようで少しだけ不安になってしまうんだ。

　だからつい、こうして確かめたくなる。




　リュエの一○○○年の孤独。それとはまた別の孤独があったであろうオインクの三○年。

　彼女は今こうして高い地位に上り詰め、人に囲まれ暮らしている。

　しかし、それはただの三○年とは大きく異なる、苦悩に満ちたものだったのではないだろうか？

　現代社会で暮らしていた人間が、突然こんな価値観の異なる場所に飛ばされ、誰も自分の事を、そして住んでいた世界の事も知らないという孤こ立りつ無む援えんの状況。

　俺には幸いにして、常にそばに寄り添うリュエという心の支えがいた。けれども彼女には──

「少々脱線してしまいましたね。この大陸の外の事についてお話ししましょうか」

「まぁ待て、休憩がてら料理をつまませてくれ」

「ふふ、そうですね。頂きましょう」

　今こうして、自分の地位を確立して笑っている彼女に、深い尊敬の念を抱く。

　……絶対に口には出さないがね？　なんか悔しいし。

　運ばれてきた料理、主に豚肉料理に舌した鼓つづみを打ちながら、オインクに話の続きを促す。

「おにちく……食べますけど……」

「あーかわいい。共食い豚かわいい」

「どぼじでいじわるずるのおおおお」

「まさか生で見られる日がくるとはなぁ」

　信じられるか、今目の前にいる人、大和撫子という文字列を擬人化したかのような人相なんですよ？

　そんな人間が馬鹿みたいな事を言いながらパクパクと料理を口に運んでいる。

「じゃあ大陸の説明を」

「結構ひどいですよね、散々いじっておいて流すなんて」

「ちょっと早くしてくれません総帥さん？」

「うう……やっぱり性格はゲーム時代と変わらないんですね」

　はい、ロールプレイはしない主義なので。

「先ほど大陸が五つ並んでいると言いましたが、ここは最北の大陸『エンドレシア』と呼ばれています。厳しい環境で人も魔物も相応に鍛えられ、激動の創世期の中心となった地。ＲＰＧで言うところの最後の大陸みたいな場所ですね」

「じゃあ俺はあれか、主人公がいきなり魔ま王おう城じよう最寄りの街からスタートしたような状態なのか。とんだクソゲーだな」

「チートコードやら改造データやらふんだんに使ったような状態で何を今更」

　言われてみればそうですね。これは一本取られました。

「七星が封じられている地の周囲は封印に大地の力を持っていかれてしまうため、魔物の活性化や気候の変化で過か酷こくな環境になります。その上この地に眠るのは他に類を見ないほどの力を持つ龍神と謳うたわれている相手……その影響は大陸全土にまで及およんでいます」

「……そ、そうなのか」

「ふふ、安心して下さい。さすがにそんな化物を相手にしろなんて言いませんから」

　すまん、そいつもう倒した。

「それでも、寒冷地でも育てられる食物や、他にも希少な魔物の部位や塩などの特産物がありますので、交こう易えきで十分な暮らしは出来ているんですけどね」

「で、そこで他の大陸の話が出ると」

　ちゃんと関連性を持って話を広げてくれるので、頭に入りやすいな。

　案外豚ちゃん、現実世界では人に教える仕事でもしていたのかね。

「賢い生徒さんは好きですよ」

「君みたいな賢い豚は嫌いだよ」

「そんなー！」

　なんか悔しいんです。

　からかいながらもオインクの話は進んでいく。

　彼女が自由に動けるようになるまでの話は今回端折はしよる事になったが、それでもその行動力、そして諦めずにかつての仲間を捜し続けるその根性は賞しよう賛さんものだ。

「この大陸の隣、一つ南の大陸は『セミフィナル』と言い、農業が盛んな土地です。ここと同じく北に位置する大陸ですが、かつてその地の七星が解放された影響もあってか、だいぶ温暖な気候なんですよ」

　七星の解放がその土地に良い影響を与える。

　クロムウェルさんも言っていたが、俺にはどうもそれが解せない。

　はっきりとした根こん拠きよがあるわけではないが、なにか裏があるように思えてならない。

「セミフィナルとは交易も盛んで、穀こく物もつ、お米なんかもここから輸入しているんですよ」

「へぇ、どうりでこっちでも米が多く出回っているはずだ。それに美味しいし」

「その辺りは今度、詳しいお話をしますよ。色々と理由があるんです」

　その後も、オインクが語って聞かせてくれる外の世界の話。

　ある程度今いる場所、そしてその隣を知った事でキリが良いと感じた俺は、一度ここで話題を変える事を提案した。

　気になる事は沢山ある。だが、まずは身近な疑問から解決していこう。

「あのレンっていう少年と、七星の解放について教えてくれないか？」

「そうですね……もうすでに会っているようですし、この大陸……いえ、この世界の今に関わる大事な話です。先に語ったほうが良いでしょうね」

　ちなみに、リュエと龍神についての話はまだ一切していない。

　彼女の見けん解かい次第では、これからも内密にしなければならないだろう。

「私達……まぁ倒したのはぼんぼんですが、最終日の大ボス七体がこの世界では七星……初代七星として神話に残っています」

　彼女は旅の最中に古い一冊の本を見つけたそうだ。

　その中には、リュエも知っていた『剣士カイヴォンが見えざる神から世界を解放した』という神話について書かれていたという。

　だが、周囲の人間に聞いてもその神話を知る者も少なく、オインクですらこの本の著者や発信源を突き止められなかったそうだ。

「伝でん承しように残っている初代七星ですが、最後にぼんぼんが倒した神様だけは名前が残されていませんでした」

「へぇ、何か意味でもあるのかね、あの神様（笑）に」

「そこはわかりませんね。ですが、初代と言ったように、今この世界には新たな七星が眠っているそうです。この辺りの事は知っていますよね？」

　これは既にクロムウェルさんに聞いている。

　そして何よりも、当事者の一人であるリュエの口からも創世期について聞いている。

　だからこそ、かつて彼女達が封じた七星を解放しようとする動きについて知りたい。

「レンは、この大陸を統治しているエンドレシア王国、つまりこの国によって召喚された日本人、そしてその目的は七星の解放です」

　やはり日本人だったのか。

　だが、彼はゲームのキャラクターではなく、生身の人間としてこちらに来ていたように思える。

　その辺りの事情も、彼女は調べてくれていた。

「一応、王国の依頼で彼のバックアップを任されましたので、私も直接彼に質疑応答を行いました。その結果ですが彼は『グランディアシード』をプレイしていなかったようです。遠回しにパソコンを持っているかも聞いてみましたが、そういうＩＴ関係には酷ひどく疎うといようでしたし」

　となると、生身の状態で直接この世界に引っ張ってこられたのか。

　俺やオインクといい、前の世界での俺達の扱いはどうなっているのだろうか。

　……まぁ考えたところでどうしようもない。俺は今、ここにいる。

　それがすべてだと言い聞かせるようにし、今は納得する。

「誘ゆう導どう尋じん問もんお疲れ。それで、バックアップとはなんぞや」

「王国の方から装備や旅の仲間をつけてもらっていたようですが、そこにさらにギルドに所属している人間を一名と、各支部である程度依頼の斡あつ旋せんに融ゆう通ずうを利かせるようにしています」

「結構な厚待遇だが、王国が呼んだのにわざわざ外部組織であるギルドに預けるってのはどうなんだ？」

「……やはりそう思いますか。王国も一枚岩ではないんですよ。彼は云いわば勇者です。それを特定の貴族の派は閥ばつの下に置くと、パワーバランスが崩れてしまうんですよ。そこで、権力があまり関与しない私の下に預けられたんです」

　そう語る彼女の顔が、少しだけ不服そうに歪む。

　彼女はレン君に協力するのに不満でもあるのだろうか？

「歯切れが悪いな。解放者に思うところでもあるのか？」

「正直に言うとあります。七星の解放がどんな意味を持っているのかは正確にはわかりませんが、私が旅をしていた時代、他の大陸で解放に協力的ではない国を幾いくつか目にしてきました。もしかしたらゲーム時代同様、いえ、創世期のように再び脅威を与える存在になると危き惧ぐしている国もあるのでしょう」

「だが解放された場所では大地が豊かになったって報告もある」

「ええ、それも事実です。ですが、創世期を生きた人の話を聞く限り、私にはこれらすべてが餌えさ、なにかを隠すために人類に餌を与えているように思えてなりません」

　ふむ、とりあえずオインクも解放には否定的と。

　これなら俺と敵対する事もなさそうだ。

　だって俺、その七星の一体を既に殺してしまっているし。

　それに、やはりプレイヤー目線から言わせたら、解放して実り豊かになるってのはどうも胡う散さん臭くさい。

「なぁ、ちょっと教えておきたい事があるんだけど聞いてくれるか？」

　意を決し、彼女に俺とリュエの始まりを教える。

　彼女ならば、七星の解放に疑問を抱いている彼女ならば。

　そしてなによりも、今でも俺を仲間だと、また俺自身が仲間だと思っている彼女にならば。

「……なんでしょう」

　俺は語る。リュエが封印していた龍神と、それにまつわる彼女の一○○○年の孤独を。

　騙だまされ、温もりを求め、人との繋がりを渇かつ望ぼうした囚われの歴史を──
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「……そう、だったんですか。私はあの場所には触れないようにと、あの森の調査もせずにこれまで過ごしてきました……」

　話を聴き終えた彼女は、沈痛な面持ちでぽつりと漏らす。

　その声には、深い後悔の色が窺える。

　恐らく、自分があの森を探索していたら、少なくとも三○年は早くリュエの孤独を紛まぎらわす事が出来たのではないか、と。

「しかしリュエが今ここにいるという事は……どうやらレンは先をこされたようですね。早々にギルドのバックアップを切り上げて龍神の解放を王に報告するべきでしょうか？」

「あ、別に龍神の解放なんてしていないぞ？」

「へ？　では新たな封印方法を見つけたのでしょうか？」

「いや殺した」

「え？」

「だから殺した、俺が」

　ぽかんと口をあけ、間抜けな顔を晒さらしているこの残念美人さんに、皿の上の肉を一切れ押し込んでみる。

　あ、ちゃんと食った。

「んぐ……なにそれこわい」

　心底恐ろしいものを見るような目でそう口にした彼女に、俺は事のあらましを語るのだった。




「…………はまじ」

「豚語が出るくらい呆れたか」

『はぁ、まじではぁ』の略。酷く呆れたりして溜ため息いきをつくときの言葉である。

「ええ。話は分かりましたけど、瞬殺って……最終日のバランス崩壊アビリティがまさかこんな形で……」

「そしてあの最後の一日が伝説として残っているっていうね」

「なんでぼんぼんだけ伝説になっているんでしょうね、不公平です」

「ボス前マラソンおつかれーっす」

「やんやん？」

『やんのか？　やんのか？』と怒りを露あらわにする時の豚語です。

　なお語ご感かんがかわいいので逆に和んでしまう模様。

「とにかく、今こうして七星を殺したわけだが大陸に特別大きな変化が起きていない。まだ経過を見守っているような状態だからそっちもしばらくは様子見って事でいいか？」

「そうなりますね。私の方でも大陸北部を探ってみますけど、少なくともこの大陸ではもうやる事はなさそうです」

「そうだな。七星に関わるものもないようだし、俺もいる意味がなさそうだ」

「ではぼんぼんはこれからどうするんですか？」

　俺のこれから、か。

　最初は俺がどうしてこんな場所に飛ばされたのか探ってみたいという気持ちが強かった。

　だが、こうして俺だけでなくオインク、そしてシュンとダリアまでもがこの世界にいるという。

　ならば──

「なあ、シュンとダリアは今どこにいるんだ？」

　あえて後回しにした、俺の親友とも呼べる二人の居場所をここで尋ねる。

　少なくともシュンとコンタクトを取る事が出来れば、リュエのような境遇の人間がどうして生まれたかの推論を補強出来るかもしれない。

　まぁあいつが自分のサブキャラクターとコンタクトを取れていたらの話だが。

　だがなによりも、俺と最も親しかった相あい棒ぼうとも呼べる二人に会いたいという気持ちが強かった。

「シュンとダリア、ですか……」

　何故かうつむき言い淀よどむ。

　そんな彼女の様子に、最悪が脳裏を掠かすめる。

　だが、俺と同じプレイヤーならばそう簡単に死ぬとは思えない。ならばなぜ？

「教えてくれ、頼む」

　もう一度、今度は頭を下げて彼女に請う。

　それがたとえどんな答えだろうと構わない。

　すると、ようやく彼女が折れてくれたのか、静かに語り出す。

「私が彼らと会ったのは一度きりです。そのときシュンとダリアは一緒にいました。二人共、ここから二つ隣の大陸にいます」

「セミフィナル大陸よりもさらに南、か」

　随分と遠いな。

　言葉にすると大陸二つ。だが、その大陸一つ一つの規模が、前の世界で言うオーストラリア大陸以上の規模だという。

　海路も入れるとなると、その距離は膨ぼう大だいだ。

　しかし、いくら遠く離れているとしても、オインクの反応には首を傾げてしまう。

　時間はたっぷりあるのだし、距離の問題なんてそこまでの障害とは思えない。

「どうか二人を、ダリアを悪く思わないで下さい。二人は今、エルフの国にいます」

「それが？」

「リュエの話を聞く限り、当時彼女を騙し、縛り付けたエルフの氏し族ぞく『ブライト』が興おこしたのがその国です。ダリア、シュン共に今もその国の要よう職しよくに就いているはずですから……」

　へぇ……ブライト、ね。

　その名前、確かに覚えたからな。

「報ほう復ふくに国を攻撃するのはやめろと？　俺達が争うのは見たくないと？」

　あの二人の事だ、恐らく今も一緒にいるだろう。

　そして、俺の性格的にエルフの国になんの報復もしないとも思えないと。

　大正解。殺意とまではいかないが、別に許してやるつもりなんてさらさらない。

　当時のエルフ達は恐らくもう生きてはいないだろうし、その子孫を責めるのはお門違いだろう。

　しかしそんな事は知らん。

　たとえ先せん祖ぞのしでかした罪であろうと、責任は取らせる、それだけだ。

　生あい憎にくと、俺は根に持つ上に記憶力が無駄に良く、なおかつ恨み辛みが時間と共に熟成されていくタイプの人間なんだよ。

「その顔を見るに、穏おん便びんに済ませるつもりはなさそうですね」

　どうやら俺の考えが顔に出ていたのか、そう指摘される。

「今も昔も俺にとっては『敵か味方の二択』だからなぁ」

　たとえ無関係の人間でも、なにか困った事があれば手を差し伸ばすべき『味方』。

　そして無関係の人間でもこちらになんらかの形で損害を与えるようならば、明確に『敵』だと判断する。

　決して手を差し伸べず、危機が迫っているのなら、平気で嘲ちよう笑しようし相手の悪いところを今際の際に叩きつける。

　○か一○○の採点方式みたいな考え方だ。

「相変わらず極端過ぎです……けれども、お二人は『味方』ですよね、一番の」

「まぁな。あいつらなら分かってくれるさ。もし仮に俺が本気で国相手に戦争でも仕掛けようものなら、きっと俺のために自分の国を裏切るくらいはしてくれる」

「すごい自信ですね。お二人は私より先にこの世界にきていたそうですよ。現実世界よりも、こっちの世界で過ごした年月の方が長いはずです。それでもお二人がついてきてくれると？」

「まぁ……もし敵対するようなら、その時は精一杯あらゆる手段で協力を打診するさ」

「……お二人もぼんぼん程じゃありませんけど、カンストまで育成した猛も者さですよ」

　待って、俺は協力を打診するとしか言ってないよね？　なんでイコール力ずくになっているんですか。否定はしないけど。

「私のレベルは３９９です」

「なにそれこわい」

「いやぁ、この世界に来てからまたアビリティ増えたんですよね」

「……お願いだから世界相手に喧けん嘩かとか売ったりしないでくだしあ」

「振りですね、分かります」

「やめて？」

　というかですね『責任をとらせる＝戦争』という解釈をどうにかしてくれませんか。

　別に頭下げて貰えたらそれでいいんですよこっちは。

　下げたくないのならその時は武力にものを言わせずとも、いつか大きな問題が起きて協力を求められてもつっぱねるだけの話だ。

　恐らくだが、今世界は動き始めている。

　この先、近い将来とは断言出来ないが、やがてまた創世期のような時代が訪れると俺は睨にらんでいる。

　何せ、伝説上での俺は『見えざる神と共に消えた』事になっているのだから。

　その俺が今こうしてこの世界に現れたのだから、共に消えた『見えざる神』が動き出していたとしても不思議じゃない。

「ともあれ、助かったよオインク。おかげでこの大陸の事も、この世界の事も大まかにだけど理解出来た」

「お役に立てたなら幸いです。ぼんぼん、これからどうするつもりですか？」

「そうだな……今回はあえて他の大陸についてはそこまで詳しく聞かなかったし、いずれはシュンとダリアの下にも行ってみたいと思っているし──」

　せっかく、この広大で自由な世界に降り立ったのだから。

　共に歩む大切な仲間、リュエと出会えたのだから。

「世界を見に行く。七星の件もある、他の大陸の様子もついでに見て回るさ」

「ぶらり旅、ですか。良いですね、私も行きたいくらいですよ」

「そういう豚ちゃんはこの後どうするんだ？」

「今回は魔物の氾濫の件と、リュエが使用したギルドカードについての確認が主でしたしね、どうしましょう。せっかくですしソルトバーグ方面にまで足を伸ばしてみるのもいいかもしれませんね」

「あ、そういえば」

　ついでだ、あの街の一件も報告しておくか。

　ソルトバーグ周辺を治める領主とその息子の暴ぼう挙きよ、そしてそれを容認し領主側に立った総合ギルドの統括。

　あの事件の後、彼自身が上に報告すると言っていたが、どうも信用ならん。

「そんな事が……あの街のギルドは実験的に、冒険者以外の職人や商人向けの依頼もまとめて取り扱う総合ギルドにしたのですが……その所為で欲に目が眩くらんだのでしょうね」

　ほら見た事か。やっぱり保身に走ったか。

「なるほど、そういう事情だったか。確かにそこまで手広くやったら、領主としても一枚嚙んでおきたいと思うし癒ゆ着ちやくも仕方なし、か」

「人選ミスですね、私も、国王も」

「領主の方はやっぱり国に属した貴族だし、取り締まるのは難しいのかね」

「いえ？　私から国王に直じか談だん判ぱんします。実際にあちらに向かい、事実確認が済み次第人員の総入れ替えをしますよ」

「……なぁ、総帥って立場はこの大陸でどれくらいの権力があるんだ？」

　そう気軽に国王相手に直談判なんて出来ないだろ、普通。

「ギルドはエンドレシア王国の土地に間借りしている形ですが、独立した組織です。そうですね、前の世界で言うところの三さん権けんのすべてに口出し出来る立場といったところでしょうか」

　彼女は、なんでもない風にそう言ってのけた。

「マジかよ……ヘタすりゃ王様より偉かったり？」

「貴族相手でなければほぼすべての実権を握っているような状態ですし、貴族の一部もこちら側ですしね。まぁ偉いかどうかは分かりませんが、少なくとも戦争になれば圧勝出来る、とだけ」

「よく恐くないな、お前。いやそこまでの規模なのかギルドは」

「一応、隣の大陸セミフィナルまでは私の管かん轄かつですよ」

　わーお。そんな人間をさっきから蹴ったり叩いたりしていたのか俺。

　なんかゴメンね、無理やり豚肉食わせたりおしり蹴ったり頭叩いたりして。

「じゃあ今回はこの辺りでお開きにしておくか。本当、なにからなにまで教えて貰って助かった」

「支払いはまかせろー！」

「任せた」

「思ってた反応と違うんだけど!?」

　だってお金あるんでしょ君。

　それにその財布、バリバリいってないじゃない。
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「んじゃ俺は宿に戻るけど、後でリュエとも話してやってくれ。認識は違うかもしれないが、彼女にとってもお前は仲間で、会いたがっていた相手なんだ」

「もちろん。私も気になる事がありますし、同性で対等な友人は貴重ですから」

「雌めす豚ぶたの友達か……」

「あやまって？」

「悪い悪い、ついな」

「まったく……けれども本当、会えて嬉しかったですよ。また機会がありましたら是ぜ非ひ」

「あ、そうだ。オインクの権限で俺のギルドカードも白銀にしてくれないか？　一応今黒色なんだけど」

「黒色なんて珍しいですね。権力的にはそっちの方が上ですよ？」

「んじゃ黒も兼ねた白銀で」

「新しいカードを作れと？」

「頼むよ豚ちゃん、ドングリ上げるから」

「しょうがないにゃあ……」

　マジかよ、言ってみるもんだな。

　どうもギルドランクＥＸというのはいまいち認知されていないらしく、もしもの時のネームバリューというか、どこぞのご老公の印いん籠ろうのような役目を果たしてくれないのだ。

　レン君達に見せた時の反応も微妙だったし、なんとかしてもらいたい。

「そうですね、これからなにかと不便もあるかもしれませんし、先行投資もかねて新しいランクでも設けましょうか」

「悪いな、無理言って。礼と言っちゃなんだが、ソルトバーグのような件があれば報告しとくよ」

「ふふ、世直し旅ですか？　ではお願いします」

　今度こそ、俺は彼女に背を向ける。

　最後までどこか余裕を感じさせる、俺の知っているオインクとは少しだけ違う彼女の印象。

　元々現実世界で知り合いだった訳じゃないのだから、多少印象が違っていても当たり前だとは思うのだが、それでも考えてしまう。

　俺の親友である二人も、どこか変わってしまっているのではないか、と。
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　オインクとの再会から一夜明け。

　昨夜の話、そして自身の身に起きたある変化について考えたい事があったためリュエと別行動と相あい成なった。

　いや、正確には彼女が早くオインクに会って話がしたいとワクワクしすぎてしまい寝不足になったのが原因なのだが。

　お寝坊さんは置いてけぼりです。

　ともあれ、俺は一人落ち着ける場所を探し求め、街はずれの人通りの少ない広場へとたどり着いた。

　ベンチに腰掛けメニュー画面を開く。

　今朝になって気がついたその変化に思わず溜息を漏らしてしまう。

「どうしたものかね、これ」

　俺はエヴァンス廃坑道の最深部でウェポンアビリティである［悪あく食じき］をセットしたまま『彼女』を解放した。

　無機物を破壊する事で、低確率で武器の性能が上昇するという効果を持つ［悪食］。

　もはや人ではなく物として認識されたため［悪食］が発動したのか、それとも天に昇った事で正式に討伐扱いとなり奪だつ剣けんがその力を奪ったのか、それは分からない。

　だが確かに、俺の剣はあの一件の後、いつの間にか進化していた。





【Name】カイヴォン

【種族】ヒューマン

【職業】奪剣士　拳闘士（50）

【レベル】３９９

【称号】救済の魔王　←NEW

　　　神を泣かせた者

　　　龍帝屠りし者

　　　魂の解放者　←NEW

【装備】

【武器】奪だつ命めい剣けんブランディッシュ　　←NEW

【頭】なし

【体】旅人のコート（黒）

【腕】レザーガントレット（黒）

【足】レザーグリープ（黒）

【プレイヤースキル】闇やみ魔ま導どう　←NEW　氷魔法　炎魔法

　　　剣術　長剣術　大剣術　簒奪（奪剣使用時）

　　　格闘術

【ウェポンアビリティ】［生命力極限強化］

　　　［簒奪者の証（闘）］

　　　［簒奪者の証（妖）］

　　　［龍神の加護］

　　　［コンバートＭＰ］

　　　［悪食］

　　　［ソナー］

　　　［怨えん嗟さの共鳴］　←NEW

　　　［］　←NEW

　　　［］　←NEW






　ステータスを確認して目を疑った。

　長年愛用していた奪剣が進化し、その名前を変えていたのだから。

　それだけではない。武器が変化した影響かセット可能なアビリティの枠が二つ増えていた。

　そして更に、新たなアビリティを一つ習得、いつの間にか武器にセットされているという始末だ。

　その上称号も変化していたり、新たなものがついていたり、闇魔法がいつのまにか闇魔導に進化していたりと、随分と変化してしまっていた。

　そして何より驚いたのが、進化した武器のステータスだ。




『奪命剣ブランディッシュ』

　簒奪者の罪によりその姿を変えた魔剣

　絶望を奪い、怨嗟の声を奪い、果てに救われぬ運命すら奪い取る

　それを罪と定めた世界により、魔剣の烙印を押された救済の剣

　攻撃力　６６６

　魔力　　６６６




　ついに武器自体の攻撃力が上がったのは嬉しいが、数字が物ぶつ騒そうである。

　６６６って……俺に悪魔にでもなれと申すか。早急に［悪食］さんの力で数字を増やさなければ縁えん起ぎが悪いです。

　この随分と物騒な方向への進化だが、やはり原因はあの変へん貌ぼうしてしまった少女、呪物を破壊した影響だろう。

　明らかに呪いやら恨みやら詰め込まれていそうだったし。

　さらにその推測が正解だと言わんばかりの、入手したアビリティの説明がこれだ。




［怨嗟の共鳴］

　自分の近くで敵の命を奪った場合、その場に留まる限り攻撃力が上昇する

　ただし時間経過により徐々に精神が汚染される




　なにこれ恐い。

　幸い［龍神の加護］には『精神に起因する状態異常を防ぐ』という効果があるため、併へい用ようする事によりデメリットを消す事が出来るだろうが、正直この新たなアビリティは使いたくない。

　そもそも既に火力過多です。

「まぁいけるとこまで強くなるってのも楽しいかもしれないがね」

　そのうち剣がかするだけで相手が消し飛ぶ、なんて事になるんじゃ。

　恐ろしい想像をしながら、その進化した相棒を手元に実体化させる。

「しっかしどんどん見た目が魔王の武器っぽくなるね君も」

　その相棒の姿をしげしげと見つめながら、そんな言葉を投げかける。

　元々、黒くて細長い、シンプルな見た目が気に入って使っていた奪剣。

　それが今では、構えると黒いオーラを纏まとい、剣表面の黒色がうっすらと赤みをおび、そして葉よう脈みやくや血管のような模様が刻みこまれている。

　完全に魔剣と呼ぶに相応ふさわしい姿だ。

「これはこれで格好いいんだけどなぁ」

　もう一度溜息を吐き、これからどうするか、どう旅をするか考えていると、人通りの少ないこの広場へとボールを抱えた子供たちがやってきた。

　だがその子たちの顔には『これから遊ぶぞ』という勢い、楽しさを滲にじませるような表情が一切浮かんでいなかった。

　そんな子達が先客である俺の姿を見て、突然泣き出してしまった。

　待って、俺って泣かれるような姿してるの？　今魔王ルックじゃないんだけど。

　しかしそれは早とちりだったようで、逆に子供たちがこちらへと走り寄ってきた。

「まおーさまー！！！！」

「わるいやつやっつけてよー！」

　……今普通の冒険者スタイルなんだけど俺。もうそれで呼び名は固定なのか。

　それにどっちかと言うと魔王って悪いやつに分類されるんじゃないんですかね。

「どうしたんだ？　あとお兄さんは魔王ではありません」

「あのね、領主様のお屋敷の近くに大きな公園があるの」

「そこで遊んでたら、いっぱい馬車がきて、ここに停めるから出て行けーって」

「僕のボール、馬車でつぶされちゃって穴あいちゃったんだ……ほら」

　子供の一人が、破れてぺしゃんこになったボールを取り出して見せた。

「その公園は普段から君たちが遊んでいる場所なのかい？」

　もしも駐車場のような場所で遊んでいたのだとしたら、それは子供たちの責任になってしまうのだが……。

　とその時、俺は自分の泊まっている宿周辺の事を思い出した。

　領主の館の近くとなると、俺の泊まっている宿からも近いのか。

　思い返してみれば、確かに大きな公園があったな……夜には屋台なんかもチラホラと営業していたと記憶している。

　となると、本当にこの子供たちは突然現れた馬車によって、遊び場を追い出されたって訳か。

「ほら、泣くな泣くな。ちょっと貸してみろ」

「まおーさま、直せるの……？」

「僕のボールまた膨ふくらむの？」

「だから俺は魔王じゃ……もういいや、どれどれ」

　ふむ、ゴムのような素材のボールの周りを糸で何重にも巻いて、最後に動物か何かの皮を貼り付けて出来ているようだ。

　……ちょっと高いバスケットボールみたいな感じだな、結構贅ぜい沢たくな仕様だぞおい。

　何か修理に使えそうなものはないかとアイテムパックの中を調べてみる。

「よし、これだ」

　おもむろにそれを実体化してみると、軽自動車のボンネットくらいはありそうなそれがドシンと目の前に現れた。

「わあ!?　まじゅつ？　まほう？」

「なにこれ！　おっきいガラス？」

「まぁちょっとまってな」

　うっすらと青みを帯びた半透明のそれをよく見れば、薄皮……とはいえ大きさが大きさなのでそれなりの厚さの皮ひ膚ふが残っていた。

　それを闇魔術で作った小刀で丁寧に剝ぎ取っていく。

　あ、これイカの薄皮剝ぐときの感覚に近いな、癖になりそうだ。

　ペリペリペリと、破れる事なく無事に巨大な薄皮をはぎ取る事に成功する。

　え？　なにを取り出したのかって？




『龍神の薄皮』

　龍神の逆げき鱗りんに付着していた体組織

　膨ぼう大だいな魔力、そして守るべき急所に触れていたため、絶大な魔力と強固さを併せ持つ




　はい。

　頑がん丈じようそうなので選んでみました。

　そいつを材料に闇魔術を駆使して修理する事一○分足らず。

　つるりと白い革でコーティングされたボールの完成である。

　最後に遊び心として『』と書き込んで子供たちへと返却すると──

「わ！　かわいい！」

「僕のボール直った！　すごい、前よりもよく弾むよ！」

「すげー！　潰すと変な顔になる！」

　あ、ちょっと俺も欲しいかも。

　しかしつい勢いで龍神の素材を使ってしまったが、問題ないだろうか？

　そう思いながら、嬉しそうに直ったボールで遊んでいる子供たちを見やる。

　……たぶん誰が見てもあんなボールに七星の身体が使われているなんて思わないよな。

　喜べ子供たち。たぶんそのボールはもう、馬車どころかその辺の冒険者が全力で剣を振り下ろしても傷一つつかないぞ。

　逆にどうして俺の魔術で加工出来たのやら。

　あれか、レベル３９９の裁さい縫ほう術じゆつは龍神にすら届くのか。
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「あれ……カイくん……？」

　私は布団の中で目覚め、そのままゴロンと寝返りをうって彼のベッドへと顔を向ける。

　ベッドは既にもぬけの殻から。そして窓を見れば、もう太陽が昇り切ってしまっているのでは、と思わせるほどの明るい光。

　メニューを開いて現在の時刻を確認すると、その予想が正しいものだと教えてくれた。

「ね、寝すぎちゃった。カイくんもいないし……」

　昨日、カイくんは少しだけ浮かない顔で帰ってきた。

　何があったのか聞きたかったけれど、きっと私が聞いていい事じゃないと思ったから、その日は大人しくカイくんが寝るまで、私も一人で考え事をしていたんだ。

　明日はオインクと何を話そう、何を聞こう、ちょっと相談してみてもいいかな？　なんて。

　気がついたらすっかり夜も更け、私も急いで寝たのだけど、やっぱりこうなっちゃったか。

　する事もなく、私は着替えてぼーっとベッドの上に座っていた。

　けれどもお腹が空腹を訴えてきたので、宿の食堂へ向かうためベッドから立ち上がろうとしたその時、ノックの音が室内に響いた。

「はい、どちらさま？」

「リュエですか？　私です、オインクです」

「オインク!?」

　その声に飛びつくようにドアノブへと向かい、扉を開け放つと──

「すみません、休憩中でしたか？」

　すっかりスリムになり、そしてすごく綺麗になった私の大好きな仲間が、笑顔で待っていてくれたのだった。

「ううん、そんな事ないよ！　さぁ入っておくれよ」




　椅子も何もない部屋だけど、ベッドに座るように勧める。

「昨日は満足に挨拶も出来ませんでしたからね、改めてお久しぶりです、リュエ」

「うん、本当に久しぶりオインク！」

「っとと」

　嬉しくてつい、昔のように彼女に飛びついてしまう。

　あれ、でもやっぱり昔のような充実感というか、安定感というか、やわらかな感触が足りないような……。

「ぷにぷにしていないね」

「え、ええ。よくこんな風に飛びついてきましたっけ……？」

「いつも『おほーっ』って受け止めてくれたじゃないか」

「ふふ、おほーっ」

　懐かしい不思議な悲鳴のような声を聞きながら、やっぱりオインクだと喜びがまた湧わき出してくる。

　オインクだ、本当にオインクだ。

「オインク、話したい事とか、聞きたい事が沢山あるんだ」

「ええ、なんでも聞いて下さい、なんでも話して下さい」

　優しそうな、とても安心させてくれる笑みで彼女は応えてくれた。

　ああ……本当に外の世界に出られてよかったよ……カイくん。

　彼女はいろんな話を聞かせてくれた。

　気が付いたら首都のお城の中にいた事や、捕まってお城の牢ろうに閉じ込められた事。

　彼女も、やっぱり初めは大変だったんだね。

「──それから沢山働きましたよもちろん。それで私もついに、リュエのように昔の仲間を探す旅に出る事が出来たわけです」

「そっか、大変だったんだね、オインク」

　ねぎらう言葉をかけると、何故だか急に彼女が悲しげな顔になってしまった。

　そして次の瞬間、私は彼女に抱きしめられていた。












「大変だったのは……貴女じゃないですか」

「……あはは、聞いちゃったんだね」

「外ばかりに目を向けて、貴女を見つけられなかった私をどうか、許して下さい」

　大丈夫だよ、謝らなくても。

　そんな風に思ってくれるだけで、私はすごく嬉しいよ。

　それに──

「大丈夫だよ、私はあそこにいたからカイくんにも会えたし、外にも出られたんだから」

　そう、あの長い時間も、カイくんに出会うために用意されたものだったんだと思えば、何も悲しくなんてない、苦しくなんてないんだ。

　すると、オインクも安心したように手を放してくれた。

「ぼんぼんは優しくしてくれましたか？」

「もちろん。ちょっぴり意地悪だけれどね」

「そうですね、彼は少し意地悪です」

　そう言いながら、二人で笑いあう。

　次から次へと言葉が溢あふれてきそうになって、私は夢中で口を動かした。

「オインク、ちょっと相談があるんだ」

「どうし……ふふ、なになに？」

　彼女は、昔みたいな話し方で聞いてくれる。

　それが嬉しくて、少しだけ恥ずかしい話を簡単に口に出せた。

「最近、カイくんが私を女として意識していないんじゃないかと思うんだ！」

　私が一緒に寝ようとしても、私の着替えの様子を見ても、とくに意識していないかのように振る舞う。

「不満ではないけれど、ほとんど家族みたいな扱いなんだ。どうすればいいと思う？」

　私よりも遙はるかに大人の女性であろうオインク。こんなに綺麗な彼女なら、きっと男心にも詳しいはず。

　……あれ？　どうして震えているんだろう？

「なんと贅沢な……いえ、分かりました。つまりは距離感が近過ぎるという話ですね？」

「そうだね、一年間私の家で暮らしていたとき、毎日ベタベタしていたせいで感覚がおかしくなっちゃったのかも」

「ひ、一つ屋根の下ですかそうですか……あ、ではこうしましょう。ドキッとさせるシチュエーションを用意するんです。たとえば夜部屋に遊びに行くなどしてですね──」

「オインクが今座っているベッド、カイくんのだよ？」

「同じ部屋……だと……」

　さっきからオインクが面白いようにコロコロと表情をかえるので、なんだかこっちも楽しくなってきたよ。

「ま、まずは少し近くなりすぎた距離を離してみましょう。まず同じ部屋をやめて別の部屋、これは絶対です。新鮮さがなくなってしまえば、それはもう恋人に発展する以前の問題ですから」

「ふむふむ……でもお金がもったいなくないかい？」

「そういう考えは豚の餌にでもして下さい」

「オインク、アーンして」

「……なかなか貴女も言いますね……」

　ふふ、そんな事言いながら口を開けるんだもんね。

　けどそっか、同じ部屋っていうのも問題なのかもしれないね。

　私が言い出した事だけど、お金に余裕も出来た事だし別々にした方がいいのかもね。

「それで、朝起こしに行ったり、夜たまに遊びに行ったり、こう、ベッドの横に腰かけてみたりするんです。こういうのは常に一緒じゃなくて、たまにやるから相手もドキッとするものなんですからね？」

「む、むずかしいね中々」

　けれども、試す価値は十分にある！

　それに、ずっと同じ部屋だとお互いにいろいろ不都合もあるだろうし。

　特にカイくんだって男だ、色々一人になりたいときもあるってなにかで見た事がある。

「しかしそうですね、今はなんにしても一緒にのんびり旅をするのが一番だと思いますよ。恐らくこの先、ぼんぼんは大変な道を進む事になるでしょうから」

　唐突に、真剣な声色でそんな事を言われる。

「……それはどういう意味だい？」

　オインクが昨日カイくんと二人で話した中に、そんな未来を予感させる内容が含まれていたのだろうか。

　私はまだ何も聞いていないけれども……。

「この先どんな事があっても、二人の身の安全は保障されているでしょう。彼は強いですからね、絶対に守ってくれるでしょう」

　それは私もよく分かっている。

　カイくんが私を大切に思ってくれている事は、よく理解しているつもりだ。

　そして私自身、ちょっとやそっとの相手に後れを取る事なんてまずない。

　けれども、私では龍神のような人知を超えた存在を相手取る事は出来ない。

　だけどカイくんは、そんな相手ですら倒してしまう力を持っている。

　そしてその力を、私のためになら躊ちゆう躇ちよなく振るってしまうという事も。

　そんな事、龍神の呪縛から解放された私が一番よく知っている。

「きっと、私よりリュエの方が分かっていると思います、彼の強さは。けれども、横にいて支える人がいないと、どんなに強い力があっても心が耐えられません」

　オインクはそう、自じ嘲ちよう気味に言った。

　そうだね、思えば彼女も私と同じ神隷期の人間、そしてカイくんと同じ世界の出身。

　強い力が自分に、そして周囲にどんな影響を与えてしまうのか、身をもって知っているんだろうね。

　そして彼が、そんな私達すらも置き去りにする、隔かく絶ぜつした力を持っているという事も。

「そうだね。一人でいる辛さは、私もよく分かるから」

「そう、ですよね。ですから、今はただ側にいてあげて下さい。大丈夫、ぼんぼんはリュエの事、きっと好きですよ。理由は言えませんけどこれだけは絶対です」

「そそそそ、そうなのかい!?　カイくんは私が好きなのかい!?」

　突然の言葉に取り乱してしまう。

　ま、まさかカイくんはオインクにそう言ったのかな!?

　まいったなもう、そういうのは先に私に言ってくれなくちゃ困るよ!?

「あくまで、私の予測、ですからね？」

「へ？　な、なんだ……てっきりそう言われたのかと」

「けれども、少なくとも外見は間違いなく好みのはずですよ」

「む、それはどういう……」

　あ、でも初めて森で出会った日、私がローブを脱いだときちょっと呆けていたっけ。

　これはつまり『つかみはおっけー』っていう奴じゃないのかな？

「私も協力しますよ、色々と。だからリュエもぼんぼんの傍にいてあげて下さい。たとえそう──」

　最後にオインクは、不吉な事を言った。

　それは私の覚悟を試すものだったのか、それとも……。

「たとえ彼が、この世界全てを敵にまわしたとしても」
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　さて、すっかり子供たちに懐かれてしまったわけだが、本来ならこの進化した武器の検証などをしたかったんですよね。

　だが冷静に考えて見れば、今までですら瞬殺だった相手に使ったところで、威い力りよくの検証なんて出来るはずがないと気がついた。

　結局、考えるだけ無駄だったのかね。ならばこの新たに増えたアビリティスロットになにをセットするか考えたほうが建設的か。

「まおーさま、どうしたのー？」

　とそこへ、遊んでいた子供たちが側へと寄ってきた。

「んー？　いやちょっと考え事」

　ふと辺りを見れば、周囲を崖や建物に囲まれている立地のせいで暗くなってきていた。

　あまり子供たちを長く遊ばせるには向いていないな、ここ。

「よし、暗くなってきたしそろそろ帰るぞ」

「えー！　まだ全然お昼だよー」

「でもこの辺りは暗いだろ？　せめて他の場所にしなさい」

　だったら他の場所を一緒に探してくれとせがまれ、仕方なく子供たちを引き連れて街の散策を行う事に。

　そのまま大通りに出て、例の占せん領りようされた公園でも見てみようかと向かう事にする。

　だが途中、やはり俺を知る住人も多く、さらに子供たちを引き連れているため目立ってしまう。

　いつの間にか雪だるま式に背後の子供が増えていってるような気がするんですが……。

「まおーさまだ！」

「飛んで！」

「へんしんしてよーまおーさま」

「あーごめんな、魔王タイムは一日一時間で今日はもう無理なんだ」

「えー！」

　背後を見ると、いつのまにか二○人以上の子供が後を付いてきていた。

　おかしいな、ソルトバーグじゃナイスバデーな魔族のお姉様が付いてきてくれたのに。

　周囲を見回すと、子供の親らしき方々が少々申し訳なさそうに会え釈しやくをしてくれた。

　ううむ、無む下げにも出来ないしどうしたものか。

　背後から受ける質問や悪戯いたずらをほどよくあしらいつつ、俺の泊まる宿の近く、すなわち例の公園へとたどり着いた。

　入り口付近を見れば、確かに馬車が並び、中へと入れないようになっていた。

　さらに内部の芝生地帯には大きなテントやら野営道具が広げられ、キャンプ地のような状態になっている。

　あれですか、誰かが『ここをキャンプ地とする』って宣言でもしたんですかね。

「あれがさっき言っていた突然来た馬車かい？」

「うん！　僕のボールを潰したり、他の人達を追い出したんだよ」

「さっきお店の人がここで喧嘩してたよ」

　大人も喧嘩していたとなると、やはりなんの前触れもなかったようだな。

　……突然の来客となると、オインクくらいしか思い浮かばないわけだが。

　まさかこれ、首都から来た調査団やらオインクの従者なのかね？

「随分と人気者みたいですね、魔王様」

「ん、オインクか」

　とここでまさかの元凶（推定）の豚ちゃん登場。

　やっぱりな。犯人は現場に戻るって相場は決まっているんですよ。

「みんな聞け！　このお姉さんは実は悪い豚で、この公園を乗っ取った犯人なんだ！」

「えー！　どうしてそんな事するのー！」

「本当に豚なの!?　悪い豚なの？」

「僕のボールをくらえ！」

「ひ、ひい！」

　背後に控えていた魔王の軍勢（子供）が一斉にオインクへと殺到する。

　ははは、公共のスペースを私物化する豚に正義の鉄てつ槌つい（肉叩き）を食らわせてやろう。

「や、やめさせて下さい！　あれは私達の馬車ではありません！」

「あれそうなの？　じゃあなんでこんなところにいるんだ」

「リュ、リュエとお話ししていたんですよ、さっきまで」

「あー……そういえばお願いしてましたね」

　ごめん、完全に冤えん罪ざいだったわ。やめさせないと。

「あーもういいぞ、お姉さんも反省したから。許してあげてくれ」

「しかたないなー！　もう悪い事しちゃダメだよ豚のおねーちゃん！」

「公園はみんなのものなんだからねー！」

　なお誤解は解かない模様。

　気が済んだのか、子供たちが解散していく様を見ながら、改めて彼女の様子を見ると、なぜだか先ほど俺が直したボールを凝視していた。

「あの子のあれ、ぼんぼんが作ったんですよね？　ギルドで売りにだしていいですか」

「お前はギルドをどうしたいんだよ……んで、結局この馬車ってなんなんだ？」

　オインクのものではないとすると、他に大規模な集団がこの街を訪れているという事になる。

　こんな忙しい時期に一体何者だろうか？

　すると、オインクまでもがやや神妙な顔で、馬車を観察しだす。

　近づき、その客車に刻まれているエンブレムを確認し、軽く溜息をつく彼女。

　知っている相手なのだろうか？

「面倒な事になりましたね……これは主都で商会を営んでいる人間のキャラバンのようです。恐らく、領主邸の敷地内に停めるつもりだったのでしょう」

「で、ここに停めてあるって事は？」

「ええ、私達の馬車が領主邸の敷地内を使っていますから……まぁ、それでも十分にスペースはあるのですけどね」

　じゃあなぜここに停めているのか。

　あれですか『お前と一緒の場所なんかに停められるか！　私は外に停めさせてもらう！』とかなんとか。

　……おい、このキャラバンの人間全員何者かに殺されるぞ、大丈夫か!?

「この商会は王家御ご用よう達たしの品専門でして、中々強い力を持っているんですよ。貴族の中にも、やはりギルドをよく思わない一派もいるのですが、その傘下の商人ですので……」

　ふむ、王家御用達って事は、それなりに高い地位の人間の息がかかっていると。

　彼女自身は王に直接物言い出来る立場にいるようだが、それをよく思わない、さらに言うとギルドという組織が王家と対等な立場にあるのが我慢ならない連中がいる、と。

　……なかなか難なん儀ぎなもんだね、権力を持つっていうのも。

　下に守るべき部下、構成員がいると好き勝手動けなくなるのかね。

「……で、結局どうするんだ、これ」

「ここで衝突しても解決に繋がりませんからね、私が早々に街を去るのが一番でしょう」

　まるで豚ちゃんを急かすようで気乗りしないが、ここで波風を立てて被害を被るのは街の住人、か。

　仕方ない、まだまだ話したい事は沢山あるが、今は我慢してお互いの目的のために動くとしようか。

　俺は他の大陸を見て回る前にこの大陸の首都見物へ、そして豚ちゃんは視し察さつへと向かうため更に北へ。

　なんかいいね、互いに逆方向に旅立つのって。ロマンだね。

「じゃあ、俺も明日あたり主都に向かうのに丁度良い依頼がないか探してみる。一旦お別れだな」

「お別れ、なんて言い方はしないで欲しいですね。ちょっと別々の用事があるだけですから」

　どこか不ふ貞て腐くされたように頰ほおを膨らますその表情に、かつての面影を見た。

「……せっかくの美人が台無しだからその空気を抜け」

　両頰を親指と人差し指で挟んでやると、プスーッと間抜けな音を立てて潰れてしまう。

　はっはっは、こういう変な顔の方が似合ってるぞ。

　手の中でどこか非難めいた表情を浮かべていた彼女に、つい笑いを堪こらえきれずに吹き出してしまう。

「……本当に、貴方は厄介な人ですね」

「性しよう分ぶんだ、許してくれ」

「許しましょう。ではそうですね……首都のギルドには連絡を入れておきますので、そこで新たなカードを受け取っておいて下さい」

「ああ、本当になにからなにまで面倒をかけたな」

「その分、たっぷり働いて返してもらいますからね」

　そう最後に微笑んで、彼女は自分の泊まる領主の館へと去って行ったのだった。
















　部屋へと戻ると、丁度リュエが服を脱ぎかけているところだった。

　ノックをしない俺が悪いね、そうだね、でも脱ぐなら鍵かぎもかけないといけないね。

　俺じゃなかったらどうするつもりだったんだ。

「何か言う事は？」

「凄くムラムラします」

「いいから一回出ていきなさい」

　目の前に迫る枕まくらをいさぎよく顔面で受け止めながら、一歩後ずさって扉をしめる。

　うん、そろそろ部屋を分けるべきだろう。

　乙女おとめとしての自覚が出てきたのは喜ばしい事である。

　中の様子を窺うかがいシャワー室の扉が開いたのを確認し部屋へと戻る。

　この部屋は脱衣所もあるし、しっかり着替えも持っていっているようだ。

　これで茹ゆでたてほかほかのすっぽんぽんリュエさんと遭遇する事はないはずだ。

　だが、だがしかし。

「脱いだものそのまんま放置は頂けない」

　悩ましい薄水色の抜け殻がらがそのまま放置されていましたとさ。

　下着まで青系統なんですか貴女あなたは。

「ふぅ……明日はギルドに行ってクロムウェルさんに街を出る事を言って、それから依頼を探して……やる事が多いな、本当」

　まるで旅行を計画するような、そんな嬉しい忙しさを感じながらも、少しだけ昂たかぶった心をクールダウンさせ旅の目的を定める。

　気の向くままの旅をして、ついでに全ての七しち星せい関連の場所を見て回る事。

　そしてその途中で、シュンとダリアに会う事。

　二つ南の大陸にいる二人、そして王家であるエルフ、ブライトの一族。

　リュエには、この事を話したほうがいいのだろうか。

　俺同様、彼女もまたシュンとダリアを大切な仲間として認識している。

　そんな相手が、かつて自分を陥おとしいれ苦しめた人間が興おこした国に所属していると知ったらどうなるか。

　素通りをするわけにもいない。そして俺自身も、ただで済まそうとは思っていない。

　かつての過ちと罪を認め、リュエへの正式な心からの謝罪を勝ち取る。

　それ以外の道程はその時任せで行きましょう。

　自由気ままなぶらり旅、ガッチガチに予定を組んじゃつまらない。

　その都度その都度目的地を変えながら、この謎の多い世界を見て回ろうじゃないか。

「どうしたんだい、そんなにやけた顔をして」

　とそこへ、いつの間にか風呂から上がっていたリュエがこちらの顔を覗のぞき込んでいた。

　どうしてこう風呂上がりの女性というのは色っぽいのか。

　お兄さん、不覚にもドキッとしちゃいましたよ。

「ああ、もう上がったのか」

「もうって、三○分は入っていたと思うんだけど」

　マジでか。そんなに考え込んでいたのか俺。

　旅の予定を組むのは楽しいからね。そして楽しい時間はあっという間に過ぎるものだ。

　まいったな、これから毎日あっという間に時間が過ぎてしまうじゃないか。

「リュエ、これからの事で相談があるんだ」

　旅の仲間である彼女にも、俺の素敵で適当な計画を話すのだった。




「じゃあまずは首都に向かって、その後港町に行ってそこから『セミフィナル』という大陸に向かうんだね？」

「ああ。そこから大陸を横断して三つ目の大陸へ向かうのが当面の目的だ」

「ダリアとシュンがそこにいるんだね、エルフの国に」

「……もし嫌だったら、大陸を迂う回かいする船でも探して、その次の大陸で俺を待っていてくれてもいいんだぞ？」

　詳しく聞かなかったさらに南の大陸。

　オインクが謎の書物を見つけたのもその大陸だったそうだ。

　だがそんな詳細不明の場所に一人先に向かわせるのも不安だ。

「いや、大丈夫だよ。気を遣わせてしまって悪いね」

　強がりを言っている風には見えないが、本当に大丈夫なのだろうか。

　俺は改めて、そのエルフの王族『ブライト』の名を彼女に告げた。

「やっぱり、今の王族がリュエのいた集落の？」

「王家の名を聞く限りは、ね」

　オインクから聞いたのはブライトという家名。

　この街のギルド長であるクロムウェルさんのフルネームには『リヒト』という氏族名が入っているが、リヒトもブライトも、意味でいうと同じ『光』。

　リュエが言うには、創そう世せい期きの時代、エルフを取り仕切る氏族の中でもとりわけ発言力が強かったのがこの二つだったそうだ。

「よし、じゃあ当面の目標はこの大陸の首都『ラーク』という事で」

「首都かぁ……やっぱり人が多いのかな？　色々面白い事がありそうだね」




　翌朝、今日はなんとか早めに起きてくれたリュエと共に宿を引き払う。

　宿を出ると、先日から公園を占領していた一団がなにやら住人と言い争いをしていた。

　代表者だろうか、艶つやめく生地の服に身を包んだいかにも金を持っていそうな小太りの男が、これまたいかにも自分は悪徳商人ですよ、なんて言いふらしているかのような嫌味ったらしい笑顔を浮かべながら、住人達へと大仰な仕草で何かを語り聞かせていた。

「我々がここにいるのは、領主様の館に入れてもらえないからです！　ギルドの客人だかなんだか知りませんがね、この街にこれまで貢こう献けんしてきた私をないがしろにし、ここに追いやった結果がこれです！」

「領主の館にはまだたっぷりスペースがあったはずだが……」

「さぁ？　とにかく我々に早く立ち退いてもらいたいのなら、早々に代わりの護衛を用意する事です。街の復興にはなにかと入り用。この街の金属をいつも運んでいるのは誰です？　我々カプル商会でしょう」

「だ、だが今そんなにたくさんの熟じゆく練れんの冒ぼう険けん者しやを失うわけには……」

　わーお、人は見かけによらないっていう言葉を真っ向からぶち壊すような人じゃないですか。

　もしアイツにステータスがあるとしたら、間違いなく『小悪党』と『悪徳商人』の称号がついていそうだ。

　しかし、代わりの護衛か……欠員でも出たのかね。

「なにが冒険者ですか、この前も街道にいた我々に被害が出たではないですか。たかが街一つを守れたからと浮かれている場合ではないでしょう？　いいですか、すでに予定は大幅にオーバーしているんです。私が遅れると、この街の今後にも影響が出るかもしれないんですよ？　そこのところを分かった上でものを言ってもらいたいですな」

　あの、その街を守った立役者の一人である娘さんが隣でプルプルしてるんですが。

　落ち着いて下さいリュエさん、まずその腰に伸びた手を収めようか。

「ま、街を守った私たちをあんな風に言ってるんだ、止めてくれるなカイくん」

「いや、止めないとアイツの依頼を受けられない。俺たち二人なら欠員が何人出ていてもカバー出来るし早々にあの連中を外に出す事が出来るだろう？」

　まぁ、気乗りはせんがね。

　それでも、ここで騒いで面倒な事になるよりはマシだろう。

　散々オインクに借りを作ってしまったんだ、こんくらいはしてやらないとな。

「そっか……。私は正直、あんな奴の護衛なんてしたくないよ……でもカイくんがするって言うのなら、従う」

　心底嫌なのか、珍しく不ふ機き嫌げんそうな表情で暗い声を出す彼女へと、つい手が伸びてしまう。

　なでりこなでりこ。機嫌直しておくれ。

　触り心地のいい髪の感触を味わいながら、ギルドへと再び向かうのだった。
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「ではこの街を発たってしまうのですか……私はまだ、お二人に、セミエール様になんのお礼も出来ていないというのに……」

「で、本音は」

「廃はい坑こう道どうの調査が終わるまで、万一に備えて頂けたらな、と……は!?」

　やはりオインクの先生なだけはあり、中々に狡こう猾かつと言いますか、人を使うのが上手な模様。

　だが、最初に言った事も本音なのだろう。なにせリュエは、彼にとっては崇あがめるべき、そして祈りを捧げるべき偉大な信仰対象でもあるのだから。

　どちらかというとお爺ちゃんと孫と言った方がしっくりくるんですがね、実際には逆なんですよね。

「セミエールなんて呼び方はよしておくれ。私はリュエ、この名前が好きなんだから」

「失礼しました。ではリュエ様、カイヴォン殿はこの後どちらへ？」

「俺達は今この街に居座っている商会連中の護衛につきますので、一緒に首都へ行こうかと。もし相手方から不満が出た場合の後ろ盾になってもらえますか？」

「む……確かカプル商会からの要求はランクＢ以上の冒険者を七名でしたが……確かにお二人ならば問題ありますまい。ですが──」

　Ｂというのは、冒険者内では一人前どころか中ちゆう堅けんと言ってもいいランクだそうだ。

　解放者であるレン君がＢだという事を考えれば、確かに相当な戦力だろう。

　ただの首都までの護衛にそこまで必要なんですかね？　欠員が出たとはいえ自分で用意した護衛もまだいるだろうに。

　どうも俺には、ギルドに対しての嫌がらせにしか思えなかった。

「その、お二人を雇うには、あまりに報ほう酬しゆうの額が……」

「Ｂが七人よりもＳ以上二人の方がやっぱり高額なんですか？」

「ええそれはもう。分かりました、こちらから打診してみます」

　今回は移動のついでなのだし、報酬の金額にこだわるつもりはない。

　あえて言うのなら、足として馬を貸してもらいたいところだ。

　というかそれが主目的だったりします。

　ちなみに、乗馬経験はないです。なんとかなるだろこの身体なら。




　少しして、応接室で俺とリュエが待機していると、鎧とサーコートを身に纏まとった騎士がクロムウェルさんに連れられてやって来た。

「お待たせいたしました。カプル商会キャラバンの警備主任を任せられている、王国騎士団所属のローガンさんです」

「この二名が欠員の補充ですか……？　最低でもランクＢ七名分の働きを求められるのですが、お二人の実力の程は？」

　やや疲れた顔のローガンさんは、こちらへの挨拶よりも先に不安そうな声でクロムウェルさんにそう尋ねている。

　ああ、この人相当苦労してるな。たぶん余裕がなくなっているんだろう。

　分かる、よく分かる。他人への配はい慮りよよりも先に、自分に与えられた仕事を優先して物事を考えてしまうんだ。

　それに王国騎士団所属となると、商会の護衛は彼の正式な職務ではないのだろう。

　慣れない仕事を押し付けられ、無理難題をふっかけられて今に至る。

　そんな彼の境遇が、勝手に脳内で構築されていく。

　いやだって本当に疲れた顔してるんだよこの人。

「ご安心下さい。リュエ殿は白はく銀ぎん持ちの冒険者で──」

「なんと!?　わ、私が持たされているのはあくまでＢに支払う程度の予算しか……」

「大丈夫だよローガンくん。私もカイくんもその報酬でＯＫさ」

「そうですね、移動用に馬を貸してもらえるなら、それで構いません」

　ようやく俺が声をあげると、今さらながら彼は自分がまだ名乗っていない事を思い出したのか、慌てて姿勢を正しこちらへと向き直る。

「申し遅れました！　先ほどご紹介に与あずかりました、王国騎士団街道警備隊隊長のローガンと申します。まさか白銀持ちの方と同じ任務に就けるなどとは夢にも思わず、我が生しよう涯がい最大の誉ほまれとし──」

「私はリュエだよ。君は面白いね。そんなに緊張しなくてもいいよ、よろしくね」

　リュエさん、確かに長かったけど最後まで口上を聞いてあげましょうよ。

　ちょっと悲しそうな顔してるぞ彼。

　だが、確かに少々大げさな反応とも思う。

　オインク自身は王と直接話す事もあるのだろうが、騎士団とギルドの構成員といういわば互いの組織の末端同士ですら、ここまで丁寧な対応をされてしまうとは。

　あ、でも白銀持ちは末端扱いじゃないのかもしれないな。

　だがなんにせよ、互いの構成員同士が険悪な間柄ではないようでなによりだ。

「馬の件、確かに承うけたまわりました！　では本日正午、街の南口へと来て頂きますようお願い致します！」

「了解。じゃあこれからよろしく頼むよローガン君」

　リュエがそう声をかけると、彼は恐縮した様子で手足をピシッと伸ばしてから退室していった。

「……俺まだ自己紹介すらしてないんですが」

　本当、相当苦労しているんですね、ローガンさん。




　ギルドのロビーへ戻ると、そこには珍しい一団の姿があった。

　解かい放ほう者しやことレン君と、その取り巻きの三人の少女。

　恐らく彼と同い年くらいなのだろうが、改めてみると三人ともかなり目を惹ひく容姿だ。

　いかにも気の強そうな金髪ツーサイドアップの少女。

　確か酒場で俺に食って掛かってきた女の子だ。

　そしてもう一人は、少しだけ年上なのか、女性らしい体つきの女の子。

　修道女のような服とベールを身に着けている子だ。

　そして最後が、目を半分閉じている、とても眠そうな小柄な少女。

　ここまでならば別段変わった組み合わせではないのだが、そんな解放者一行の傍には我らが豚ちゃんの姿までもが。

　何やら口論……とまではいかないようだが、少々面倒そうな表情を浮かべながらレン君と話し込んでいた。

「先ほども言いましたが、規則は規則です。今回は緊急招集による大規模作戦、報酬は基本的に事前契約通り、出来高で上乗せされる事はありません。その代わりに、魔物の部位などは各自で取得出来るようになっていると説明したでしょう？」

「それでも、レンの活躍は他の連中の比じゃなかったわよ!?　お金よりも、ギルドへの貢こう献けん度ど、ポイントがほしいのよ！」

「総そう帥すいさん、俺は確かに所属してからまだ時間もそんなに経っていないが、実力の方はすでに証明出来たはずだ。頼む、もう少し上のランクにしてもらえないか？」

　ふむ、どうやら報酬に納得がいってない様子。

　確か俺とリュエは、最初に依頼を受けた段階でかなりの額を提示されていたのだが、他の冒険者とは金額が違っていたのか。

　具体的な金額はまぁ……○の数が片手じゃ全然足りないとだけ。

　だが、ギルドポイントなるものはもらっていないはずだ。

　リュエはそもそもこれ以上上のないＳランク、そして俺もランク外のＥＸだから仕方ないのだが。

「……ギルドのランクは、そんな力だけで上げられるものではありません。積み重ねた信頼か、それとも職員からの信用か、はたまた実力者に認められるだけのなにかを持っているか。力だけ、仕事の数だけこなしても、登れるのはＢまでです。もう少し、考えてみて下さい、自分のこれまでの事を」

　そうそう、信頼と信用がないとな！　じゃあ俺はどうしてＥＸになれたんですかね？

　なんだかレン君に悪い気すらしてきたが、それと彼が昇格出来ないのは別問題だ。

　案外、ギルドからの評判がよくなかったりするのかね、彼。

「……なら、アンタに信頼されたらいいのか」

「さぁ、それはどうでしょうね」

「いい加減にしなさいよ！　こっちは王国からの命令で動いているのよ!?」

「あの……お二人ともその辺りで……申し訳ありませんオインク総帥」

　ふむ、見た感じあの修道女風の子が冒険者ギルドから派遣された子なのか。

　なんだかあの子もあの子で苦労していそうだな……助け舟でも出してやろうか。

「よう、オインク。なんだか大変そうだな」

「ぼ……カイヴォン、お話は済んだのですか？」

「ああ。そんな事よりランクくらい上げてやったらどうだ？　ほら、俺が推すい薦せんしてやろう、喜べレン君」

　ニヤリと、わざとらしい笑顔を浮かべてやると、案の定──

「……もういい、行くぞ三人とも」

「え、ちょ……ふん！」

「申し訳ありませんでした」

「……次どこいくの」

　やっぱりね、俺の助力でランクが上がるのだけは嫌らしい。

「助かりましたぼんぼん。では、行くのですね？」

「ああ。無事にカプルの護衛に紛まぎれ込む事に成功したよ。これで連中は今日中には出ていくだろうし、そっちも無理して急ぐ必要もないぞ」

「いえ、私も今日中に出ていくつもりです。なるべく早く視察を終わらせて、首都に戻りたいですから」

「視察ねぇ……頻ひん繁ぱんに自分であちこち見て回っているのか？」

「そうですね。やはりどうしても地方になると、私の目が届かないからと一部の貴族、主に私達に思うところがある領主と繋がりを持ってしまいますから」

「で、それを消して歩いているわけか」

「人聞きが悪いですね、更生の道を指し示しているだけですよ？　領主の方は後で私か直談判する形ですが」

　こいつわざわざ毎回そんな事して歩いているのか。

　いっそ連中の頭をなんとかして潰した方がいいんじゃないですかね。

「潔けつ癖ぺきなのはいいが、ある程度は目を瞑つぶった方が良いんじゃないか？　……泳がせてまとめて潰すとか、そういうの得意だろ、豚ちゃん」

「……今の私ではそれが出来ないのですよ。少なくとも王国側に、それを補助してくれるだけの権力者がいなければ」

「へぇ」

　つまりもう目星はついていると。

　で、その相手は単独で潰すのが難しいほど高い地位にいると。

　彼女自身は王と直接対話出来るほど友好的な関係を結んでいるのにもかかわらず、その裏で動き続け、そして今もこうして地方の領主を傘下に収め派閥を広げている人間か。

　王家に縁えんのある人間なのかね、そいつ。

　ブライトの一族といいこの大陸の王家といい、難儀なもんだね、貴族ってのは。

「まぁ、そうですね。私が潔癖すぎるのも原因の一つでしょうし、ね」

「被害が出ないうちは目を瞑ってやれ。それでうまく回るなら結局人間はそういう生き物だって事だ」

「……本当、こっちの世界も向こうの世界も変わりませんね」

　世界は違っても、人間の根本なんてそう変わらんさ。

　真っ白な人間だけで形成された国なんて絶対に存在しない。

　綺麗に澄すみ渡るだけの水では、魚は育たない。

　それは恐らく彼女だってわかっているはずだ。

　だがそれでも、彼女は求めてしまうのだろう。

　ある種の文明社会の終着点でもある、以前の世界を知っているからこそ、まだ完成しきっていないこの世界が、少しでも理想に近づくようにと。

　彼女の理想を俺は知らない。だけど、いつか見てみたいと思った。

　俺と同じ境遇の人間が、この世界でなにを成そうとしているのかを。

「あ、でもくれぐれも王家にちょっかい出したりはしないようにお願いしますよ？」

「了解了解、こっちから関わろうとは思わないさ。んじゃそろそろ時間だし俺たちは行くよ」

「道中の無事を祈っていますよ」

「そっちもな。首都には少し滞在するつもりだ。タイミングが合えば観光案内でも頼む」

「ふふ、わかりました。では、行ってきます」

「荷馬車がゆーれーるー」

「子こ牛うしじゃないんだけど!?　らんらんはお豚様なの、わかる!?」

　段々キレが増してきましたね貴女。




　オインクと別れた俺は、いつの間にか姿を消していたリュエを捜し辺りを見渡す。

　すると、ロビーの隅、あのミニ神殿の前でしゃがみこんでいる彼女を見つけた。

「そろそろ行くぞ……って何してるんだ」

「ん？　このミニ神殿に食べ物をお供そなえしているんだよ。アイテムボックスにしまえるものには限りがあるからね」

「あー、なるほど。んじゃ俺もいくつかお供えしておこうか」

　こればっかりは俺達だけの特権ですね。

　というか俺達以外の人間は、お供えものがすぐ消える事を疑問に思わないのだろうか。

　まぁ長年あり続けるものだしそういうもんだと納得しているのかもしれないな。

　案外、現総帥のオインクも知らなかったりして。
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　待ち合わせ場所である街の南口へ行くと、あの公園に停めてあった馬車達がすでに揃そろっていた。

　客車を引く馬車が一台と、荷馬車が三台。

　そして護衛の人間であろうローガンさんと同じ鎧を着た人間が六名。

　たしか募集は七名だったはずなので、このキャラバンは元々一四名もの騎士に護衛されていたってわけか。

　馬車四台に対して少々物々しすぎる気もするが……もしや王国騎士の練れん度どはそこまで高くないのだろうか？

「カイくん、王国騎士って女の人が多いのかな？　彼以外の六人全員が女性みたいだよ」

「確かに鎧姿だけど妙に体が小さいし……女性だな」

　リュエに言われて初めて気が付く。

　確かに皆フルフェイスのヘルムを被っているが、鎧の形状を見る限り女性なのは間違いない。

　……なにとは言わないが、あの膨ふくらみはオーダーメイドなのだろうか。

　それともあらかじめ規格が用意されているのか。

「お二人とも、お待たせ致しました！」

「あ、ローガンさん。今来たところですよ」

　するとそこへ、客車から警備責任者であるローガンさんが現れた。

　恐らく中でカプルと日程について打ち合わせでもしていたのだろう。

　そういえば、彼は鎧の上からサーコートを羽は織おっているが、よく見れば鎧の意い匠しようも他の女騎士とは異なっているように見える。

　男女の違いではなく、根本的に違うというか、こう言うとなんだが彼の方がランクが低いような、質が悪いように見える。

　だが彼は責任者でもあり、街道警備隊隊長という役職も持っているはず。

　なんだかおかしい気もするのだが。

　と、俺の視線が彼の鎧と彼女たちの鎧とで行き来していたのに気が付いたのか、彼も少々ばつが悪そうに語りだした。

「気が付いてしまわれましたか。お恥ずかしい話ですが、私以外は皆カプル様と懇こん意いにしている公こう爵しやく閣かつ下かの私兵なのですよ。王国騎士団との兼任で」

「私兵が王国騎士となると……公爵閣下は国王の身内かなにかですか？」

「国王陛下の異い母ぼ兄きよう弟だいにあたるお方ですね」

　女騎士だけを集めた私兵とか、いろいろとよからぬ想像をしちゃうんですが。

　あれか、毎晩『くっころさん』をとっかえひっかえなのか公爵閣下は。

「そもそもです。今回の護衛人員をその……女性ばかりと言いますか現場慣れしていない人間ばかりを選抜したからこのような被害が……」

「む、女は弱いと言いたいのかい？」

　とそこへ、話を聞いていた我が家のくっころさん、もとい女騎士様が少しだけムッとしながら口を出す。

　うん、君は適用外です。

　ゲーム時代は性別でそこまで大きな差がなかったわけだが、今は違うのだろうか。

「違う、そういう意味じゃないんだよ。つまり彼女達はもともと、戦闘以外の目的もかねて連れてこられたってわけですね？」

「そう……ですね。確かにそういう側面もあるのでしょう……し、失礼しました、任務前にこのような話を！」

　いえいえ、これは必要な話ですとも。

　依頼主の人となりを知るのは大事です。おかげで、我が家の騎士様に注意勧告が出来るのだから。

「リュエ、分かってるな？」

「よしきた、私が強いと証明するんだね？　ローガン君、剣を抜くんだ」

「なんでそうなる」

　チョップを一発。頭を抱えて恨めしそうな視線を向けてくる彼女に警告する。

「つまり、カプルは女の敵って事。分かるだろ？」

　その言葉を正しく理解したのか、見る見る顔を赤く染める初う心ぶな娘さん。

　そうなんです、だからお父さんは貴女が心配なんです。

「では、そろそろ配置につきましょうか」




　その後、俺はカプルの乗る馬車のそばで馬に乗り警護する事になった。

　やはり初めての乗馬にもかかわらず、この身体は悲鳴を上げる事なくその独特の揺れに適応してくれた。

　お馬さんも乗る前まで鼻息を荒くし随分と気性の激しそうな様子だったのだが、今ではすっかり大人しくなり、しかもこちらの言葉を理解しているかのような従順な様子。

　あれかね、一瞬桜肉のユッケの事を思い出したからかね、急に大人しくなったのは。

「……にしてもやっぱり気に入らないな」

　俺は剣に［五感強化］をセットして周囲ではなく馬車の内部へと聞き耳を立てていた。

　人員の配置なのだが、リュエはＳランク、一番能力が高いからとカプルの馬車へと乗せられ、一方俺は未だ自己紹介も出来ずにその側へと充あてがわれた。

　そう、つまり今あの馬車にはカプルとリュエ、そして他二名の騎士が乗っている。

　先程から聞こえてくるのは、騎士のどこか困ったような声と、機嫌がよさそうなカプルの声。

　そして一切言葉を発していないであろうリュエのイライラとした舌打ちの音。

　車輪の音に混じってなにかが断続的に床を叩くような音も聞こえ、それが恐らくリュエの貧乏ゆすりだろうとあたりをつける。

　するとその時、俺の強化された聴ちよう覚かくが新たな話し声を拾い上げた。

『しかしまさかこの大陸に白銀持ち、それもこんな美しい方がいらっしゃったとは』

『……私なんて、外にいる相あい棒ぼうにいつも迷惑をかけている未熟者です』

『それに謙けん虚きよでいらっしゃる。ふむ、ギルドに置くのが勿もつ体たいない逸材ですなぁ』

『……仕事はする。それ以外の事はするつもりはないよ。必要のない会話なら控えて貰おうか』

『ふふふ……いいでしょう。おい、お前たちこっちへ来い──』

　俺も聞いた事がない、底冷えするかのような暗く冷たいリュエの声に、彼女の機嫌がもう氷点下を通り越して絶対零度にまで到達している事が窺える。

　……休憩に入ったら思いっきり甘やかそう。

　だが、今の様子から察するにカプルはギルドにこそ良い印象を持っていないものの、その構成員──俺たちを特別嫌っている様子は感じられなかった。

　まぁ女好きである以上、リュエに好意的に接するのは分からなくもないが。

　だがそもそも、王家御用達の商品を扱うほどのやり手の商人ならば、ギルドとの仲を険悪にする事がどれほどの損失に繋がるか容易に想像出来るだろうに。

　ベストとしては、ある程度王家、この場合は公爵にすりよりつつも、ギルドにも最低限の礼を尽くして良好な関係を維持すべきだ。

　ふむ、オインクもかつては商人だったと認めていたし、あの外見だ。

　女好きのカプルと一ひと悶もん着ちやくあったと見るべきか。

「思いっきりこっ酷ぴどく振ったか、それとも商売上で思いっきり大損させたか。どっちかだろうな」

　俺も結構なクズだと自負しておりますが、こと商売に関してはオインクの方が遙はるかにゲスい真似をしてくれますからね。

　ゲーム時代、あいつ一人で相場を支配してＲＭＴ業者すら追いつめたのは今でも語り草だ。
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「カイくん……疲れたよもう……私も馬に乗る、馬車はもうやだ……」

「よしよし、少し横になりな」

「じゃあ座ってカイくん。ほら、枕になるんだ」

　それからキャラバンは日没寸前まで行軍し、街道脇の雪原で野宿をする事になった。

　馬車を中心に囲むようにテントが張られ、俺とリュエ、そしてローガンさんともう一人女性の騎士が一番外側で哨しよう戒かいに当たりつつ休息する事になったわけだ。

　とはいえ魔物除けの魔導具等もあるので、そこまで神経質にならなくても良いのだが。

　俺もこの外周に自前のテントを設置して、その中でリュエを労ねぎらう。

　膝枕って男の憧れだとは思うんですけどね、立場が逆なんじゃないでしょうか。

　太ももの上にほどよい重さを感じながら、気持ちよさそうに目を瞑る彼女の頭をなでてやる。

　なでりこなでりこ。

　おお可か哀わいそうに、配置が決まったとき『私が場の空気を凍らせてやる』なんて息巻いたばっかりに。

　結果、自分のすぐ傍そばで騎士相手にセクハラまがいのコミュニケーションを取り始めたカプルに、逆に自分が凍りついてしまったんですね。

「あーそこそこ……あ、耳は触っちゃダメだよ？」

　まるで猫のようなその様子に、こっちまで癒いやされる。

　とその時、テントの外から声がかかった。

「カイ殿、リュエ殿、夜間の警備について打ち合わせをしたいのですが」

「あ、どうぞ入ってきて下さい」

　なんとこのテント、優に六人は収容できる巨大なものだったりします。

　しかも骨組みも折りたたみ式で設置も楽々。リュエ曰いわく『一番のお気に入り』だとか。

　長い間同じ生活で飽きてしまい、時折森の中でキャンプのような事をして気を紛らわせていたそうです。

　それを聞いて思わず頭を撫でてしまったのはしょうがないですよね。

「では失礼しま──あ、あのお邪魔でしたら後ほどでも」

「あ。リュエ、お客さんだ」

「うん？　やぁいらっしゃいローガン君。それとええと……君も護衛の子かな？」

「……起き上がれって意味なんですけど」

「ぎゃ」

　人を枕にしたままふらりと手を上げ挨拶するとは、恥ずかしくないのか君は。

　足をずらして頭を落としてやる。

「それで、警備をどうするかでしたっけ？」

　ローガンさんの背後には、もう一人女性が付き従っていた。

　今は鎧を脱いでいるため、その容姿を確認出来る。

　小柄な、リュエよりも若干背の低いまだあどけない顔つきの女の子。

　……騎士って誰でもなれるものじゃないだろう？　よほど才能ある子なのだろうか。

「あの、私はほとんど働いていないので皆さんよりも長く番をします」

「いや、均等に分けようよ。背格好からして、馬車に乗っていた子だろう？　気疲れしているだろうし無理はいけないよ」

「う……はい」

　ふむ、彼女も被害者って事なのかね。

　聞けば、彼女はまだ見習いらしく、公爵の館で雑用に従事していたそうだ。

　そして彼女もリュエ同様色々と溜まっていたのか、ちょっと労ってやるとまるで吐き出すように愚ぐ痴ちをこぼしだした。

「私は……こんな仕事をするために王国騎士になったんじゃありません。せっかく騎士見習いになれたのに、それが女だから選ばれただけだなんて……」

「君も辛かっただろう。後で私の隊に編入出来ないか掛けあってみよう」

「ローガン隊長……先輩たちはおかしいです。今回の任務だってほとんど自分から志願したんですよ……確かにその、場合によってはお給料が増えるらしいですけど」

「うん？　場合ってなんだい？　魔物を倒せばもらえるお金が増えるのかな？」

　純粋なリュエの疑問に、彼女は顔を赤くしながら俯うつむく。












　なるほど、つまりそういう仕事でチップを貰えると。

　こりゃ公爵直ちよつ轄かつの部隊は相当汚職にまみれていそうだ。

「やはりまだ『レコン公爵』の周りにいる王国騎士たちは変わらないのだな……」

「ローガン隊長は、私たちとはそもそも管轄が違いますもんね……」

「うむ……今でこそ国王が騎士団の直上にいるが、昔はこちらも相当……と聞いている」

　管轄は違えど同じ王国騎士、そして互いに苦労人。

　二人は性別も年齢も異なるが、すっかり意気投合したようだった。




　その後、結局夜の見張りは日の出まで二手に分かれて行うことになり、俺は眠気を完全にシャットアウト出来るために単独で、そして残り三人は交代で休憩をしながら反対を警戒することになった。

　ぼんやりと焚たき火びを見つめながら、剣にセットした［気配察知］で辺りを探っていると、後ろから誰かが近づいてきているのが分かった。

「カイくん、向こうはどうやら二人で十分みたいだし、退屈だろうと思って遊びに来てしまったよ」

　振り向いた先の彼女の表情は、まるで夜更かしを楽しむ子供のようだった。

　よしよし、じゃあお兄さんが退屈しのぎに寝たくても眠れなくなり、そして一人でトイレに行くのも怖くなるような話でも──

「さっきさ、私が馬車の中にいる間、少しカプルからオインクの話題が出たんだ」

「ん、どうせろくな事言ってないんだろ？」

「まぁね。けどさっきローガン君からも色々とオインクの昔の伝説を聞いてね」

　昔の伝説、いわゆる武ぶ勇ゆう伝でんというやつだろうか。

　それは俺も気になるな、結局彼女が昔どんな事をしていたのか聞けずじまいだったし。

「オインクは昔城付きの商人だったんだってさ。だけど王様の覚えも良くて、お城から独立した後も良くしてもらっていたそうだよ」

　そして語られる彼女のもう一つの軌き跡せき。

　それは彼女がかつて、備品の流通を調べて騎士団内部の腐ふ敗はいを告発したというものだった。

　商人は明らかに劣悪な商品をごまかし売りつけ、そして一部の騎士隊長には目を瞑る代わりに賄わい賂ろを渡す。

　当然それでは生傷が絶えず、すぐに劣化する備品をさらに買い換えさせ、同時に傷薬を売りつける。

　まるで騎士団を金のなる木、ある種の養よう殖しよく場じようのように私物化していた時の権力者達。

　そこにオインクがより安く性能の良い商品を持ち込み、今使っているものが劣悪なものだからだと宣言したそうだ。

　オインクがかつて国王の下で働いていた影響か、彼女の言葉に一定の信頼を置いていた王はすぐさま検証を行った。

　結果、組織は大きく改変され多くの部隊長や団長がお家取り潰しとなり、やがて組織体系が変わり、王自みずからが王国騎士団の頂点に立つ事になった。

　だが、それでもオインクの一撃はカプル、そしてレコン公爵にまでは届かなかった。

　当時騎士団を従える元げん帥すいの地位にいたレコン公爵はトカゲのしっぽきりを行い、カプル共々その粛しゆく清せいを逃れたというわけだ。

　それでも公爵傘下の、私腹をこやすだけの腐敗した貴族を排除し、力を削ぎ落としたのは偉業であり、今もなお騎士団にはオインクの信奉者が多いという。

　もっとも、公爵が糸を引いていた証拠もなく、これはあくまでオインクと一部の貴族の間で囁ささやかれている話だそうだが。

　やがて今の王が即位し、オインクと前王が始めた貴族の粛清を無駄にしないために、今も尽力している、と。

「というわけで、オインクは凄い事をしたんだよ」

「なるほど。それで商売の世界にいられなくなったと」

　だが当然、彼女のしでかした事は脛すねに傷もつ商人たちを震え上がらせる事となり、その結果彼女はその業界を干される事となった。

　しかしそんな彼女を拾い上げたのが、当時からすでに王家と良好な関係を築き上げていたギルドのクロムウェルさんだった。

　これ以上オインクに貴族社会の黒い面を見せないように、少しでも醜みにくい争いから遠ざけるように、当時の王はクロムウェルさんにオインクを託したそうだ。

　恐らく前王も、自分が抑え込んでいた一派が自分亡き後にオインクへと牙を剝かないよう遠ざけておきたかったのだろう。

　で、紆う余よ曲きよく折せつの末彼女は世界を見て回る旅に出た、と。

　……こうしてみると彼女のバイタリティの半端なさをひしひしと感じる。

　そりゃあそんな激動の人生を過ごしていたら、痩せるでしょうよ。

　そんな仲間の過去の偉業に思いを馳せながら、静かに夜が更けていくのだった。




　翌朝、結局魔物の襲撃もなく、しいて言うならキャンプ地の中央から色々と人を悶もん々もんとさせる艶つや声ごえが聞こえてくるくらいでした。

　……本当に魔物でも出たらよかったのに。

　やがて他のメンバーも目覚め、支給されたお世辞にも美味しいとはいえないサンドイッチのようなものを朝食としこの場を後にした。

　なお、本日の配置はリュエがごねたため馬車には乗らず、俺と同じ馬に乗り馬車と並走しております。

「カイくん馬に乗るのが上手だね。私はあまり得意じゃないんだけど」

「へぇ、乗った事はあるのか」

「森にも住んでいたからね。正確には馬じゃなくて魔物だったけど」

　確かソルトバーグ周辺に馬の魔物がいたが、まさかそいつか？

　依頼で何頭か狩ったのを覚えている。

　実はリュエの友達だった──なんて、そういうオチはないよな？

「あの魔物は凄く賢くてね、おまけにとても美味しいんだよ」

「お、おう。そうか」

　そうじゃなかったみたいです。

　馬車に乗らずにこうして俺と共にいるのだが、それでもカプルの関心はリュエに向いているようで、途中で客車の窓が開く。

「リュエ殿、やはりそのような場所では落ち着く事も出来ますまい？　どうです、こちらに移られては？」

　人の背中に向かってそのような場所とは失敬な。

「いや、遠慮しておく。私はきっと、この場所が世界で一番落ち着けると思うので」

　唐突な口撃にちょっと手た綱づなを引きそうになってしまう。

　恥ずかしげもなくなんて事を言い出すんですか貴女。

　彼女は今、俺の背に抱きつくようにして乗っている状態だ。

　惜おしむべきは彼女の特定部位が一定の水準に届いていない事だが、それを差し引いてもやわらかな身体を押し付けられて内心結構ドキドキしていたんですよこっちは。

「それはそれは……ではしっかりと護衛の方をお願い致しますよ」

　カプルは顔を僅わずかにしかめ、やや固い口調でそう言い残して窓を閉める。

　そうして何事もなく街道を進んでいると、前方に小さな町が見えてきた。

　今日は早めに中継地点であるあの町で休憩し、明日の朝に首都に向かうという計画だ。

「へぇ、思っていたよりも建物が多いみたいだ」

「私も中継地点って聞いていたからもっと小さな村だと思っていたよ」

　背中のリュエと言葉を交わしていると、隊列の前方にいたローガンさんが速度を緩めて隣まで下がってきた。

「カイ殿、リュエ殿、護衛の人間は我々と同じ宿に無む償しようで泊まる事が出来ますが、いかがなさいますか？」

「どうしようか、リュエ」

「うーん、少し落ち着きたいし、別のところに泊まってもいいかな？」

「そうでしょうな……お二人には窮きゆう屈くつな思いをさせてしまい本当に申し訳なく思います」

「いえ、どうかお気になさらずに。じゃあ俺達は町についたら自由行動でいいですよね？」

　彼は頷き、再び先頭へと戻っていった。

　サーコートをはためかせながら自在に馬を駆る姿は、まさしく騎士の風格を感じさせる。

　そんな彼もまた、国王と公爵という二大権力の間で肩身の狭い思いをしていると思うと、少しだけ組織というものが疎うとましく感じられてしまうのだった。




　ほどなくして町へとたどり着いた俺たちは、まずはカプルが泊まる宿まで向かいそこで彼と別れる。

　他のキャラバン隊の人間とは違う場所に泊まるのは予測できていたのだが、その傍かたわらには案の定護衛……。この場合は公爵の私兵と言った方がいいだろう。

　二人の女性を引き連れて宿へと向かうところだった。

「む、これはうっかりしていた。白銀持ちともあろう方を他の者と同じ宿に泊まらせるなどと！　是ぜ非ひともこちらの宿にお泊まり下さい」

「私は彼と仕事の話や今後の予定を相談したいので遠慮させてもらう」

「む……そこの君あれだ、なんなら君も一緒に宿に泊まらせてやってもいいぞ、どうだ」

「彼女の立場も理解してもらいたい。万が一でも外に漏れてはいけない話もあるので、申し出は有難いのですが遠慮させてもらいます」

　そんなものないんですけどね。

　しかし、そこまでしてリュエとお近づきになりたいのかね、こいつは。

　まぁあれですね、白銀持ちうんぬん以前にうちの子可愛いからね、仕方ないね。

「……ふん、ではくれぐれも時間には遅れな──」

「さぁ、行こうかカイくん。もうお腹がぺこぺこだよ」

　遮さえぎるようにリュエが声を上げ、俺もそこで切り上げ一行と別れるのだった。

　だが、せっかくなのでちょっとした悪戯いたずらをしてみる事に。

「ああ、昨日の夜はずっと見張りだったからな、そろそろ俺も我慢出来ないよ。昼食〝も〟食べないとな」

「も？　他になにを食べるんだい？」

「さぁ、なんだろうね」

　やや声を大きくし、聞こえるように宣言しながら去るのだった。

　……ただ煽あおっただけですからね、別になにもする気はありませんよ。




　宿を探しつつ町の様子を見て歩く。

　遠目に見たときは建物も多く町だと評したが、こうして近くで見るとその殆ほとんどが宿屋やどこかの商会の事務所、倉庫と、本当にただの中継用の場所のように感じた。

　人口だけ見たら、普通の村と変わらないかもしれない。

　そしてやはり商会が幅を利かせているのか、町中で行商や露店を開いている人間の姿もなく、どことなく寂しく感じてしまう。

　だが、そんな中でもしっかりと店舗を構えている店も僅かだが存在しており、俺とリュエはそんな中のおみやげ屋さんへと立ち寄る事に。

　いや訂正しよう、リュエが我慢出来ずにふらふらとその店へと吸い寄せられていったのだ。

　わかる、気持ちはわかる。確かに店先には変わった道具やら変な形の杖やら、ガラクタのようなものが積まれている。

　まるで万よろず屋や、むしろガラクタ屋と言った方がしっくりくるその店構えは、不思議と人を寄せ付ける魔力なようなものを持っている風に見えた。

「カイくん、これはなんだろうね？　短い杖みたいだけど、ほら、フックみたいに曲がっているし先端にボールがついているよ」

「どうみてもマッサージ器具です。何故売っているのか」

　そう教えてやると、彼女はその先端をぐりぐりと俺に押し付けてきた。

　違う、そうじゃない。ちょっと借りて実演してみせる。

　すると興味を持ったのか、自分の肩へとぐりぐりとボール部分を押し付け始めた。

「……あまり気持ち良くないね」

　そういうものです。

　あと他意はないのですが、豊満なバストを持つ方は肩こりに悩まされるそうですよ。

　そんなガラクタばかり並べられている店先だが、店内にはしっかりとした民芸品や小物、中にはアクセサリーの類たぐいまで売っていた。

　せっかくだしなにか買ってあげるのもいいかもしれない。

　ちょっとじっくり選んでみるか。

「うん？　カイくんアクセサリーに興味があるのかい？」

「いやリュエになにか買ってあげようかと」

「本当かい!?　だったら私は髪飾りが欲しいなぁ……」

　髪飾り、か。

　確かに彼女は髪が長いので、寝るとき以外は髪留めを使いハーフアップにしている。

　今は雪の結晶のようなデザインだが、新しいものか……。

　彼女の服の意匠や髪留めは、俺がゲーム時代に好んで使っていた装備の色が関係しているのか、青系統のものが多い。

　ならば──

「これ、なんてどうだろう」

「おお？　なんだかちょっと高そうだけどいいのかい？」

　俺が選んだのは、青みがかったいぶし銀、落ち着いた風合いの羽の形をしたバレッタだった。

　だが彼女の髪留めは二つ、両サイドに付けられているのでバランスを取るためもう一つ必要なのだが見当たらない。店主に在庫がないか聞いてみたのだが──

「いや申し訳ない、この店の商品は皆流れてきたものばかりで出所もよくわかっていないんですよ。その分掘り出し物もあるんですけども」

「そうなんですか……」

「カイくん、私は片方でもいいよ？　似た形のものならあるかもしれないし」

「悪いな、リュエの髪にきっと似合うと思ったんだけど」

　初めて贈るプレゼントで妥だ協きようしてしまうのがとても悔しいが、ないのならば仕方ない。

　俺はそれを一つ買う事にした。

　価格はやはりものがものだけに、五○○○○ルクスと中々いいお値段だが、それでもその価値はあると思った。

「それは、以前駆け出しの行商人が持ち込んだものなんですよ。これは凄い力を秘めているんだ、着けた人間を守護してくれる加護があるんだーって」

「へぇ、そんなすごいものなんですか」

「いえ、恐らく騙かたられたんでしょう。少なくとも彼はこれを持ってきたとき、商売で大損してボロボロでしたし」

　……聞かなきゃよかった。




　店を出た後に、俺自ら彼女の髪にバレッタをつける。

　外した雪結晶の髪飾りを返そうとするのだが──

「カイくんにあげるよ。それ、私のお気に入りだからね、大切に持っていて欲しいんだ」

「ん、いいのか？　じゃあどれどれ」

「……つけなくてもいいんだよ？」

　知っていますとも。冗談ですとも。

「で、さっきから妙にカイくんが優しいというか、ぴったりくっついているのは人が付いてきているからかい？」

「さすがに気づいていたか。けど髪飾りは本当にプレゼントしたくて買ったんだぞ？」

「ふふ、分かっているよ。さっきチラリと見えたけど、あれはカプルの騎士だね」

　そう、カプル一行と別れてからすぐ、騎士の一人がこっそり後をつけてきていた。

　こちらの様子を報告する可能性も考えられたので、こうしていかにも恋人ですといった風にくっついて歩いていたわけだが。

「先に宿、決めておくか。たぶんそれで引き返すだろうし」

「なるほど、私達の居場所を特定するのが目的だってわけだね？」

　で、特定してどうするつもりなのか。

　宿屋が密集している地帯へと差し掛かると、俺は目についた宿へとすぐさまリュエと共に入っていった。

　すぐに受け付けが対応してくれたのだが、ここに泊まるつもりはないのでと、少しだけチップを支払い、お茶だけ戴いて外へと出る。

　すると先程の騎士の姿が見当たらず、恐らく報告に戻ったのだろうと一息ついた。

「とまぁ、こうして騙して巻いてから宿を決めるわけだ」

「ずる賢いね！　さすがカイくん」

　失敬な、ずるは余計だ。

　その後、無事に宿を決め二人で外食に向かうのであった。




「あー食べた食べた……」

　宿へと戻り、久しぶりの一人部屋……あれ、そういえばリュエの家に住んでいた時以来じゃないか？

　ともあれ、久しぶりに一人部屋になった俺は、服をすべて脱ぎ捨て寝間着に着替える。

　夜に彼女の意味不明な寝言が聞こえてこないのが若干寂しく感じてしまうが、ようやくあの奔ほん放ぽうな娘さんも個室を取る必要性を理解してくれたようでその成長に深く頷く。

　ベッドへと仰向けになりながら、あの商人、カプルについて考える。

　あれは恐らくリュエにご執心なのだろうが、幸いリュエは白銀持ちなので強くは迫ってこないと思う。

　だが、今日宿を調べていたとなると、何か搦からめ手でも使うつもりだったのかもしれないな。

　俺は、自分が聖人君子どころか、一般の理性ある大人ですらないと自覚している。

　だからこそ、彼女の存在は俺の外付け理性回路のようなものなのだと思っている。

「もし、俺からそれを奪うようなやつがいるとしたら、その時は……」

　そんな日がこない事を切に願うよ──。
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　寒さを感じ、身体を震わせながら目を覚ます。

　ああ、そのまま眠ってしまったのか俺は。

　起き上がろうとすると、腕に何かさらりとした感触が伝わった。

「なぜいるし」

　なんという事でしょう、部屋の合あい鍵かぎでも借りてきたのか、リュエさんがベッドにもたれかかっているではありませんか。

　窓を見れば朝日が隙間から差し込んでいる。

　いつの間に来たんだこの子は。

　肩を揺さぶり、彼女を起こそうと試みると、なんとも可愛いうめき声を漏らしながら顔を上げた。

「あれ……カイくんどうしているんだい……せっかく部屋を分けたのに寂しくなったのかい？」

　まだ寝ぼけているのか、半目を開いた彼女がにへらと笑いながら腕をひっぱってきた。

「しょうがないなぁカイくんは……」

「しょうがないのは貴女です」

　いいか、テレビとリュエは叩けば直るんだ。

　なお液晶テレビでそれをやると取り返しがつかないから気をつけましょう。

　というわけでそりゃ。

　コツッと軽い震動を伝えると、寝ぼけ眼まなこの彼女の動きが止まった。

「……言い訳をさせてもらうとだね、私は昨日の夜カイくんの部屋に遊びにきたんだ」

　頭に手がのったままの状態で語り出す姿がなんともシュールでした。

　先に俺が寝ていたから寝顔を眺めていたそうです。




　朝食を終えてキャラバン隊の宿へと向かうと、ちょうど荷馬車のチェックをしているところだった。

　本日も晴天。聞けばなんの問題もなく首都へとたどり着ける見通しとの事。

　するとそこへローガンさんが晴れ晴れとした表情で現れた。

「これはこれは、おはようございますお二人とも！」

「おはようローガン君。随分と元気だね」

「おはようございます。何かいい事でもありましたか？」

　すると、話したくてウズウズしていたのか、こちらへと近寄りやや声を抑えて話してくれた。

「実は昨夜、カプル殿が自分の宿から閉めだされてしまい、それで仕方なく我々の宿に停めてあった馬車で眠っていたそうでして……本来ならば護衛対象である人物がそのような事になっていたのを吹ふい聴ちようするべきではないと分かってはいるのですが……」

「つい『天てん罰ばつだざまぁみろ女の敵め、そのまま凍え死ね』って思ってしまったんですね？」

「それは私も同意見だね！」

「そ、そこまでは思っておりませんよ!?　ただ、これで少しは懲りてくれたらな、と」

「で、なんでまた宿を閉めだされたんだカプルは」

「どうやら誰かに会いに行こうとしたようなのですが、その相手が見つからずに引き返したところ、すでに宿がしまっていたそうで……」

「そんな夜遅くに外出したのかい？　なにをしにいったのやら」

　ああ、それたぶんナニをしにいったんですよ。

　なるほど、うまい具合に釣られた上にそんな事になっていたわけですか。

　よきかなよきかな。




　町を出発し、道程の半分程を走破した頃だった。

　右手に森が見えてきたとき［気配察知］と［五感強化］が何か生き物の反応を捉えた。

　すぐさま先頭へと走り、ローガンさんに報告する。

「前方の森林地帯に魔物らしき反応がありました。一度ここで止まって下さい」

「は！　全体、その場にて待機！　護衛の人間は配置につけ！」

　彼はこちらを信頼してくれているのか、迷いなく号令をかける。

　すると、やや狼狽うろたえつつも女性の騎士たちがそれぞれの持場、荷馬車の周囲を囲うように配置についた。

　どういう理由か、今日は皆ヘルムを外している。

　まさかとは思うが、目の保養のために外させたんじゃないだろうな。

　騎士達はローガンさん以外は皆、青ざめた表情で腰の剣を抜いている。

　カプルの馬車からも、やや鎧が外れかかった騎士が飛び出してきた。

「見ていられないね。カイくん、私が終わらせてくる」

　言うや否や彼女はひらりと馬から下り立ち、すぐさま剣を抜いた。

　青白い刃を持つ、規格外の武器『神しん刀とう〝龍りゆう仙せん〟』。

　龍りゆう神じんを封じるための要かなめとなった至極の一振りだ。

　俺も馬から下り、ウェポンアビリティ［ソナー］をセットし、地面へと剣を突き刺した。

　本来、室内で使う事により見えない波を反響させ、その場所の構造や敵の位置を知らせてくれるアビリティなのだが、やはり屋外ではその効果を満足に発揮してくれず、かろうじて動く反応の数だけを知らせてくれた。

「リュエ、二○○メートル先の森から出てくるぞ！　数は一九、いけるか!?」

「大丈夫、問題ないよ」

　確かな自信を匂わせる声で彼女は応え、術を発動した。

「〝バラク〟」

　彼女が小さく呟いたその術は、俺もよく知るものだった。

　ゲーム時代リュエを使用していたときのプレイスタイルは、初手の大規模魔導で殲せん滅めつするか、もしくは魔ま導どう師し固有の補助魔法と聖せい騎き士し固有の補助魔法を重ねがけし、自ら敵陣に突っ込んで大暴れするというものだった。

　もともと防御に重点を置き火力は魔法や魔導で補うという構成だったため、打撃での火力はイマイチであったが、重ねがけした補助魔法でそれを補う事で、オールラウンダーと化すキャラクター。

　今発動した『バラク』は聖騎士固有の補助魔法で、その効果はかなりの曲くせ者ものだ。




『自身にのみ付与可能。

　全ステータスを×％上昇させＨＰ自動回復を付与する。

　物理攻撃に聖せい属ぞく性せい付与、効果時間と能力上昇値は自身の魔力の高さによって変動する』




　最後の一文がその効果を曲者と言わしめる所以ゆえん。

　魔導師をサブ職業に設定しない限り、本当に雀すずめの涙程度しか恩恵を得られない魔法だ。

　だが、その魔力値は装備品の分も反映されるため、俺はそのためだけに最高クラスの、魔力上昇の効果やアビリティを持つ装備を揃えたくらいだ。

　結果、リュエの火力はゲーム時代のカイヴォンにまで迫る勢いで、ある意味最強の自キャラだった。

「けどもう昔の剣なくしちゃったって言っていたしなぁ……あ」

　そういえば今持っている剣も、馬鹿みたいに魔力が高かったですね。

　……もしかして今のリュエって下手したら俺に迫る勢いで強かったりする？

　そんなもしかしたら人外の扉を開いているかもしれない聖騎士様は、森から飛び出してくるであろう相手へと剣を構えていた。

　その後ろ姿からは、いつもの彼女の雰囲気が微み塵じんも感じられない。

　まるでそう、研ぎ澄まされた氷の刃。そんな冷たさと鋭さを感じさせる。

　やがて、森から魔物の群むれ、赤いオーラを纏った大型のイノシシのような外見をした魔物達が現れた。

　──その時だった。

　後方にいたキャラバン隊から、こちらに届くほどの大きな悲鳴、叫びが響いてくる。

「こんな馬鹿な事があるか!!　総員荷馬車を一ヶ所に纏めバリケードにせよ！」

「なんで、なんでよ！　街道にどうしてこんな奴らが出てくるのよ！」

「噓よ！　なんでこんな数！」

「狼狽えるな！　我らの任務は護衛、カプル殿を連れて後方へ下がれ！」

　恐慌状態に陥る私兵達と、普段の様子からは想像できない程のローガンさんの怒声が響き渡る。

　たしかに、あのオーラを纏った姿はただの魔物と呼ぶにはあまりにも禍まが々まがしすぎる。

　周囲の反応に、あの魔物が恐れられている強大な存在なのだろうと当たりをつけ、剣を構えなおしリュエの下へ行こうとするが──

「そこで見ていていいよ。少しストレスがたまっているからね、ちょっと術の制御が甘くなるかもしれないし」

　その瞬間、猛烈な地響きを起こしながら突進してくる魔物の前方の大地が、一瞬で青白く変色した。

　それは、紛れもなく氷。だがそれはただ凍らせたのではなく、綺麗に一瞬で均ならされ、まるで磨き上げられた鏡のようだった。

　当然のように魔物は一斉に足を滑らせ、その慣性を弱める事も出来ずただ無防備なままリュエへと滑り寄ってきた。

　その瞬間彼女が剣を地面へと突き刺しながら、力ある声で術名を唱える。

「〝サウザンドパイク〟」

　次の瞬間、まるで地面から無数の槍が突き出てきたかのように氷が変化した。

　もはや自分の意思で魔物は方向を変える事も出来ず、一斉にその処刑場へと滑りこんでいく。

　響き渡る怨えん嗟さの悲鳴と、氷を汚す赤いしぶき。

　だがそれでも、その命を奪いきる事が出来ないのか、その巨体を血に濡らしながらも棘とげをへし折り迫ってくる。

　だが──

「おいおい……棘の生え方も計算していたのか？」

　減速しながら、棘によって進路をかえられた一九体の魔物は、彼女の前へと辿たどり着く頃には綺麗に縦一列に並んでいた。

　そして彼女はそれを見計らい、自身の体を弓のように引き絞り渾こん身しんの突きを放った。

　ただの突きではない。振り切った瞬間その刀身が氷に覆われ、まるで巨大な槍のようになり一瞬ですべての魔物をまとめて串刺しにしてしまった。

　最初から最後まで、すべて計算された魔術と剣術の融ゆう合ごうした戦い方。

　それは紛れもなく、膨大な時を戦い抜いた神かみ業わざの域に届く武の集合体。

　……ああ、こりゃ俺よりも間違いなく上手いわ。

　俺なんかじゃ手も足も出ないレベルの卓たく越えつした戦闘センスと魔術操作に、心の底から尊敬の念を抱いたのだった。
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「白銀持ちとは……ここまでの力を持っていたのですね」

「いやぁ、たぶんうちのリュエさんが特別なんだと思いますよ」

「なるほど……この大陸には今白銀持ちがいらっしゃらないので、実際どれほどのものなのか私も詳しくは分からないのです」

　討伐を終えたリュエが戻ってくると、護衛の人間が皆歓声と両手を上げて喜びを表していた。

　聞けばあの魔物の名は『レッドボア』と言い、冒険者のランクで言うと丁度本来求められていたＢランクの人間が集団でようやく仕留められる相手だったそうだ。

　だが、今回現れたのは明らかに群れのボスクラスの巨体に、さらに狂化したまさに災厄と呼ぶに相応ふさわしい相手だったそうだ。

　そして、その数は一九。正直全員死を覚悟したという。

　恐らく、先日の魔物の氾はん濫らんで街へと向かわず、森の奥に隠れ潜んだ連中が他の魔物を喰らい力を蓄えたのだろうとローガンさんは言う。

「この件は国王にも報告しておきます。近々、騎士団総出で森狩りをすべきだと進言してみましょう」

　さて、今こうして俺が責任者である彼と話しているわけだが、立役者であるリュエさんはどうしているかと言うと──

「月六○○万ルクス！　それでどうでしょう！　私専属の護衛になっては頂けませんか」

「断る。たとえ巨万の富を与えると言われても、私は誰かに仕えたりはしないよ」

「では何故ギルドなどに！　あの卑いやしい女に従っているでは──」

　次の瞬間、カプルを取り囲む幾千もの氷の刃。

　……なにもない空間から出現したな、今。

　地面すら媒介にせず、空気中の水分を成形したのか？

「オインクを侮ぶ辱じよくするのは誰であっても許さない。口を閉じろ」

　するとようやく、カプルも自分が言い寄り手を出そうとした相手がどんな存在なのか理解したのか、顔を青くしてへたり込むのであった。

　リュエさん、俺もオインクの事結構いじめたりしたんですけど、許してくれますか。
















　キャラバン隊が行軍を再開してから四時間。

　それまで雪がまばらに降り積もる荒野が広がっていたのだが、僅わずかに農耕の後がちらほらと見えてきた。

　この過か酷こくな環境でも農業を行う方々に尊敬の念を抱きながら、そのさらに先を見やる。

　街道の先から、徐々にその姿を現す巨大な外壁。

　まるで円形の台座を重ねたような、鏡かがみ餅もちのような変わった姿に好奇心を刺激される。

　その頂点に見えるのは恐らく王城だろうか？

「凄い……国がこんなに立派になっているなんて」

「リュエは国の存在そのものは知っていたんだったな」

「うん。当時はまだ国名も決まっていなかったけど……凄く大きい。あの氷山なんかよりもずっと……」

　あの氷山というのは、恐らく龍りゆう神じんを封印していた氷山の事だろう。

　やはりこうして自分の住んでいた大陸の中心、自分とは違い一○○○年の間に発展し成長した国の姿に思うところがあるのだろう。

　やがて街門へと辿たどり着くと、巨大な跳ね橋が街と街道の間を流れる深い堀の上にかかっていた。

　この大陸には他に国もないのだし、これは恐らく魔物対策なのだろう。

　それとも、何か有事に備えているのか。

「カイ殿、リュエ殿、我々はこのまま、上層にあるカプル殿の商会まで送り届けますので、お二人は先にギルドで報ほう酬しゆうを受け取って下さい」

「いいんですか？　最後までついて行かなくて」

「ええ、お二人にはご迷惑をかけてしまいましたから。後日、正式に今回の件のお礼に参りますので！」

「あ、もしよければどなたかギルドへの案内をしてもらえたら嬉しいのですが……」

「これは失礼しました、首都は初めてだったのですね。ではそうですね……」

　まだ跳ね橋を渡る前だというのに、街中の様子を見てこれは迷うだろうなとすでに確信してしまいました。

　いやはや、この人の多さよ。今日はなにかイベントでも開かれているのかってくらい人が行きかっている。

　よく田舎から東京に出た人間が、渋しぶ谷やに遊びに行くとこんな事思うんですよね。

　はい、俺もそうでした。

「心配性だなぁカイくん。私がまたギルドを見つけてあげるよ？」

「それでまた色町に迷い込むんですね、わかります」

「うぐっ」

　この人前科持ちだからね、ソルトバーグで。

　おとなしくローガンさんに打開策を提示してもらおうか。

　すると、彼は一人の騎士、先日一緒に夜の番をした見習い騎士を連れてきた。

「彼女に案内を任せようと思います」

「お任せ下さい、私はこの街の出身ですから」

　ヘルムをかぶっていても、やはり分かってしまうその幼さの残る声に、なんとも言えない気持ちになる。

　こう、微笑ましいような心配なような。

　彼女に連れられ、大通りを進む。

　寒い季節だというのに人通りが多く活気にあふれているそのさまに、今の統治者の優秀さが窺うかがい知れる。

　まぁ、もしも暴君暗君の類たぐいなら、とっくにオインクが追い落としていそうなものだが。

「ここ下層区は私が住んでいる区画なんですよ。一般家庭、主に農家や小さな商店を営んでいる人が多いんです」

「へぇ、どうりでこの辺りの街並みが温かいと思ったよ。ふふ、子供も楽しそうに遊んでいるね」

　リュエの言うとおり、どこか下町を思わせるほっとする街並みだった。

　暖色のレンガが主な建材なせいもあるが、なんとも落ち着いた、それでいてどこか懐かしいような風合いだ。

「楽しそうだなみんな。子供は風の子ってやつかね、雪遊びとか今じゃ考えられない」

　雪だるまを作ったり雪合戦をしたり。

　今思えばなぜあんな苦行とも言える遊びが出来たのか不思議でならない。

　いいか、雪国生まれの大人はみんなこんなもんだ。

　冬や雪をありがたがるのは小学生までなんです！

　ただし我が地元には大人も楽しめる雪遊びがあった模様。

　カマクラっていってね？　雪で出来たドームみたいなものがあるですよ。

　その中に入って熱あつ燗かんをクイッと……うむ、あれはいいものだ。

　途中でとっくりを雪に埋めてぬる燗、冷酒と変化させたりね？

「……日本酒でもあればなぁ」

　そんな俺のぼやきを聞き逃さなかったのか、小柄な騎士さんが朗ろう報ほうを知らせてくれた。

「ニホンシュというと、お米から作るお酒でしょうか？　それでしたらありますよ？」

「え、マジで」

　酒好きの俺としては本当に嬉しいお知らせである。

　本当懐かしいな。チームメンバーの地元の酒を買ってみたり、逆に俺の地元のお気に入りの酒をお礼に送ったり。

　いやはや、今思えば見ず知らずの相手とそんなやり取りをするくらい仲が良かったんだよなぁ。

「ぜひ、ぜひ取り扱っている場所を教えてくれませんか」

「あああ、いやあの、あのええと」

　つい彼女の手を握りしめてしまう。

　逃がしてなるものか、さぁ教えてもらおうかその酒の場所を。

「む……カイくん手を放しなさい。私が不ふ機き嫌げんになる！」

「そこまで素直に嫉しつ妬とされると逆に清々しいです」

　じゃあ代わりに握らせてもらいますね。

「あ、違うそういう意味じゃ……恥ずかしいからやめておくれ」




　下層区を進んでいくと、緩やかな上り坂に出た。

　その先には巨大なアーチがあり、そこからが中層なのだそうだ。

　中層は俺達のような冒ぼう険けん者しや、それに王国の兵士や巡回兵が過ごす場所が多く、酒場からギルド、兵士詰め所に宿屋、武具店と、戦闘に携たずさわる人間のための階層のようだ。

　なるほど、しっかり住み分けされている方がトラブルも少ない、か。

　ここまで綺麗に区画整備され、住人もそれに従いうまく街が回っているのは、恐らく警察組織、この場合はギルドや騎士団がしっかりと仕事をしているって事なのかね。

「ニホンシュは酒場にも置かれていますが、割高なのでレストランに行った方が良い物が楽しめますよ」

「なるほど。じゃあどこかおすすめでもあれば」

「でしたら、ギルド二階にレストランがありますので、そちらへ行っていただければ」

　ほほう、ギルド直営店なのか。まだ夕食には早いが、先に食べてしまおうか。

　彼女に先導され俺とリュエは中層を進むが、やはりギルドの本部があるためか、冒険者と思おぼしき人間が目立ち、中には少々ガラの悪そうな連中や、妙に厳つい全身鎧を身にまとう人間までおり、バラエティーに富んでいる。

　その光景につい、久々に予言という名の妄想をしてしまう。

「リュエさんや、ここで久々に予言を一つ」

「お？　なんだい、どんな事が起きるんだい？」

　今のところ微妙にすべてはずれている俺のテンプレ予測。

　だが、今度こそはイベントを言い当ててやろう。

「まず、ギルド直営のレストランで食事を摂る。すると俺が頼んだお酒が届くんだ」

「わかった！　それを見た他のお客が難癖つけてお酒をよこせって言うんだ」

「いや違う。ある程度飲んでいると、俺がもよおしてきて──」

「漏らすのかい!?　ダメだよ我慢しちゃ」

「……最後まで聞きなさい」

　でも実はお酒を一口飲んだ瞬間からトイレに行きたくなるんですよね俺。

　実際には出ないけど、これってなんなんだろうか。

「で、俺がトイレから戻ると、案の定リュエが男にからまれているんだ」

「……私いつも変な男にからまれている気がするんだけど」

　言われてみればそうですね。

　ソルトバーグの領主の息子、マインズバレーの酒場の酔っぱらいにレン君、さらにカプルまで。

「馬鹿男を惹ひきつけるフェロモンでも出ているのかね」

「なんだって？　私は変な匂いがするのかい？」

　こちらへとよってきて、何故か頭をこすりつけてくる。

　どれどれ……なんかいい匂いがします。

　女性の香りというのか、それともシャンプーや香水なのか、どこか花のようなふわっとした甘い香りがする。

「具体的な感想をお望みか」

「出来ればあっさりとお願いします、恥ずかしい」

「いい匂いがしました」

「じゃあカイくんは馬鹿男だ！」

　おい。
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「では、私はこれで失礼致しますね」

「待って下さい、最後に名前を聞いてもいいですか？」

　結局、彼女の名前を聞きそびれたままだった。

　素晴らしい情報を教えてもらったのだし、名前くらい知っておきたい。

「あ、私ったらすっかり……私の名前は『ソフィラ』と言います」

「ソフィラさんだね。ありがとう、色々と教えてくれて」

「ソフィラちゃん、ローガン君にちゃんと相談するんだよ？　転属出来る事を祈っているよ」

「はい、ありがとうございます！　では、これで」

　こうして、俺たちは彼女と別れたのだった。

　無事にたどり着いたギルドは、中層から上層へと続く坂道のすぐ側にあった。

　他の建物とは一線を画した巨大なギルドは、今も次々と大量の人を飲み込んでいる。

　まるで巨大な駅、それも通勤ラッシュのような猛もう烈れつな人の流れに俺もリュエも尻込みしてしまっていた。

「す、すごいねカイくん……ここに入るんだよね」

「あ、ああ。まずはオインクに頼んでいたカードを受け取って、それから宿を決める」

「ギルドのレストランで先に食べたほうが良いんじゃないかい？　この人数だともしかしたら人が並んでいるかもしれないし」

　言われて気がつく。

　ギルド直営ならば、所属している人間も利用するだろうし混みあうのは当然か……。

　ともあれ、いつまでも突っ立っているわけにもいかないので俺達もこの人の流れに乗る事にする。

　建物の中に入った瞬間、その広さに感かん嘆たんの声をあげてしまう。

　見上げた天井は吹き抜けとなっており、二階の様子もよく見えた。

　案の定、その二階までもが人で溢あふれている。

　そしてここ一階に至っては、もはや他のギルドと同じ役目の建物なのかと疑ってしまうくらいの広さ、そして人の多さだ。

　受付前の行列にそのまま並んでも、自分の番がまわってくるまで相当時間がかかってしまいそうだ。

「凄い……これほとんど冒険者だよカイくん……こんなにいるんだね」

「ちょっと受付に並ぶんじゃ時間が掛かり過ぎちゃうな。手っ取り早く案内の人にコレ見せてくるよ」

　俺は自分のギルドカード、特別な意味を持つ黒色のそれを取り出す。

　これでなんとか先に用事を済ませられるといいのだが──




「では、これよりカイヴォン様に与えられるランクの権限、効力について説明致します」

「お願いします」

　本当に出来てしまった行列スキップ。

　いや、正確に言うと俺はそのまま受付の奥へ案内され、今はこのギルドの副長室につれてこられていた。

　オインクが不在の時は副長である彼女が事実上のトップらしいが、彼女はオインクとは違いややツリ目の冷たそうな印象の女性だった。

　ううむ、メガネをかけさせたい。そして女性物のスーツを着せたい。

　ザ・敏びん腕わん秘ひ書しよの完成である。

「現時点より、カイヴォン様はオインク様の片腕、つまり私同等の命令権を緊急時に得る事が可能となりました。これにより全ギルド支部にて支部長に指示を出す事、またギルドに連なる施設を自由に利用する事が可能となります」












「なるほど……それはとんでもない効力ですね。ですが、ギルド外では？」

　連なる施設すべてとなると、まさかギルド直営のレストランでもタダで飲み食い出来るんですかね……？

　確かに自分の金を使わないで食う飯はうまい、間違いなく五割増しくらいでうまい。

　だがしかし、だがしかし！

　労働の後の一杯だけは自分の金で飲んだほうがうまいんだよなぁ。

　黙って支払えばいいって話なんですがね。

　あとは、ギルドの外での効力だ。

　ＥＸランクでは一地方限定ではあるが貴族並みの権力を持つ事が出来た。

　だがそれだけでは自分の身の自由、そして何よりも『しょっちゅう変な人間に言い寄られる誰かさん』を守り切る事が出来ない。

　そりゃ暴力に物を言わせる事だって出来るだろう。

　だが、それでは生き難い。人間社会で野や獣じゆうが生きていけないのと同じように。

　そしてなによりも、俺はリュエを始めとしたこの世界で新たに築いた人との繋がりを壊したくはない。

　だからこそ、暴力以外の力、他者に侵おかされぬだけの力が必要だ。

　もちろん無む闇やみ矢や鱈たらに振りかざすつもりはないが、下手に我慢して限界が訪れるくらいならば、自分で自由に解放したほうが俺のためにも、そして周囲のためにもなる。

　こうして平然としているように見えるが、内心ここ数日間の出来事でかなりストレスを抱えているんですよ。

　気分はそう、愛まな娘むすめを付け回すストーカー男を見つけながら、手出し出来ないようなそんな状態。

「ギルド外となりますと、まだ確約は出来ませんが、オインク様と同等……つまりこの国における公こう爵しやくとほぼ同じだけの権力を持てるよう、交渉をしています。まだ国王からの証しよう書しよを戴いておりませんが、恐らく通るかと」

　…………は？

　なに豚ちゃんってばギルドのトップにいるくせに、その上この国の公爵と同じ権力を保証されてるの？

「それとですが、隣の大陸セミフィナルではすでに貴族制が撤てつ廃ぱいされており、大陸議会という組織により選ばれた領主が各地方を治める形となっております。カイヴォン様はその領主と同じ権限が与えられます」

「隣の大陸でまで有効なんですか……」

　近いうちに行くつもりなのだし、この効力は本当にありがたい。

　むしろ去り行く俺に公爵と同等の地位なんてポンと渡してしまっていいのかと。

　……ふむ。

「これはそういう意味なのか」

　以前オインクは言った。『少なくとも王国側に、それを補助してくれるだけの権力者がいなければ』邪魔者を排除する事が出来ないと。

　そして今、俺が公爵と同等の権力を持てるよう王国にかけあっているという。

　つまり彼女は『ＥＸランクを兼ねたＳランクのような地位が欲しい』という俺の願いを聞き入れる代だい償しようとして、自身の目的、敵の排除に協力しろと言っているのだろう。

「そういう意味、とは？」

「いえ、なんでもありません。では俺は現状、ギルドの副長としての力とセミフィナルの領主としての力を持っているという事でいいんですね？」

「ええ。向こうで実際に特定の場所を統治したいというのであれば話は変わってきますが、行動の自由を保証する程度ならば問題ありません。また、私と同待遇ですので、本日より滞在の間はここにあります来らい賓ひん用のお部屋をご利用下さい」

「え、いいんですか？」

「オインク様よりそのように承うけたまわっておりますので、どうぞごゆるりと」

　宿をとる手間が省はぶけました。

　いや本当至れり尽くせりで申し訳なくなってきましたよ。

　ちなみに、ギルド関連の施設の利用においては、同伴者三名までは俺と同じく自由に使う事が出来るそうです。

　よーし二人分の食費が浮いた──とは口が裂けても言いませんとも。

「では、最後にこちらをお収め下さい。ギルドランクＳＳ、錬れん金きん術じゆつ士しに作らせましたブルーダイヤを含ませた特製のギルドカードとなっております」

「確かに受け取りました」

　手渡されたのは、まるで宝石でも収めているかのような四角い箱。

　それを開くと、照明を受けてキラリと光を反射する、青く輝く美しいカードが現れた。

　メッキ……ではないな、材質そのものがこの色なのだろう。

　ひんやりとした手触りのそれを光にかざすと、うっすらと俺の名前が浮かび上がる。

「では、現時点より私もカイヴォン様の下につかせて頂きます。何か指示がございましたらなんなりと」

「同じ立場だったはずでは？」

「いえ、オインク様より『最上の礼を以もつて迎えよ』との連絡を受けております。曰いわく、単独でこの組織、そしてこの国を転覆出来るほどの人物だと」

「……あいつ！」

　人聞き悪すぎるでしょう!?





　　　　　§§§






「あ、戻ってきた」

「悪い、待たせたか？」

「大丈夫、今ちょっとこの街の依頼を見ていたところなんだ。ほら、また宿代を稼がないといけないからね」

「あーそれなんだが、このギルドにある部屋を自由に使って良いそうだ」

　言うや否や、彼女の瞳ひとみが喜びに染まるのを見逃さなかった。

『宿代がかからない＝稼がなくていい＝働かなくていい』という式が一瞬で構築されたんですね、わかります。そんなにゴロゴロしたいのか君は。

「じゃ、じゃあ──」

「でもちゃんと働かないとダメだからな。サボるのに慣れちゃおしまいだ」

「むぅ……せっかくカイくんと観光出来ると思ったのに……」

　かいしんのいちげき。

　そんな休日に父親が突然仕事に行ってしまった時の子供のような顔しないで下さい、甘やかしたくなってしまうじゃないですか。

　だが、そんな子供にも厳しく言い聞かせるのが俺の理想とする父親像なので、ここはガツンと言ってやりますとも。

「じゃあこの街の依頼のノルマは一人一件、あとはオインクが戻ってくるまで観光な」

　ガツンと！　ガツンと甘やかします！

　その瞬間、まるで曇り空の雲が吹き飛んだかのような晴れ晴れとした表情を浮かべる我が家やのお父さんっ子の姿に、ついこちらまで嬉しくなる。

　ううむ、天然の男ったらしだね、君は。

「カイくん」

「なんだねリュエさんや」

「なんだかんだ言っても優しい君が大好きだ」

「褒ほめてもなにも出ないんだから先に部屋見に行きますよ」

　素直にそんな事を言える君も十分に素敵で好ましいです。

　とりあえず、撫なでとくか。照れ隠しじゃあないです。

「あ、バレッタが取れちゃうから、こら」




　ギルドが用意してくれた部屋を二つ使わせてもらい、俺は自室で着替えを済ませる。

　一応、街中で過ごすための普段着も用意しているのだが、どうも黒系統から脱だつ却きやく出来ないんですよね。

　というわけで、相変わらずの黒尽くめでございます。

　これから件のレストランに向かうわけだが、ドレスコードとかは……まぁギルドの人間が利用する店なのだし問題ないだろう。

　部屋から出ると、丁度リュエも着替えをすませたところだった。

　とはいえ、ローブを脱いだだけなのだが。

　ここはギルドの四階で、オインクの執しつ務む室しつと応接室、来賓用のＶＩＰルームのみで構成されている。

　普段は人が立ち寄らない場所にもかかわらず、用意された部屋の掃除も行き届いていた。

　ただ一つ不服があるとすれば、用意された部屋の扉に『ＰＩＧルーム』とプレートが貼られていた事だろうか。

　誰が豚だ誰が。

「じゃあ二階だったよね、レストランは」

「そのはずだ」

　このフロアには階段が二つあり、その一つが二階へ直通、もう一つがギルド一階へと直通という、少々変わった作りになっている。

　二階へと辿り着くと、そこにはもうすでに大勢の客が列をなしていた。

　というのも、このレストランに直通する入り口が用意されており、ギルドを介さずに直接訪れる人間も多いからだ。

　その構造に、ギルドという組織がいかに住人と密着しているかが窺い知れる。

　もしかして『じゃあパパついでにギルドに依頼出しちゃうぞ』とかそんなやり取りがあったりするのか？　……どんな依頼なんですかね。

　ともあれ、俺はさきほど渡されたばかりのギルドカードを携えて、行列の横を悠ゆう然ぜんと進んでいく。

　ああ、この優ゆう越えつ感かんと罪ざい悪あく感かんがたまりません。こういうフリーパスって気持ちいいものなんです。そんなちょっとした特とく別べつ待たい遇ぐうを期待しながら受付へと声をかける。

「すみません、二名でお願いしたいのですが」

　ちょっとキザったらしく青いカードを指に挟んで提示する。

　一度、一度やってみたかったんですこれ！　だが──

「申し訳ありません、ただいま大変混み合っておりますので、どうか列の最後尾にお並び頂きますよう……」

「……あれ？」

　その無情とも言える一言に、一気に周りの視線が気になり始める。

　や、やめろそんな目で俺を見るな、見ないでくれ。

　トボトボとうつむき列の横を引き返すと、リュエがポツンと一人で並んでいた。

　慰なぐさめて下さい、この哀れな田舎者めを、分不相応な権力を手に入れて浮かれていた愚か者を慰めて下さい。

「カイくん今どんな気持ち!?　颯さつ爽そうと向かったけど戻ってきたね！　今どんな気持ち!?」

　満面の笑みで傷口に塩を擦すり込んできましたとさ。

　大人しく並び始めて数分。行列が少しずつ、本当にゆっくりと前へと進んでいくと、店内から一人の店員が血相を変えて駆けてきた。

　む、なんともジェントルな風ふう貌ぼうですな。あんな風に歳をとりたいものだ。

　だがそんな未来の俺（願望）さんが、目の前で立ち止まった。

「た、大変失礼致しました！　私どもの通達が不十分だったばっかりにカイヴォン様には大変な迷惑をかけてしまい、なんとお詫びしたらよろしいか……」

　あ、まって。後からじわじわ効いてくるの、このカードって。

　この状況だとさすがに恥ずかしいです。

　周囲の注目を集めながら、今度こそ店内へと案内されるのであった。

　店内はレストランというよりも、少し小こ洒落じやれたファミリーレストランといった様相で親しみを覚えたのだが、店員と思しき初老の男性はそんな客席の集まるフロアを横切り、人通りの少ない通路へと向かっていく。

「すみません、どこへ向かっているのでしょうか」

「カイヴォン様には、このレストランの二階、ギルド全体で言うと三階にあたる場所へご案内致します」

「あれ？　さっき下りてくるとき、三階に出る道なんてなかったよ」

　リュエの言うとおり、今のところ三階へと至る階段を見つけられずにいた。

「ええ。三階へはこの通路を使うか、一度ギルドを出て上層区側からでないと入る事が出来なくなっております」

　なるほど、それでこのギルドは中層区と上層区の中間に建てられていたのか。

　となると、俺達が今案内されているのは同じレストランでもグレードの高い、上層区向けの場所というわけか。

　この街は下層、中層、上層、そして王城区の四つに分けられている。

　上層はお察しの通り、貴族や貴族相手に商売をする大手商会のための区画だ。

　そんな上層に入り口を設けているとなると、今から案内されるのは余程高級なレストランなのだろう。

「面倒な構造だね？　普通につなげてしまえばいいのに」

「ふふ、ごもっともです。ですが、それだけまだギルドと一部貴族の間にわだかまりがあるという事なのですよ」

　難なん儀ぎなもんだ。だがそれでも、レストランの集客力は間違いないもののようだ。

　階段を上った先、通路の向こうからどこか上品な笑い声がかすかに聞こえてくる。

　フロアを覗のぞくと『静かな喧けん騒そう』なんて矛盾した言葉が浮かぶ光景が広がっていた。

「随分と繁はん盛じようしているようですね、わだかまりがあるとは思えない」

「恐縮でございます」

　若干場違いな服装である俺達を気遣ってか、通されたのは他の客からこちらの姿が見えない完全な個室だった。

　あれ、むしろＶＩＰ席ですよね、ここ。

「カイくん見てごらん上の照明、あれ魔術で作られた氷の結晶だよ」

「……あのシャンデリアが？」

「凄いね、溶けないっていう事は一定周期で魔力が充じゆう塡てんされているって事だよ。随分贅ぜい沢たくな魔ま導どう具ぐだね」

「リュエはやっぱり魔導具とか興味があるのかい？」

「そう、なのかな？　仕組みとか術式とか、そういうのを調べるのが好きなんだ」

「なるほど。案外学者タイプなのかね」

　どうやら相当奮発しないと入れない場所のようです。

　逆に申し訳ないというか、恐れ多いというか。

　俺大丈夫か、テーブルマナーなんて最後に使ったの何年も前だぞ。

「ここは人の目に触れないお二人だけの空間。どうぞ心ゆくまでお楽しみ下さい」

　そう最後に言い残し、その男性は静かに去っていった。

「よし、じゃあ注文を決めようか」




　少しして、俺は運ばれてきた料理に舌した鼓つづみを打ちつつ、目の前の腹ペコさんに簡単なテーブルマナーを教えていた。

「ナイフとフォークをこう置いたら、もうごちそうさま、次の料理を持ってきて下さいって意味なんだ」

「むぅ……なんだか暗号みたいだね」

「ははは、たしかに。まぁ覚えておいて損はないさ」

「そっか。そうだ、そろそろお酒を頼んでみようよ」

「ん、そうだった。いやすっかり忘れていた」

　やはり緊張していたのかね。早速本日の目当てである日本酒を注文しようとメニューを開く。

　ワインなどを差し置いて、最初のページにずらりと並ぶ想像以上の銘めい柄がらの数に、嬉しい悲鳴を上げそうになる。

　だがしかし、そのネーミングに少々眉をひそめてしまう。




『山やま廃はい本ほん醸じよう造ぞう〝豚に真珠〟』

『雪せつ中ちゆう貯ちよ蔵ぞうひやおろし〝豚錦〟』

『純米吟ぎん醸じよう酒しゆ〝どんぐりの背比べ〟』




　これ名前つけたの間違いなくあの人ですよね。

　しかし、まさかオインクは日本酒製造の知識まであるのか？

　それとも過去にレン君のように召喚された人間がいて、その知識を流用しているのか。

　日本酒がこの世界で誕生した経けい緯いを考えていると、ふと隣のページが目に入る。

　他の銘柄と違い、キャッチコピーと共に丸々一ページを使い紹介されているその酒の説明文にはこう書かれていた。




『純米大だい吟ぎん醸じよう〝絆〟』

『ギルド総帥オインク様が贈る至し極ごくの逸品　特別な人と過ごす大切な日に』




　その力の入った煽あおり文句に負け注文する。

　少しすると、琥こ珀はく色のビンを携えた店員……ソムリエ？　が現れる。

　まるでワインのような扱いに違和感を覚えるが、俺は彼にこの酒について尋ねた。

「ニホン酒は隣のセミフィナル大陸から伝わったものでございますが、当店で扱っているのはすべてこの大陸で生み出された銘柄です。ですが、その中でもこちらはオインク様自らが制作に携わり、何年も何年も、自分が納得する味に仕上げるために尽力したと言われています」

「それは……凄いですね」

　自分が納得する味というと、オインクも日本酒が好きなのだろうか？

　ゲーム時代にお酒について語った事なんて、それこそ俺がみんなの地元の酒について聞いた時くらいだったが。

「お注つぎしましょうか？　それとも──」

「あ、私が注ぐから大丈夫だよ」

　リュエがそう告げると、ソムリエは退室しリュエがビンを受け取った。

　なんと、リュエがお酌しやくをしてくれるとは贅沢な。

　いいですか、美人のお酌というだけで酒の価値はググッと上がるものなんですよ。

「おとととと」

「うん？　どうしたんだい？」

　お約束ってやつです。俺も彼女にお酌をし、乾杯をしようと腕を伸ばす。

「無事に首都にたどり着いたお祝いに」

「大きく成長したこの国に」

　軽く杯を合わせてから、俺はその透き通った『絆』を一いつ献こん。

　その瞬間、まるで走そう馬ま灯とうのように昔の思い出が脳内を駆け巡った。

　みんなに教えてもらった地酒の事、チャット内で俺を『依存症めｗ』なんて冷やかしてくれた事、そして──お返しに、みんなに贈ったお気に入りの酒の事。

「この味……この味の酒をわざわざ創りだして……『絆』と名付けたのか」

　果物のような芳ほう醇じゆんな香りと甘み、そして喉にスッと入ってくる飲みやすさ。

　まるで切れ味鋭い刀のような印象の酒。

　間違いない、これはあの酒だ、俺がみんなに贈った、大好きだった銘柄だ。

「カイくん!?　どうしたんだい泣いたりして、気に入らなかったのかい？」

「いや、ちょっと酒が変なところに入っただけだから、大丈夫だ」

　俺の心は、変なところなんですよ。

　ありがとうな、オインク。お前がこの世界にいてくれて、本当によかった。




　酒の余よ韻いんに浸り、二人で酌をしあい極上の時間を過ごす。

　目の前で彼女が美味しそうにチビチビと杯を傾け、それを見ながら俺も少しずつ舌に乗せていく。

　……こんな風に二人で静かに飲むときは、肴さかななんて必要ないんだな。

　そんな新たな発見をしながら、新たに紡いだ絆を実感しそれを飲み込んでいく。

「美味しいね、カイくん」

「ああ、本当に美味しい」

　俺はなんて贅沢なのか。絆を二つも同時に味わえるなんて──

　ビンも空になり、キリが良いので会計に移ろうかと思ったその時、個室の外からざわめくような音が伝わってきた。

　何事かと、やや躊躇われるが剣を装備し［五感強化］をセットして外の様子を探る。

『──が態わざ々わざこのような場所に来たというのにどうなっているのかね？　すぐに追い出したまえ』

『良い、料理の味はかわらぬ。それに『このような場所』などと言うでないわ。これでも私はこの店に数度足を運んでいるのだが？』

『も、申し訳ありません！　く、ならば他の個室を用意しろ！　いいな！』

　どこか聞き覚えのある声と、威厳を感じさせる壮年の男の声。

　……今個室から出ると面倒な事になりそうだな。恐らく目当てはこの部屋だったのだろう。

　すると、足音がこちらへと近づいてくるのを感じた。

『しかしまさか閣かつ下かがこの店を利用していたなど思いもしませんでした』

『料理に罪はない。たとえあの忌まわしき女の息がかかっていようともな』

『左様でございますか……しかし、閣下が来たというのになぜ客を移動させないのか』

『ふむ、まさかあの女が来ているのか？』

『いえ、そんなはずはありません。確かにあれはソルトバーグに向かったと報告がありましたので』

『ふむ。店員、今来ている客は何者だ？』

『申し訳ございません、お客様の個人情報はたとえ公爵閣下のご命令でもお教えする事は出来ません』

　……公爵という事は、恐らく一緒にいる聞き覚えのある声の主はカプルか。

　しかし凄いな、公爵なんて言ったら大貴族の筆ひつ頭とうだろうに、よく毅き然ぜんと断る事が出来たな店員さん。

『ふむ、職務に忠実なのは美徳だな。ならば──』

　唐突に足音が近づいてくる。

　くそ、そういう事か。

　客が直接動いてしまえば、それを強引に止めるのは難しい。

　下手に触れてしまえば不敬罪、ましてや相手が一般の客の場合でも店側からしたら安易に手出し出来ないのだから。

　そうか、そんなに俺達に会いたいのか公爵様。

「リュエ、席に着いてくれ。決して振り向かず、大人しく座っているように」

「む……了解したよ。任せていいんだね」

　俺も武器をしまい席に着く。

　もはやアビリティがなくても聞こえてくるその足音に、少しだけ興奮してしまう。

　悪いなオインク、向こうから来るんじゃあ仕方ないよな。

　すると足音が扉の前で止まり、ノックの音が響く。

「失礼。少々訊ねたい事があるのだが、いいだろうか」

　口調こそ丁寧だが、決して拒否する事は許さないという意思の込められた、高圧的な声がかけられる。

　俺は意識を切り替えて、しばらくは使わないだろうと思っていたあの姿、魔王ルックに身を包む。

　ここにいるのは魔王。たかが貴族が容易にやり込めることができる相手ではない。

　そう自分に言い聞かせ、俺も口を開く。

「何用だ。私の神聖な時間を邪魔する以上、それなりの覚悟があるのだろうな」

　声に自分のありったけの意志を、力を込めるようにして扉へと放つ。

　さぁ、開けられるものなら開けてみろ。

　ここで臆おくする程度の相手なら、オインクが遅れをとるとは思えない。

　そして扉を開けるのなら、せいぜいこの姿を目に焼き付けろ。

　幸いにして、今の俺は心に絆を染み渡らせた状態、絶好調だ。

　そして扉が開かれ、その隙間が徐々に広がっていく。

　そしてついに相手の顔が見えようとしたその時──

「公爵様。ここはギルドの管轄、たとえ貴方あなた様さまでもこのような狼ろう藉ぜきをされてはこちらとしても動かざるを得ないのですが」

「……ふむ、確か副長だったか。私はただ、もしかしたら今後顔を合わせるかもしれない相手に挨拶を、と思っただけなのだが」

　この事態に誰かが連絡したのか、先ほど俺にカードを渡した副長が駆けつけたようだ。

　残念、俺としてはここで一度先制攻撃でもしかけておこうかと思っていたのだが。

『くれぐれも王家にちょっかい出したりはしないように』と言われていたのだが、それはつまりフリだったんですね、分かります。

　いやまぁ今回は相手側からの接触でしたし？　結果としてニアミスで済んだのだからノーカンウントだ、ノーカウント。

「なんだか楽しそうな顔をしているよカイくん、どうしたんだい？」

「少しだけ面白くなりそうだな、なんて」

　恐らくオインクではもう、貴族側に与える影響に限界が来ているのだろう。

　物流と人心の一部をもぎ取り、国に比肩するまでになったギルド。

　だがそれではまだ足りない、まだ王国に根付く邪魔者を排除しきれない。

　だからこそ、俺なのだろう。

『富』と『名声』だけではなびかない公爵派の連中に、最後のピースを見せつける事で自分側へと引き込むつもりなのだ。

　それはつまり──

「圧倒的な『力』か」

　いいだろう、せいぜい機会を待つとするさ。

　俺は周囲が静かになるのを見計らい、店を後にするのであった。
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　翌朝。

　用意された部屋の素晴らしい寝心地のベッドの誘惑を振り切り朝の支度を済ませる。

　やはりこのベッドもオインクが改良したのだろうか。

　ともあれ、部屋を後にしてリュエのところへと向かおうとすると、丁度彼女が扉を開いて現れた。

　眠たそうな、まだ開ききっていない瞼まぶたで朝の挨拶をしようとするのだが──

「おふぁ……ぁぁ……」

「挨拶するのかあくびをするのかはっきりしましょう」

「うん……気持ち良すぎて熟睡しちゃったよ。先にロビーで待っていておくれ」

　女性の支度は時間がかかる。そしてねぼすけリュエさんならさらに倍はかかると見た。

　今日はこの街の依頼を確認して、その後街の散策に向かう予定だ。

　どうやら少し前に王国騎士団が周辺の魔物の一いつ掃そう作戦を展開したらしく、今ギルドに寄せられている依頼のほとんどが街中で片付けられるものばかりとなっている。

　なので、この街の構造を先に把握しておかなければ、というわけだ。

　だが実際には、ここに来る途中凶暴化した魔物と遭遇したのだし、その報告はギルドにも届いている。なので、恐らく今日明日あたりからそれに関連する依頼も出てくると思うのだが。

　階段を下りロビーへ出ると、冒険者が一斉にこちらへと振り向いた。

　この階段はレストランではなく、オインクの執務室やＶＩＰ（ＰＩＧ）ルームから直通の階段なので、ここから現れる＝ＶＩＰ待遇という認識だからだ。

　そのまま掲示板へと向かうと、街の外に関わる依頼が殆ほとんどないにもかかわらず、掲示板を埋め尽くさんばかりの依頼書が貼りだされていた。

　その多くが屋根の雪下ろしだったり、商会の資材置き場の雪かきだったりと、なんだかどこかで見たような、俺の故郷でよく見るような依頼ばかりが貼りだされている。

　中には、子供と一緒に雪だるまを作って欲しい、なんて依頼まであった。

　だがそんな微笑ましい依頼の中に、異彩を放つものが紛まぎれ込んでいた。

　まるで誘われるように、それに手を伸ばす。




『殺人鬼ニースの捜索および確保』

　半年前から立て続けに起きている連続殺人事件の犯人ニースを一緒に捜索して欲しい

　Ｂランク以上から受じゆ諾だく可能

　報酬　結果に応じて変動　応相談




　対人依頼、か。

　確かに人が平然と人を殺せる力を持つ世界だ、こんな依頼だってあるだろう。

　よくよく見れば、似たような盗賊団討伐やら、脱走奴ど隷れいの確保やら、少しだけ後ろ暗い依頼も隅すみの方に固められている。

　本当なら魔物でも狩って新しいアビリティの入手でも出来ればと思っていたが……。

「人を殺しても、手に入るものなのかね」

　そう、例えば強い力を持ち、異世界から召喚された人間とか──なんてな。

「生あい憎にくそこまで人でなしじゃない」

　彼、レン君だって本来ならば多感な時期、学生だろうに。

　こちらに手出ししてこない限りは生暖かく見守ってあげましょう。

　だが殺人鬼か……そんな相手ならば、良心も咎とがめない、か？

　もしも人間からもアビリティを入手出来るとしたら、それは俺に人を殺す目的が出来てしまう事に他ならない。

　もちろん、たとえ入手する事が出来たとしても、それを行使するか否かを自分の意志で決められるのなら問題はない。

　権力もだが、過ぎた力ってのは厄介なもんだね、色々と欲が出てしまう。

　自覚出来るだけマシだと思いたいが。

　とそのとき、ロビーがにわかにざわめいた。

　何事かと振り向くと、ちょうど朝の支度を済ませたリュエが階段を下ってくるところだった。

　うーむ、寝起きのせいか、どことなく色っぽい眼差しですな。

「お待たせ、カイくん。なにか面白そうな依頼は見つかったかい？」

「そうだな、やっぱり街中の手伝いが多いけど、子供と遊ぶ依頼まであったよ」

　開口一番男の名を呼び駆け寄る姿に、ロビーにいた冒険者一同が一斉に舌打ちをする。

　仕方ないね、俺も同じ立場だったら舌打ちしますとも。

　だが、やはり俺の未来予知もといテンプレ予想はあてにならないようだ。

　昨日のレストランでの一件もそうだし、たとえば今のこの状況だって、もしかしたら誰かが絡からんでくるかもしれないと思ったのだが、よくよく考えると、あの階段から下りてくるような人間に喧けん嘩かをふっかけるやつなんているはずがない。

　やはり俺の思考は古臭いのだろうか？

　アメリカの古き良きウェスタン映画とかだとお約束なんだけどなぁ。

「子供と遊ぶ……これ、楽しそうだね、ちょっとやってみたいかな……」

「ん？　子供好きなのかリュエは。じゃあ今日は下層区を見て回るか」

「うん。ほら、私のところに残ったエルフ達の子供の相手とかよくしていたんだ」

　昔を思い出すように、彼女は穏やかな表情を浮かべていた。

　じゃあ、リュエにはしばらくこの街で子供と遊んでもらうとしようか。




「やっぱり街の中でも寒いね、ローブが手放せないよ」

　ギルドから出て下層へと向かう。

　住宅の屋根を眼下に収めながら、それぞれの家の煙えん突とつから立ち上る煙に、ここに住む人間の営みを感じる。

　ああ、確かにこの光景は心が温まる。

　初日にリュエが『街並みが温かい』と言った意味を改めて理解した。

　坂道の途中には幾いくつか左右に道が続いており、その道にそって住宅が立ち並んでいる。

　他にも小さな商店が密集する通りや、一軒家が立ち並ぶ通り、そして集合住宅のような背の高い建物が立ち並ぶ通りと、想像以上に綺麗に区画分けされていた。

　そんな中、やや広い空地が点在する区画を見つけ足を向けると、そこには子供達が遊んだ痕こん跡せきが色濃く残されていた。

「ふふ、これはスノーマンを作った跡かな？　雪の少ない道が出来ているね」

「ああ、転がしたのか」

　その先には立派なスノーマン、いわゆる雪だるまがデンッとそびえ立っていた。

　他にも近くの壁には雪玉をぶつけた跡やら、何かオブジェでも作ろうと試みた残ざん骸がいやらが残されている。

　ただの空き地なのに、まるで遊園地のような楽しげな空気が今もここに残っている。

　ふと隣を見ると、その雪に刻まれた跡をどこか切なそうな瞳で眺めている彼女の姿が。

　……思うところが、あるんだろうな。

「なぁ、リュ──」

「いいなー！　私もみんなと遊びたいんだけど、やっぱり今日子供相手の依頼受けてもいいかな!?」

「あ、はいどうぞ」

「本当!?　じゃあ私は一回ギルドに戻るね」

　踵きびすを返し、猛烈な勢いで走り去る後ろ姿を見つめながら、ふぅ、と息を吐き出す。

　今のは思い出したとかじゃなくて、純粋に羨うらやんでいたんですか……。

　さて、俺はどうするかね？　一人で街を見て回るのも味気ないし一旦戻るか？

「あれ、カイさん、ですか？」

　どうするべきか頭を悩ませていると、背後から声をかけられる。

　振り返るとそこには、もこもこしたコートを着込んだ先日の小さな女騎士、カプルの護衛を務めていたソフィラさんが佇たたずんでいた。

「あ、昨日ぶりですね。おかげさまでとても美味しい日本酒が飲めました」

「それはなによりです。今日はどうしてここに？」

「いやぁ、依頼を受ける前に街の構造を把握しておこうかなーと思って……ソフィラさんこそ今日は非番なんですか？」

「はい、護衛の仕事を受けた人間は、二日間のお休みを頂けるんです。今日は母に頼まれたので買い物に行こうかと」

　なるほど、案外この休みを貰うために任務に志し願がんした人間もいるのかもしれないな。

　人によっては、お金が貰えてお休みまでもらえる美味しい任務だ、と。

　うむ、地元の人間がいたほうがなにかと助かるし、ちょっとお願いしてみようか。

「その買い物、一緒に行ってもいいですか？　街を覚えるのに丁度いいですし、荷物持ちくらいにはなると思うのですが」

　そう彼女に提案するのであった。
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「らっしゃい！　最近ご無沙汰だったじゃねぇかソフィラちゃん、任務だったのかい？」

「はい！　今日から二日間お休みなんです。今日はじゃがいも五つとポロネギ二本下さいな」

「あいよ！　ところでその隣の兄さんは……あれかい？　ソフィラちゃんは一足先に冬を越したって事なのかい？」

　さて、彼女に連れられてやってきたのは、この街の台所とも言うべき商店街だ。

　下層区にあるが、ここへは中層区の宿や飲食店の人間も食材の買い付けにやってくるため、ピーク時にはこの街一番の賑わいになる事もあるそうだ。

　そして八や百お屋やさんで案の定、俺がいるせいで彼女がからかわれてしまっていた。

　うむ、ここは助け舟を出さなければいけないな。

「彼女とは任務で一緒になったのがきっかけでした。本当、世話になりっぱなしで……」

「カイさん!?」

「え？　噓なんて言ってませんよ？」

「はは、なるほどな。中々面白い兄さんだな！　そんじゃこれはおまけだ、持ってきな」

　やだ、このやり取りめっちゃ楽しい。

　こういうやり取りが出来る八百屋さんなんて、昨今あまり見かけないからなぁ……そもそも商店街＝シャッター街なんて言われる場所すらあったし。

　まぁそれは俺の故郷が田舎だったせいなんですけどね。ジャス○には勝てないのです。

「もう……じゃあこのお野菜、持ってもらいますからね」

「よしきた。じゃあ次に行きますか」

　彼女は自分の用事を済ませながらも、この街について解説してくれた。

　ここはかつて不毛の地で、今みたいにおいそれと下層の人間が野菜を手に入れる事なんて出来なかったそうだ。

　それも七しち星せいの封印の影響なのでは？　と思ったのだが、いち早く解決した人間がいたらしい。

　それが、隣の大陸にかつて召喚されたという解放者だそうだ。

　詳しくは彼女も知らないらしいのだが、その人物がこの大陸へと渡り、寒い土地でも育つ作さく物もつ、そして枯れてしまった土地を癒いやす方法を伝えたそうだ。

　ううむ、その解放者というのは、前の世界で農家でも営んでいたのだろうか。

　ちなみにそれはここ最近の話ではなく、かなり昔の話らしい。

　残念ながらその解放者さんはすでに亡くなっているそうだ。

「じゃあ次は中層区に行きますね」

　彼女に連れられて、今度はギルドのある中層区へ。

　一般の人間はあまりここに来ないかと思っていたが、飲食店や酒場がある都合上、夕暮れ時になるとここに足を運ぶ人間も少なくないという。

　そして、ここには武具を取り扱う工房もあるのだが、鍛か冶じ職しよく人にんが副業として一般家庭の鉄製品の打ち直しや販売もしているらしく、今日も彼女の家の台所用品を受け取りにいくそうだ。

　ちょっとワクワクします、俺。

　実は俺も前の世界、まだ都心近くに住んでいた頃、鉄製品や台所用品専門店が多く立ち並ぶ街に遊びにいったりしていたんですよね。

　なので、ちょっとそういう工房に入るのが楽しみだったりします。

「うーん、やっぱり冒険者の皆さんは装備が自由で、少し羨ましいですね……」

「そういえばソフィラさんはロングソードを腰に下げていましたよね」

「はい。私の所属している隊の正式名称は『特別近衛このえ隊たい』というんですけど、王国騎士団の正規……と呼ぶのも変かもしれませんが、本来の近衛隊の装備とほぼ同じなんです」

　つまり、本来ならば近衛隊に選ばれる程の人間のための、一流の騎士でないと使いこなせないような得物を持たされている、という事だそうだ。

　……本当、ただの見かけ倒しの隊じゃないかそれ。

　それで護衛は大丈夫なのか、公爵さんよ。

「やっぱり近いうちにローガンさんに相談してみては？　そっちに転属出来ないか」

「そう、ですね……相談してみます」

　もし難しいようなら、俺も協力しましょう。

　そうこうしているうちに、耳に金を打つ音が飛び込んできた。

　通りの先を見ると、煙突から黒い煙をモクモクとあげている建物が軒のきを連ねる一角が。

　先ほどよりも冒険者の姿が目立ち、いずれも一ひと角かどの、ただの冒険者よりも幾分面つら構がまえの険しい、熟じゆく練れんの戦士を思わせる風貌だった。

　なるほど、出来合いの武器でなく、オーダーメイドや工房から直接買い付けるような余裕ある人間が多いのか。そりゃ熟練者が多いはずだ。

「この辺りは少し恐いかもしれませんが、我慢して下さいね？」

「あのね、俺一応リュエの相あい棒ぼうだからね？」

「……あ！」

　忘れていたんですか。いいんだいいんだ、俺あの任務で全然戦ってないし。

　そもそも自分のランクを名乗る機会すらありませんでしたし。

　いいよいいよー、俺は最強の聖せい騎き士し様のお付きのお兄さんですよー。

　なんて不ふ貞て腐くされたふりをしながら通りを進む。

　目的の場所は、他よりも幾分こぢんまりとしていて、入り口の看板にも包丁や鍋のレリーフが彫ってある一般家庭向けのお店も兼ねた工房だった。

　扉を開けると、奥の工房の熱気がこちらまで伝わって来ているのか、少し熱いくらいの空気が漏れだしてきた。

「いらっしゃいませ！　本日はどのようなご用件でしょう」

「あ、俺じゃなくてですね」

　つい、楽しみで先に入ってしまったが、俺の背後にいる彼女がお客さんなんですよね。

　完全に隠れてしまっていたようです。小さいからね、ソフィラさん。

「あ、ソフィラさん！　もしかして装備の受け取りですか？　整備の方でしたらすでに終わっていますよ」

「あ、そうじゃなくてですね、今日は個人的な用事の方で……」

「あ、包丁の打ち直しの件でしたか。もう、だめですよ？　あそこまで細くなった包丁で硬いものなんて切ったら」

「ごめんなさい、気を付けます」

　ほうほう、打ち直しとな。てっきり研とぎ直しくらいかと思っていたが、盛大に折ってしまったのか。

「こちらになります。サービスで新しい鋼はがねも打ち込んでおきましたから、まだしばらくは使えるはずですよ」

「ありがとうございます！　じゃあええとお代は……」

「いつも武具の調整をうちに任せてくれていますからね、これくらいで」

　ふむ、彼女が値段交渉をしている間に包丁を見せてもらおうか。

　おお、まるで新品、打ち直しの痕あとがうまい具合に波紋のようになっていて綺麗だ。

　よく見れば店内にもいろいろ展示してあるな。これは後でもう一度来なければ。

「じゃあ整備した装備はどうしますか？　荷車に積んでありますけど」

「ええと、今日は他に荷物があるので後で──」

「ああ、だったら俺が運びますよ」




　工房の裏から、剣や小手、槍やりの穂先が積まれた荷車を引いてやってきた店員。

　これは中々の重労働だが、いつも彼女は一人でこれをやっているのだろうか？

「では、お代の方は後日公爵家の方に請求しておきますね」

「はい、お願いします」

　公爵の私兵、もとい特別近衛隊ともあろう部隊が、こう言ってはなんだがこんな小さな工房に装備の整備を任せている事に若干の疑問を抱く。

　その事について彼女に聞いてみたところ、どうやらこの工房は元々騎士団の装備の調整を受け持っていた専属鍛冶師が始めた店らしく、その腕は確かだという。

　値段も良心的で、彼女は少しでも整備費を抑え限られた予算を節約しようとしてこの店を自分で見つけたそうだ。

　こんな良い子が不ふ遇ぐうな隊とかもう潰れちまった方が良いんじゃないでしょうか？

「よいしょっと。んじゃこれを上層区まで運べばいいんだね？」

「あの、大丈夫ですか？　坂道もありますしかなりの重労働ですけど……」

「さっきも言ったけど、俺はこれでもリュエの相棒で、結構強いんだってば」

　そんなに頼りないのかね、俺。おかしいな、結構がっしりしてると思うんだけど。

　脱ぐ？　今ここで脱いじゃう？　俺がキャラメイクした惚れ惚れするような筋肉披ひ露ろうしちゃう？

　まぁ、さらに言うとこの品々を全部まとめてアイテムボックスにしまってしまえば早いんですけどね。

　だが一応これは珍しい技能らしいので、あまり人前では使わない方がいいだろう。

　気合いを入れて荷車を引いてみる。あれ？　やっぱり余裕じゃないか。

　ほとんど重みを感じる事なく平然と進み始める俺に、店員さんもソフィラさんも目を丸くして驚いていた。

「ほら、案内お願いしますよソフィラさん」

「は、はい！　本当に強いんですね……てっきりリュエさんのお付きの人だとばかり」

　誠に遺い憾かんである。

　彼女に案内されギルドの前の坂道を上っていると、丁度副長さんが外へと出てくるところだった。

　俺の姿を見るや否や、そのやや冷たそうな表情を一気に変へん貌ぼうさせ、あわあわと狼狽うろたえ始めた。

　大丈夫、これは自分からやってるだけです、雑用係としてこき使われているわけじゃございません。そう意思を込めてアイコンタクトを送る。

「見て下さい、あの制服を着たギルドの職員さん。彼女はなんとギルド全体のナンバー２なんですよ。覚えておくといいと思いますよ、この街に来たばかりなら」

「あ、ああ。そうだね」

「実は私、もし騎士になれなかったら、そのまま冒険者ギルドの特別入団テストを受けてみるつもりだったんです」

「特別入団テスト？」

「あ、知らないんですか？　実はですね、ここの本部だけの制度なんですけれど、ギルド総帥直属の部隊というのがあるんです。その一員として迎えられる狭き門が存在するんですよ」

「へぇ、ソフィラさんは物知りなんですね」

「ふふ、実はですね！　数ヶ月前に解放者という人が異世界から召喚されて、その特別入団テストに合格したそうなんです！　けれどあくまで一般的な冒険者として動いてるみたいですけどね」

「本当、なんでも知っていますね。さすが地元民」

「ふふ、そうでしょう？　なんでも聞いて下さいね？」

　うん、なんかこの子可愛いからこのまま黙っておこうかと思います。

　よく出来た妹にいろいろ教わるダメな兄って感じですかね。

　坂を上り切り、彼女に連れられ貴族の館が集中している一画へと向かう。

　ここ上層区は大きく二つの区画に分けられており、商会が取り仕切る資材置き場や事務所、本部が密集した区画と、貴族の館が集中している区画がある。

　今回は彼女の勤務地である公爵家、この区画の中でもさらに上、王城区画に近い場所にある館が目的地だ。

　他の区画より綺麗に均ならされた石畳を進むと、一際大きな、本物の城がすぐ傍にあるにもかかわらず『お城のような』なんて形容を使ってしまいたくなる館が見えてきた。

「見えてきましたね。私が門番さんに話を付けてきますので、少々お待ち下さい」

　やはりあそこが公爵家のようで、彼女は一足先に向かっていった。

　だが、そのタイミングで門が開き、その瞬間彼女は大慌てで膝ひざを折り頭を下げた。

　門から現れたのは、まるでどこぞの夢の国でエレクトリカルなパレードでもしそうな、煌きらびやかな装飾の施された立派な……魔ま車しや？　馬以外の生き物が牽けん引いんしている。

　門番も姿勢を正し、たまたま近くにいた他の人間達も一様に姿勢を正していた。

　ん、作法とかあるのか、これ。

　ギルドに所属していても礼をしなければいけないのだろうか？

　そんな事を考え迷っているうちに、魔車が俺の傍へとやって来た。

　すれちがいざまに、窓から壮年を過ぎた初老の男性の姿が見えた。

　あれがカプルの後ろ盾であり、オインクがかつて仕留めきれなかったレコン公爵か。

「ありがとうございましたカイヴォンさん。ですが、覚えておいた方がいいですよ？　いくら王国に連なる人間でなくとも、伯爵以上の地位にいる貴族の馬車と上層区ですれ違う時は姿勢を正し、目を伏せるのが習わしですから」

「そうなのかい？　いや田舎者でね、わからなかったんだ」

「ふふ、仕方ないですねー」

　無事に荷物を運び終え、彼女の用事もこれですべて終わったそうだ。

　あとは家に帰るだけだというので、最後に彼女を送ろうと下層区まで一緒に向かう。

　道すがら、様々な習わしやこの街の風習、ちょっとした決まりごとなんかを聞いていると、路地の奥から子供達の楽しそうな声が響いてきた。

「逃がすな！　そっちに行ったぞ！　Ｃ班はトラップ発動の用意、Ｂ班は回り込め！」

「了解！」

　……なんか内容おかしくね。

　子供の声だけど内容おかしくね？　絶対に遊びで使う言葉じゃないと思うんですが。

「どうやら雪合戦をしているみたいですね。誰でしょう、この区画の子供と対戦しようとする命知らずは……」

「それってどういう？」

「この区画の子供は、大人でも勝てないくらい強いんですよ、雪合戦。あんまり強いから最近ではギルドに依頼を出して対戦相手を募つのっているそうです」

「……oh」

　リュエさん、健闘を祈る！
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「ぐやじいいい！！！！」

「大人げないぞ、リュエ」

　辺りも暗くなり、ソフィラさんを家へと送り届けた後にリュエを迎えに行くと、案の定びしょびしょの濡ぬれ鼠ねずみと化したリュエが泣きそうな顔で立ち竦すくんでいた。

　雪合戦で一度も勝てなかったらしく、最後まで一方的にぶつけられてしまったそうだ。

　まぁ地元の人間が勝負を避けるくらいだからなぁ、仕方ない。

「明日は魔術使ってやる……雪玉を自動で作って、それで飛ばすんだ……」

「そんなポンポンと新魔術を作らないで下さい」

　俺は形態が曖あい昧まいな闇属性だからある程度意思や思考で効果を変えられるが、普通の属性で新しい魔術を作るのって難しいんですよ？

　そんな事までして勝とうとする彼女に呆れればいいのか、それとも簡単にそんな事まで出来てしまう彼女に感心したらいいのか分かりません。

「ほら、とりあえず早く帰ってお風呂に入りな」

「うん……悔くやしいなぁ……」

　よしよし──あ、手が濡れた。今日のなでりこはこれで終わりです。

　待て、どうしてそんな嫌らしい笑みを浮かべてるの君。待って、頭こっちに向けてなにをする気ですか。

「ぐりぐりしてあげるよ！」

「やめないか！」

　リュエドリルを回避しながらギルドへと戻るのでした。




　ギルドの自室に用意されたバスルームで俺も汗を流し一息つく。

　街の構造もあらかた把握出来たし、明日から本格的に依頼を受けるつもりなのだが、さてはてなにを受けるべきか。

　今日見た中にあった対人関係の依頼、あれが頭から離れない。

　それはきっと、この世界で生きていく上で避けては通れない道だからだろう。

　やっぱり、慣れておいた方がいいよな。

　忌き避ひ感かんはある。だが同時に、今のうちに済ませておいたほうが良いとも思う。

　確かに俺の力は絶大だが、殺意を以もつて人に向ける事が出来るだろうか。

　……人の命を奪う事が、俺に出来るだろうか？

「本当、傲ごう慢まんだね、俺も」

　慣れるためだとかそんな理由で人の命を奪う決心をしてしまうのだから。

　これがこの世界に来た影響なのか、それとも抑圧されていた自分の本性なのか。

　深く考えるとドツボにはまってしまいそうな問題だが──それでも、もう決めた。

「カイくん、はいるよー」

　思考がやや黒く染まりそうになったタイミングで、中和するかのように真っ白リュエさんがやってきました。

　入浴を済ませたばかりなのか、髪も結わずにほかほかと湯気を立てている姿に、急激に思考が落ち着いてきた。

　ほかほかしてるね君、ちょっとお兄さんの頭の中もほかほかにして下さい。

「湯冷めするぞ、早く入りなされ」

「ふふふ、お邪魔します」

　そうだな、彼女は今日子供達と楽しく（？）遊んだんだ。そんな街に殺人鬼がいちゃあいけない。

　俺が捜査に加わったところで急激に事態が変化するなんて事もないだろうが、子供や住人に被害が出たら嫌だもんな。

　ゴチャゴチャ面倒な事を考えるよりも、ただ『正義のため』なんて綺麗事掲げて動いた方がやりやすい……キャラじゃないのは重々承知してますけどね。

「なんだか難しい顔をしているね？」

「ん？　ちょっと人を殺す決意をしたところです」

「ど、どうしたんだい急に……まさか！　私のグリグリに怒っているのかい!?」

「いやいやいや！　今日依頼の中に、この街で暗あん躍やくしている殺人鬼を捕まえて欲しいっていう依頼があったんだよ。相手が相手だ、もしかしたらの話さ」

　そう告げると、彼女はホッとしたような顔をした。

　いや冗談でも俺がそんな、リュエを手にかけるなんて言わんで下さい。

　それとも……そこまで俺は酷ひどい顔をしていたのか？

「……そっか。けどカイくんは人を殺した事、あるのかな？」

　唐突に、先程までのふざけた空気を消し去り、いつになく神妙な表情で彼女は問う。

「俺のいた世界でそんな経験をした事あるやつなんてそうそういないさ」

「対人依頼は、なにが起きても不思議じゃないんだ。だから、殺すと決まったわけではないけれど、覚悟はしておいてね」

「そうだな、ありがとう、リュエ」

　敢あえて問いはしない。彼女に『人を殺した事はあるか？』と。

　戦乱を生き抜き、長い時を過ごした彼女にそれを問うのは、失礼にあたる。

　彼女と俺の関係を一度取り除けば、そこに残るのは歴戦の戦士と、まだ人を殺した事もない新兵でしかない。

　だから、俺は聞かない。彼女の昔の出来事を、そして戦いの歴史を。

「カイくん、忠告しておくよ。容よう赦しやはしちゃいけない。許しを請われても、絶対に手を止めちゃいけない。もし君の身になにかあれば、私は私を止められなくなっちゃうから」

「もちろん、容赦はしないさ。俺がそんな性格に見えるかい？」

「……見えないね。君は、身内には甘いけれど、敵にはどこまでも残酷になれる、そんな人だと思うから」

　そう、その通りだ。

　俺はきっと、明確に敵だと定めた相手には、どこまでも残酷に振る舞う事が出来る。

　人の命を奪う機会がありふれているこの世界でも、きっとそれはかわらない。

　色々考えてはみたが、俺はたぶん、殺せてしまうんだろうな。

　だから色々と理由をつけてみたり、自分がまだ迷っているのだと思い込もうとしたのだろうな。

「じゃあ、今日は早く寝たほうが良いよ、ほら」

「なんで人のベッドで横になってるんですか貴女あなたは」

「……い、一緒に寝てあげよう、さぁ来い！」

　無言で退室、そして無人のリュエの部屋にＩＮ。

　おやすみなさい。
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「カイくん起きろー、ここは私の部屋だぞー」

「グェ」

　翌朝、腹部にダメージを負いながら目を覚ますと、楽しそうな顔をした犯人さんがこちらを見下ろしていた。

　彼女と共に朝食を摂り、今日こそ依頼を受けようと掲示板へと向かうと、どうやら彼女もリベンジに向かうらしく、昨日と同じ依頼を受けて下層区へと向かっていった。

　そして俺も『殺人鬼ニースの捜索および確保』の依頼書を剝はぎ取り受付へ向かう。

　どうやら中々この依頼を受けようとする人間がおらず、依頼者の騎士が諦めて依頼を取り下げようとちょうど今来ているらしい。

　なので、俺はそのまま依頼人のところへと連れて行かれる事になったのだった。

　四階の応接室ではなく、受付の向こう側にある依頼者用の応接室に通されると、そこには先日のローガンさんと同じサーコートを羽は織おった騎士が待ち構えていた。

　俺が依頼を受ける旨を伝えると、厳しい表情を浮かべていた騎士が頰を緩め、嬉しそうに立ち上がりこちらへと向き直った。

「まず、この依頼を受けてくれた君の勇気に感謝を。私は王国騎士団首都警護隊第二分隊長のホークという者だ」

「初めまして、冒険者ギルド所属のカイヴォンです。捜査依頼というものは未経験ですが、ご指導のほどよろしくお願いいたします」

「こちらこそよろしく頼む。事件の性質上、大々的に騎士を動かす事が出来ず、こうして協力を求めたのはこちらのほうだ。私も精一杯サポートすると約束しよう」

　白髪の混じった焦こげ茶色の髪をオールバックに固め、切れ長の鋭い眼差しのホークさんは、名前の通りどこか鷹たかを思わせる風貌だった。

　彼から確かに伝わる事件解決への熱意と、こちらを気遣う誠実な姿勢に、これから一緒に仕事をするのに申し分のない、良き相棒だと感じた。

「ではまず事の始まりから説明していこう」

　この事件は今から約半年前、一人の冒険者が殺害された事に端たんを発している。

　そのときは犠ぎ牲せい者しやが冒険者だった事もあり、同業者同士のいざこざの果てに死亡したと判断され、大事にはならずそのまま捜査はギルドへと回され、内部監査をするに留まったそうだ。

　だがその後も、二人目、三人目と犠牲者が出てしまい、大規模な事件となれば街の住人や貴族の手前王国騎士も動かざるを得ない、というわけだ。

　ちなみに、この場合動く騎士というのはソフィラさんが所属している特別近衛隊ではなく、国王指揮下の騎士達のようだ。

　というよりも、今現在王国騎士に所属している人間で、公爵が自由に出来る兵力はソフィラさんを始めとしたあの近衛隊だけだとか。

　まぁ、それでも傘さん下かに大勢の貴族がいる以上、その私兵も動かせそうなものだが。

　少々脱線してしまった思考を戻す。

　一番最近の事件は今から二週間ほど前の事らしく、そのときはギルド側、王国騎士側も警戒していた事もあり、四人目の被害者を出さずにすんだ。それでも被害者は大怪我を負ってしまい、再び狙われる事を恐れてこの街から出て行ってしまったそうだ。

　だがその証言により、犯人がかつてこの国で暗あん躍やくしていた殺人鬼だと判明、正式に『殺人鬼ニース』の犯行だと知れ渡る事となった。

「ニースはかつて暗殺者として活動していたという。だがこの地で大規模な貴族粛しゆく清せいが行われた際に姿を消したと伝えられていた。私も幼い頃、その名を親から聞かされたものだ。半なかばおとぎ話のようなものだと思っていたのだがな……」

　つまりニースとは、大人が子供に聞かせる『早く寝ないと◯◯が来るぞ』『悪い子のところには◯◯がくるぞ』そんな魑ち魅み魍もう魎りようの類として伝えられる恐怖の象徴だったそうだ。

　それ故に、この街に長く住む人間ほどこの依頼を避けてしまっていたと。

「なるほど、事件の大まかな概がい要ようは分かりました。では捜査方針はどのように？」

「そうだな、まだ細かい話を伝えていないが、それは実際に現場を見ながら話そうか」




　最初の現場への道を進みながら、ホークさんは最初の事件の詳しい説明をしてくれた。

「最初の事件は下層区で起きた。被害者はこの街出身の女性の冒険者で、帰宅後に襲われたのか家の中には激しい抵抗の跡が残されていた。そして、少し離れた空き地で遺体で発見されたそうだ」

　説明を受け辿り着いたのは、今日ソフィラさんと出会った場所のすぐ近くだった。

「ここは……近隣の住人は気が付かなかったのですか？」

「うむ。どうやら被害者は日頃から男性をよく自宅へと連れ込んだりしていたらしくてな、トラブルをよく起こしていたらしい」

　なるほど、いつもの痴ち話わ喧嘩かなにかと思われたわけか。

　確かにそれでは同業者同士のいざこざの果てに、と思われても仕方ないか。

「実際に発見された空き地へ向かってみようか」

　その現場ってもしかして……。




「ぎゃー！　ずるいぞお姉ちゃん！」

「ずるくない！　そっちばっかり罠とか挟み撃ちとかしてくるじゃないか！」

「きゃーまた追いかけてきた！　雪球がついてくるよー！」

「こうなったら俺が打ち返して──うひゃあ冷たい」

　……目の前の光景に押し黙る俺とホークさん。

　雪の積もった広場の真ん中で、エルフのお姉さんが無数の雪球を作成、操作し子供達を追いかけ回している。しかも自動復元ときた。

「こ、これはなんだ……魔ま法ほう師しが子供と遊んでいるのか……？」

「なんでもここの子供達が冒険者ギルドに遊び相手募集の依頼を出したそうですよ」

「そ、そうなのか……いやしかし、あの魔法師はすさまじいな……冒険者でなければうちに欲しい逸いつ材ざいだぞ」

　ま、まぁ一晩で雪合戦用の魔法なんて作る人ですからね？

　しかしこれでは捜査が出来ないな、一旦止めてもらうか。

　俺は駆け出し、走りながら腰を曲げ手で適量の雪をすくい取り一瞬で雪球を作り、そのまま無数の雪球を掻かい潜り彼女の後頭部にぶつけてやる。

　すると、その衝撃で雪の魔法を止めてしまった。

「リュエ、少しこの広場に用事があるんだ、子供達を集めてくれないか？」

「ひゃあ!?　え？　カイくんどうしたんだい？」

「ちょっとこっちの依頼でもこの場所に用事があるんだ」

　すると、こちらのやり取りを見守っていた子供達が近寄ってきた。

　そんな期待を込めた目で見ないで下さい、お兄さんは遊びにきたんじゃありません。

「お兄ちゃんすげぇ！　さっきの動きどうやったの！」

「こ、こんな風に走りながら一瞬で雪球作るの！　かっこいいな！」

　やだ、照れる。これでも雪国育ちだからね、年季が違うんですよ。

　少しだけなら付き合ってもいいかな、なんて思ったのだが、視界の隅でホークさんがなんとも言えない顔をしているので気持ちを切り替える。

「悪いな、今日は捜査できているんだ。ちょっと終わるまで雪合戦は待ってもらえるか？」

「えー！　ちょっとってどれくらいー？」

　どれくらいかかるのかと視線でホークさんに訊ねてみると、観念したかのように彼もこちらへと近寄ってきた。子供、苦手なんですね。

「二○分程度だ。すまないがそのあいだ、隅のほうで別な事をしていてくれ」

「ちぇー、じゃあお姉ちゃんなにかしてみせてよー」

　おっとここでリュエさんに無茶振りが。お兄さん少し気になります。

「私がかい？　うーん、じゃあ向こうで色々試してみようか」

　彼女に連れられて子供達は広場の隅へと向かい、その間にホークさんに説明を促うながす。

「こういった現場で子供が遊んでいると思うと、なんともいえない気分になるな……早く犯人を捕まえなければ」

「そうですね。これ以上子供達の居場所が減ってしまう前に」

　このまま事件が続いて犯行を重ねられたら、空き地すべてが立ち入り禁止になりかねない。

「この広場、今は雪が積まれている山があるだろう？　あの辺りで発見されたんだ」

「被害者の家から結構離れていますね……その、被害者の遺体はどういう状況だったのですか？」

　家ではなく、わざわざこんな場所にまで連れてきた理由。

　嫌な想像をしてしまうが、彼はその予想を裏切りこう告げた。

「死因となった首への切り傷以外、彼女の身体の損そん傷しようはなかった。ただ、衣服だけがすべて持ち去られていたようだ」

「衣服だけ……？」

「ああ、それ以外は首の傷のみだ」

　ふむ、随分とおかしな事件だな……性犯罪に繋がるのでは？　と思ったが、それとも少し異なるようだ。

　二人で事件の動どう機きを考えていたところ、子供達が再びこちらへと近寄ってきた。

「ねぇねぇ、お兄さんと騎士様って、なにか探しているの？」

「うん？　そうだね、ちょっと色々探しものをしているんだ」

「それじゃあもうないかもしれないよー？　前にここに、おっきい馬車がきてあるものぜーんぶ持っていっちゃったもん」

　ここにあったもの……？　空き地じゃなかったのか？

「ここにあったものというと……なにもなかったはずだが」

「分かんない。でも馬車が停まってたよ？」

　ふむ……なにもないはずの空き地に馬車か。いつ頃の話だろうか？

「お嬢じようさんや、それっていつ頃の話か覚えているかい？」

「うーん……まだ寒くなかったよ？　ずっと前！」

「じゃあ夏ころの話かな？」

「ううん、まだ暖かくなるまえー」

　この辺りの気候は詳しくないが、少なくともホークさんは時期を特定出来ただろう。

「ふむ、となると事件の時期とほぼ一致するな。教えてくれてありがとうなお嬢ちゃん」

　ホークさんがそうぎこちなく笑いかけると、少女は少しだけ怯おびえた様子でリュエの下に戻っていった。

　あ、ちょっと凹んだなこの人。

「……だから子供は苦手なのだ」

　どんまい、小さい子は大人の男の人を無条件で怖がったりするものです。

　その後、二件目三件目の事件現場を見てきた。いずれも路地裏や使われていない空き地と人通りが少ない場所だったのだが、最後の、唯ゆい一いつ殺されずに助かった人間が見つかった現場が問題だった。

「ここはギルドの目と鼻の先じゃないですか……それで取り逃がしたのですか？」

「そのようだ。もともと警戒していたのだが、まさかこんなギルドの側で襲われるとは思っていなかったのだろうな。それで、犯人が逃げた方向が──」

　彼が指し示すのは、ギルドよりさらに上、上層区。

　つまり今犯人は、上層区に潜んでいるかもしれないという事だ。

「正直、今回ギルドに依頼を出す決断をする際、色々と揉もめ事もあった。王といえど、やはり周囲の声を無視して国の兵力を動かすとなるとな……だが、上層区に逃げた可能性が出た途端に反対していた貴族連中が手のひらを返したのだ」

「現金な連中ですね」

「そうだな……もっと早く君と私のように組織の枠に囚われず協力出来ていれば、もしかしたらもうニースも捕まっていたかもしれないというのに……」

　そうぼやいた彼の表情は、悔しさに満ちていた。

　やはり現場の人間の方が、ひしひしと感じているのだろう。

　上にある僅かな歪みが、下に行けば行くほど大きくなり、それがこうした初動捜査の遅れに、そして被害の増大に続くのだと。

「絶対に、ニースを捕まえましょう」

「ああ、もちろんだ！」

　そして、一度ギルドへと戻りお互いの考えを話しながら今後の方針を固める事にした。

　ギルドに戻ると、受付の職員にミーティングルームとして四階の応接室を使っていいと言われ、ホークさんとともに早速向かう。

　やはりこのフロアに立ち入る機会なんて滅多にないのか、彼もやや緊張気味に周囲を見回している。

　そして応接室の扉を開くと、そこには一見しただけで高そうな、普段お目にかかれないと分かる調度品が取り揃そろえられていた。

「む、むぅ……このような部屋を使わせてもらえるとは……いささか緊張してしまうな」

「騎士団とギルドの合同捜査ではこういう場所を使わないんですか？」

「合同遠征はともかく、このように一緒に捜査するというのは実は初めての事なんだよ」

「そうだったんですか。じゃあ記念すべき最初の合同捜査、その捜査本部ですね」

「ははは、捜査本部か、それはいいな。では早速今日見て回った事、これまで分かっている事を踏まえてお互いの考えを発表してみようか」

　今日一日のまとめか。

　俺の中ではもう、被害者の共通点や状況から、ある程度考えがまとまっている。

　最初はただの猟りよう奇き殺人かなにかだと思ったのだが、おそらく違うだろう。

「結局被害にあった三人は全員、発見された時は着衣が残されていなかったんですよね」

「そうだ。外傷は揉み合った時についたと思われるものと、死因である喉の傷のみだ」

　そうだとすると、犯人は最初から殺すつもりなのではなく、他に目的があったと見た方がいいだろう。

　元々暗殺者として名を馳はせていたのなら、そもそも相手と揉み合うなんて事になった段階で失敗だ。

　それに最初の事件に至っては、近隣の住人の証言から襲われたのは家のすぐ傍だと判明している。にもかかわらず、実際には少し離れた空き地で発見されている。

　袋小路となっている空き地へ逃げるとは考えられない、恐らく犯人が運んだのだろう。

「恐らく、犯人は最初から殺すつもりではなく、どうにか無力化して共犯者の力を借りて拉ら致ちしようとしていたのではないでしょうか？」

　これが俺の推論。近くの少女が馬車を見たと言っていた事から、恐らく連れて行くつもりだったのではないか、と思ったのだ。

　二件目三件目ではこのような証言はなかったが、それこそ細心の注意を払っていたのだろう。

　一件目以降は下層の中でも昼に比較的人通りが多い場所に面した路地。

　通りに面した場所に馬車を置き、後から路地裏で無力化した被害者を回収する、なんて事も十分可能そうだった。

　まぁ、結果は三人とも殺害されてしまっているのだが。

「む、では三人は抵抗したために殺されたのか？　随分と乱暴な推論ではないか、それは」

「もしニースが誰かに雇やとわれていたとしたらどうでしょう？　雇い主の意向で、やつ本来の殺人能力を生かし切れない目的、つまり拉致目的で運用した結果だとしたら」

「なるほど……たしかに最盛期のニースは貴族相手の暗殺を行っていた……」

「ええ。なので今回も何者かの指示ではないか、と」

「……そうなると、被害者は行き当たりばったりではなく、最初から狙われていた事になるぞ？」

「はい。ですので、まずは被害者、助かった四人目も含めて共通点を探ってみましょう」

「そうだな。だが、今日は一旦ここまでにしよう。私も騎士団の方に今日の報告をしなければならない。それにニースの過去の事件も調べてみよう」

「では、俺も被害者の共通点についてギルドに問い合わせてみますね」

　さて、ここぞとばかりに権力と人の力を借りるとしますかね。
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「では、被害にあった方々が受けた依頼の履り歴れきや交友関係、周囲の評判などを調べておけばよろしいのですね？」

「はい、急にこんなお願いをしてしまい申し訳ないのですが」

「いえ、この件はギルドでも問題になっておりましたから。オインク総そう帥すいも本来であればすぐにこちらに戻って頂きたかったのですが……」

　確かに冒険者ばかりが狙われる事件なんて、ギルドそのものを標的にしていると見てもおかしくない事件だ、彼女が指揮をとるべき案件だろう。

　だが、彼女は今ソルトバーグに向かっている。

　彼女にしたら、外部から組織に攻撃を加えられるよりも、内部から組織を侵食される方が厄介なのだろう。

　それ故に、ソルトバーグのギルド長と領主の癒ゆ着ちやく問題を優先した、と。

　確かに組織の長ちようとしてはその判断は間違っていないだろう。

　ならば俺は、組織の長として行動する彼女の代わりに、直接的に動いてやればいい。

　幸いにしてこの件は、どちらかというと頭脳労働と思わせておいて、最後は力にものを言わせる案件だ。

　この街に根付く殺人鬼を、力でねじ伏せる。

　そう考えれば、なるほど実におあつらえ向きだ。

「では、俺は失礼しますね」

「はい、依頼の無事の達成を願っております」

　明日の報告を楽しみにしながら、俺は自室へと戻る。

　しかし依頼は一件だけでいいと自分で決めたにもかかわらず、一番厄介そうなものを選んだものだな、と自じ嘲ちようする。

　だが逆にリュエはすでに、依頼と呼ぶには少々簡単すぎるが一件終わらせている。

　それにもかかわらず今日も同じ依頼を受けるという働きっぷりだ。

　ただ遊びたいだけとも言えるが、報酬はどうなっているのだろうか？

　そろそろ夕暮れ時なのだし、戻ってきてもおかしくないとは思うがさてはて……。




　それから少し待ってみたのだが、隣の部屋にリュエが戻る気配もなく、気になってロビーへと向かう。

　すると、丁度彼女が受付の向こう、今日俺がホークさんと最初に会った応接室から出てくるところだった。

「どうしたんだ、リュエ」

「あ、カイくん。なんだか私に指名依頼というか、会いたいっていう人がいるらしくて話を聞いてきたんだ。ただ、色々面倒な予感がするから、一度カイくんに相談しようかと思って」

「会いたい人？　それは一体誰なんだ？」

　まさか懲こりずにカプルが接触してきたのだろうか？

「ええとほら、公爵だよ公爵。レンコン公爵」

　なにその泥まみれで穴だらけな煮物に向いていそうな公爵さん。

「ああ、レコン公爵か。一応この国の重じゆう鎮ちんだし名前くらい覚えてあげようか」

「さっき聞いたばっかりなんだけど、おかしいな……」

　オインクと争った相手の名前なんて覚える気がないんですね、分かります。

「行ってみたらいいんじゃないか？　ついでに俺も一緒に」

「あ、じゃあ連れが一緒だったらいいよって門番に言えばいいのかな？」

「それでいいだろ。わざわざ連絡なんてしてやらなくてもいい」

　そういう俺もこの扱いである。

　考えが大雑把になっている感が否めないが、あのカプルとグルになっているくらいだ、どうせ碌ろくな人間じゃないだろう。

　まぁたとえ敵対する人間の店だろうと、美味しいならばレストランまで足を運ぶその心意気は評価しましょう。

「じゃあ明日のお昼に来てほしいって言われているから、行ってみようか」

「了解了解。あれだぞ、服装は適当でいいからな、俺も適当で行くから」

　魔王ルックはしかるべきときまで取っておきましょう。

　この際だ、俺の地位や正体は必要に迫られたときまで隠してしまえ。




　そして翌日受付に顔を出すと、今日はホークさんがこちらに来られないという話を聞き、ならばちょうどいいと早速出かける準備をする。

　魔王ルックではない通常の装備一式に身を包み、一冒険者としての姿になる。

　そしてリュエもいつもの冒険者スタイルの上からローブをはおった。あくまで冒険者として会いに来たのだと暗に示すつもりだろう。

　まだ昼と呼ぶには早いが、端はなから向こうのペースに乗るつもりはない。早速向かうか。

「今日は少しだけ暖かいね、ローブは必要なかったかな？」

「いや、それでいいと思う。リュエを見せたくないというかなんというか」

「むっ、私はどこに出しても恥ずかしくない立派なリュエだよ？」

「立派なリュエって……いやぁ、なんかこう、敵側の人間、それも男に我らがリュエさんを見せたくないんです」

　もっと言うと、君ミニスカートだから女騎士をとっかえひっかえ（予想）な人間に見せたくないんです。

　独占欲というなかれ、これは親心というものです。

「うん？　なんだカイくん、ちょっと可愛いぞっ、うりうり」

「調子にのらんで下さい」

　軽めのチョップ。




　彼女の言うとおり、今日は昨日よりも気温が高く、通りの雪も溶け始めていた。

　だが中途半端に溶けた雪は滑りやすく、また飛び散りやすく服が汚れるなんて事もよくあるわけで。

　今も馬車が通った影響で服に染みを作ってしまった人間がチラホラと見受けられる。

　そんな中、上層区の貴族街にたどり着いた俺達は、公爵の屋敷を目指す。

　前に来たときはソフィラさんの手伝いという意識があったためなんとも思わなかったのだが、改めて周囲を見回せば、どの屋敷も中層区までの建物とは一線を画した規模を誇っていて、自分が場違いな場所に迷い込んでしまったようでいたたまれない。

　例えるならヨレヨレのＴシャツと短パンでも穿はいて銀ぎん座ざの街にでも来たような。

「カイくんは公爵の屋敷の場所を知っているのかい？　さっきから迷いなく歩いているけれど」

「ああ、前にソフィラさんが荷物を届けるのを手伝ったんだ」

「むむ……あの子とお仕事したのかい？　いつの間に」

「君が街の見物をほっぽり出して子供と遊んでいる間にです」

「あーそっか、そういえばあのときはごめんね、予定を狂わせちゃって」

「大丈夫、リュエがあの子達と仲良くなってくれたおかげで捜査もしやすかったし」

　それに、興味深い証言も得られた。

　あの子の言った『夜に馬車が停まっていた、何かを持って行った』という証言は、俺の推論を固める一番の判断材料になったといえる。

「見えたぞ、あの屋敷だ」

「うわ、随分大きいね、庭だけでギルドの建物まるまる飲み込めちゃうくらいだ」

　彼女の言うとおり、門からちらりと見えただけでもかなりの広さを誇っていた。

　すると屋敷の様子を窺っていた俺達に、門番の女性が高圧的に声をかけてきた。

「ここはレコン公爵閣下のお屋敷だ。あまり怪しい真似はしないでもらおうか」

　そりゃそうですよね、すみません。

「あ、ごめんよ門番さん。昨日ここの家令のお爺じいさんに呼ばれたのだけど、聞いていないかな？」

「家令のお爺さんだと？　ふむ、誰かお屋敷まで確認に行ってみてくれないか」

　今回は彼女に任せ、俺は後ろに控えておく。

　少しすると、騎士が老年の男性と共に戻り、その男性はリュエの姿を見るやいなや、喜びの表情を浮かべる。だが、その背後にいる俺を見た瞬間、その表情を一瞬怪け訝げんなものに変えた。

「リュエ様、よくいらして下さいました。本日は我が主に会って頂けるという事でよろしいのでしょうか？」

「私の連れが一緒ならね。もしダメならこのまま帰らせてもらうけれど」

　やや高圧的にそう提案したリュエに、家令の男性も困った顔をこちらに向けてくる。

　自分から遠えん慮りよして欲しいのかね？　お断りします！

「……少々お待ち下さい」

　そう言い残し、彼は再び屋敷へと戻っていった。

　この庭って屋敷から外の門まで結構距離あるよね。なんか申し訳ない気がしてきた。

　少し待つと、またまた屋敷の方から家令の男性が急ぎ足で戻ってきた。

　すでに息が乱れ始めている様子で、顔も赤くなりつつある。

　暖気といっても冬ですからね、冷えた空気を取り込むと結構辛いものです。

「おま……おまたせしました……お連れ様も、一緒にどうぞ……お屋敷の方へ」

「分かったよ、じゃあお邪魔するね」

「お邪魔します」

　肩で息をしていた彼は、そのまま崩れるように門番の女性に寄りかかり詰所に運ばれましたとさ。

　敷地内を見回すと、美しく刈り込まれた植木に、まるで粉砂糖でもかけたように雪化粧が施ほどこされており、陽光を受けてキラキラと輝いて目を楽しませてくれた。

　この暖気で溶け出しもせず、道にも濡れ雪一つないこの庭園に疑問を抱くも、すぐに前を歩く氷属性のエキスパートさんが解説してくれた。

「これ、前に見た照明魔導具と同じだね。この庭一帯に魔力が充満しているみたいだ」

「へぇ、じゃあどこかにそれを維持している魔導具があるのか」

「そうみたいだよ。物凄いお金持ちなんだろうね」

　成金趣味ってほど見た目が醜しゆう悪あくではない分、あまり非難出来ないのが悔しいところ。

　見れば植木だけでなく、雪像や氷のベンチ、そして綺麗な花をそのまま透明な氷に閉じ込めた花か壇だんまである。

　ここまでくるとさすがに悪趣味な気もしてくるな。

　やがて屋敷の玄関に辿り着くと、自動的に扉が開かれた。

　広い、まるで小さなコンサートホール並みの広さのエントランスホール。

　その先にはお約束のような大きな階段と、踊り場の壁にかけられている巨大な肖像画。

　そのあまりに典型的な大貴族の屋敷のような有様に、少しだけ笑いを漏らす。

　そして──

「よく来てくれたな、白はく銀ぎん持ちの冒険者、リュエ」

「呼び捨てを許した覚えはないよ、坊や」

　瞬間、先ほどまでの外気の何十倍も冷たい空気がリュエから発せられる。

　そのあまりにストレート過ぎる敵意と魔力の奔ほん流りゆうに、思わず一歩下がりそうになる。

　だがそれは向こうも同じようで、確かに数歩退いていた。

　……俺よりも恐いんじゃないですか貴女。

「……失礼した、リュエ殿」

「それで、何の用事だい？　私が今ここにいるのは、組織の立場ある人間として最低限の義務を果たすためなのだけれど」

　まるで別人。

　どこまでも冷たい、底冷えするような言葉に、彼女がいかに仲間以外の、明確に敵だと判断した相手に厳しいのかを突きつけられた思いだった。

　そしてそれは、間違いなく俺の気質と同じもの。やはりどこか俺と似ているのかもしれないな。

「組織の、か。リュエ殿は今の組織に属する事に、あの総帥の下で働いている事に納得しているのかね？」

「そうだね、少なくとも彼女はそんな話をこんな場所ではしないから、彼女の方が何倍も待遇が良いとは思うよ」

「く……その通りだ。どうぞこちらへ」

　はい今入りました、一○○パーセントダメージ反射のカウンター。

　それが効いたのか、ようやく公爵は踵を返し、俺達を屋敷の奥へと案内するのだった。




「さぁ、こちらで少々お話を聞かせてもらえないだろうか？　出来れば、二人で」

「私は連れと一緒で、と言ったはずだよ」

「そう聞いた。だから屋敷にはお二人で来てもらったが、ここからは少し込み入った話になるので──」

　恐らくカプルからリュエの話を聞いたのだろうが、やはり一緒に依頼を受けた俺の事は聞いていないようだ。男には興味がないんですね、分かります。

　ふむ、これは逆にチャンスじゃないのか？　ほぼノーマークで一人にしてくれるなら、色々と探る事も出来るだろう。

「リュエ、話くらいなら聞いてもいいんじゃないか？　俺は別室で待機しているよ」

「えっ？　わ、分かった……話だけなら聞こうか」

「公爵様。どうかリュエの機嫌を損なわないようにお願い致します。彼女がその気になれば、恐らく俺も公爵様も同じ道を辿る事になってしまいますので」

　ちょっと釘を刺しておこうか。

「ふむ、それはどういう意味だね」

「一瞬で、屋敷が氷漬けにされます」

　声色を真剣なものに変え、目に力を入れて公爵の瞳を見つめる。

　誇張や虚きよ偽ぎ、ハッタリではないと知らせるために、ありったけの意思を込めて。

　そして彼もエントランスでのやり取りを思い出したのか、喉を鳴らす。

「では、俺はそうですね……この立派な屋敷や庭園を見て回っても宜よろしいでしょうか？」

「あ、ああ。よかろう」

　言質は頂いたし、じゃあ好きに出歩かせてもらいますかね。

　リュエの力を警戒している以上、その連れである俺に大きくは出られないだろうし。

　虎の威いを借るようだが、まぁいいだろう。二人と別れ、この屋敷の散策へ向かう。

「ウサギと思ったらそっちも虎とか、酷い話だな」

　案外、もう詰んでるのかもな、お前。




　屋敷の中を歩き回ってみたものの、やはり重要な部屋はカギがかけられており、特になにか面白いものが見つかるでもなく、大人しく屋敷の外に出た。

　すると、そのタイミングで門が開き、一台の馬車がこちらへ向かってきた。

　咄とつ嗟さに近くの雪のオブジェに隠れたのだが、少々見覚えがある外観に身を乗り出す。

「ああ、カプルの馬車か、あれ」

　気付かれないように駆け寄り、客車の後ろに張り付く。

　念のため剣を背負い、アビリティをセットする。

［五感強化］をセットした瞬間、車輪の音が耳に突き刺さるが、意識して音を取捨選択すると、中の話し声がクリアになり、まるでその場にいるかのように耳に届く。

「ほほう、では現在来客中ですか……では少々待たせて頂いても？」

「もちろんでございます。お連れ様と一緒にお部屋に案内させて頂きます」

「しかしこの時間に私が来るのは伝えていたはずですが、なにか火か急きゆうの知らせですかな」

「いえ、先日カプル様のお話を聞いた主が、是ぜ非ひその人物に会ってみたい、と」

「おお？　では今あの屋敷にあの白き聖騎士がいるのですか」

「ええ」

「ふむ……これはうまくいけば一気に……」

　なにがうまくいけば一気にどうなるんですかねぇ？

　ちょっとお兄さん、内なる殺意が滲にじみだしてきちゃいそうなんですが。

　だが、新たに聞こえた三人目の声に思考を再び落ち着ける。

「おいおい、俺の役目はもう終わりか？」

「いいや、それはそれ、これはこれだ。まだまだ物足りない」

　ふむ、どうやら馬車の中にいるのは、先ほどの家令の男性、カプル、そしてカプルの用心棒のような人間のようだ。

　やつの事だから用心棒も女性だろうと思ったが、違ったようだ。

　だが、せっかくなのでこのまま屋敷までついて行く事にした。

　彼らが案内された部屋の隣、恐らく同じ応接室だとは思うが、鍵もかかっていなかったのでそこで再び盗み聞きを開始する。

　すると、どうやら部屋に手紙でも置かれていたのか、紙のこすれる音がした。




「ふむ、念には念を、か。これを持っておけとのご命令だ」

「ほほう、よほどご執しゆう心しんと見える。そこまでの相手なんですかい？」

「あまり詮せん索さくするな。その名前を継いだのならな」

「悪かったな、俺は先代と違っておしゃべりなんだよ」

「今回は間違うなよ？　分かっているな？」

「へへ、結構気に入ってんだろアンタも」

「あれはまた別な機会に頼む。お前も白銀持ちとやり合うのは骨だろう」

「さてどうだかな？」




　ええ……なんかもう捜査の必要がないくらい怪しいんですけど。世が世なら任意同行待ったなしなんですけど……。

　これはもう帰ったらすぐに被害者の共通点を調べないといけないな。なんか道筋が見えてしまったけども。

　それからしばらくお隣さんのお話を聞いていたのだが、決定的な発言はせずに、ただひたすら女について語っていた。

　なんというか、特殊な性せい癖へきをした方々でした。

　すると、今度は部屋の外、というよりも屋敷の外から声が聞こえてきた。

「カーイカイカイカイカイ、カーイカイカイカイカイ」

　間違いなくそれはリュエの声、そしてまるで野生の動物を呼び寄せるように連呼しているのは俺の名前。

　捜すにしてももう少し呼び方があるでしょう!?

　静かに部屋を後にして、動物王国でも建国しそうな彼女の下へと向かうのだった。
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「野生の動物を呼ぶのに良いって見た事があるんだ。それで出てこないかなーって」

「身体が痒かゆいのかと思いました」

　背中をごしごしとこすってやると、くすぐったそうに身をよじるリュエ。

　彼女が言うには、俺の名前が相手に知られないようにするための作戦との事だが、納得しかねます。

　だが、実際にはあの場にはカプルもいたのだし、間違った手段とも言い切れない。

　まぁ俺が姿を現した瞬間、ものすごく嬉しそうだったのでそれで納得しておきます。

「それで、結局なんの話だったんだ？」

「また勧誘だったよ。今よりも確実にお金も、力も、地位も約束するって」

「それでどう答えたんだ？」

「ただ断るのもなんだから、彼に聞いてみたんだ」

　リュエは公爵にこう聞いたそうだ。『それを手に入れて次はどうするのか？』と。

　公爵は三大欲求を満たす事、そして贅沢な暮らしが出来ると説といたのだが、リュエは一言『つまらないからお断りします』と切り捨てたそうだ。

　たしかにそうだな。究極を突き詰めると、自分の娯楽のために人はなにかを求めているのかもしれない。

　権力しかり、金しかり、力しかり。

　だが、すでに俺もリュエも、自由に生きるのに十分すぎるほどの力を持っている。

　そして俺達は旅をする事が楽しく、力を振るい日々の糧かてを手にしている。

　そんな相手に贅沢やら欲望やら権力やら説いたところで、なびく訳なんてない。

　ましてや、最初から相手はオインクの敵だと俺達は知っているのだから。

　そうだな、気持ちよく旅に戻るためにも、早急に解決してしまうか。

「リュエ、ギルドに戻ったら少し相談がある」

「うん？　今晩は出来れば温かいスープが食べたいかな」

「献こん立だてじゃないです」

　ギルドへと戻り、俺はすぐさま副長の下へと向かい調査の進行状況を尋ねる。

　すると、どうやら三人が受けた依頼に共通する点が見られたらしく、その資料をまとめておいてくれたそうだ。

　本当に有能すぎですこの人。オインクが留守を任せるのも納得だ。

「オインク総帥は早ければ三日後には戻ってくる予定となっておりますが、この件はどうしましょうか？」

「それまでに片づけますよ。彼女には事後処理と、俺が事を大きくした場合の収拾に尽力してもらいます」

「本当に総帥と肩を並べられるのですね。そのようにあの方を使う人は初めて見ます」

「気に入らないかもしれませんが、今回だけお願いします。適材適所ってやつです」

「いえ、気に入らないなんてとんでもない。ようやく、あの方の隣に並ぶことが出来る人間が現れて、内心ほっとしているくらいですよ」

　副長は、まるで母を思う娘のようにしみじみと、心の底から安心したかのような表情でそう告げたのだった。




　翌日、前日に姿を現さなかったホークさんがギルドを訪れたのだが、その表情には悲ひ壮そう感かんとも罪悪感ともとれる色が浮かんでいた。

　何事かと話を聞いてみると、どうやら昨日は一日中懲戒処分というか、雑務を強引に押し付けられていたそうだ。

　そして思い当たる要因が、かつての暗殺事件、ニース関連の資料を求めた事だと。

「すまない、せっかく君が資料を揃そろえてくれたというのに、私の方はこのていたらくだ」

「過去の汚点を探るようなものですし、仕方ないかもしれませんね……」

「そうだな……だが、唯一分かった事がある。ニースはどうやら襲しゆう名めい制せいの名前で、建国当初からその名前が使われていたらしい」

　その話を聞き、俺はさらに確信を強める。

　そして俺の昨日見聞きした情報と集められた資料から導き出された推論を聞かせる。

　公爵の館で聞いたカプルとその用心棒と思われる男の会話。

　恐らく公爵からのものであろう手紙と、名を継いだと言われた用心棒の男。

　そして『白銀持ちとやり合う』という言葉。

　被害にあった女性が皆、過去にカプルの商会に関わる依頼を受けていた事。

　そしてこの大陸には白銀持ちは現在一人しかおらず、その人物もまたカプルの護衛を務めていた事を。

「ここまで話せばもう分かりますよね。被害者が全員女性なのは確認済みですし、いずれも容よう姿し端たん麗れい。女好きなやつが手を出しても不思議じゃありません」

「しかしそれで殺すというのは……」

「ただの拉致失敗か、それとも異常な性癖でも持っているのか、それは分かりません。ですが、探りを入れる価値はありませんか？」

「探り……どうするつもりだ、潜入捜査なんて私の権限では不可能だぞ？」

「それなのですが、今回は捜査に協力してもらいたい人がいるんです」

　俺は自分が呼ばれるのを今か今かと待ち構えているであろう外の人物に声をかける。

「リュエ、入ってくれ」

　扉を開けて現れた彼女は、どこから持ってきたのか変装用と思われるサングラスとコート、そしてマフラーを使い顔を隠していた。

　いや、それがなんのつもりか分からないが、たぶん間違っている。

　昨夜のうちに俺は彼女に、もしかしたら狙われているかもしれないと伝え、そして相手を誘おびき出す囮おとりになってもらえないかと依頼した。

　ちなみに、彼女はちゃっかり報酬を要求してきており、その内容は『いつか私のお願いをなんでも一つ聞く事』だそうだ。

　なにを命じられてしまうのか内心ビクビクしております。

「リュエ、いいからその格好をやめなさい」

「謎の協力者Ｒとは私の──え？　これダメなの？」

「協力者が不審人物とか不安でしかありません」

　ホークさんもすっかり呆れ顔でこちらを見ている。その表情には若干の怒りのようなものも見え隠れしている。

「無断で捜査員を増やすのは認められていないのだが……」

「申し訳ありません。ですが、彼女が一人で路地裏を歩いていたとしたらどうです？」

　それを告げると、ホークさんは表情を変えこちらに詰め寄る。

　恐らく、察したのだろう。俺がなにを思って彼女をこの場に呼び出したのかを。

「それは認められない！　万一があったらどうするつもりだ！」

「問題ありません、同意の上です」

　すると、ようやく服装を元に戻したリュエが、ややもったいぶって懐ふところからあるモノを取り出し、それをホークさんに差し出した。

「これは……失礼しました！　まさか貴女が白銀持ちだったとは知らずに先日は……」

「私は誰が来ても大丈夫だよ。だから安心して任せて欲しいんだ」

　リュエの強さは、俺自身が誰よりも知っている。

　もちろん心配だってしているが、それ以上に俺は彼女の強さを信頼している。

　だからこそ、このような手段を選んだのだ。

「……しかしそうなると、想像以上に事が大きくなるかもしれない……まさかカプルと公爵が出てくるとなると……」

「恐らく、追い詰める事が出来てもカプルまででしょうね。ですが、そこからなんとしてもたどり着いてみせます。幸いにして、もう二日もすればギルドの総帥がこの街に戻ってきます」

　そう、この作戦がうまくいけば、カプルまではたどり着けるだろうし、そうなればギルド副長と同等だという俺の権限で商会への強制捜査も可能になるだろう。

　間違いなく公爵側からの圧力もかかるが、オインクが来るまでならば凌しのぎ切れる。

　方法はまぁ……ゴリ押し、あの姿で力にものを言わせる形になってしまうが。

「そうか、オインク殿が戻られるのか……どうやら私は、もしかしたらこの国の節目に遭遇している最中なのかもしれないな」

　感慨深く呟いた彼の顔には、俺では測りきれない、様々な思いが混ざり合って出来たような表情が浮かんでいた。

　思えば、俺が出会った騎士、ローガンさんもソフィラさんも組織の歪いびつさを感じていた。

　そして今目の前にいる彼もまた、自分が身を置く組織が正常ではないと思い知らされる出来事が、これまでいくつもあったのだろう。

　それがもしかしたらこの一件の先で、正常に戻るのではと思い至ったのかもしれない。

「囮捜査の許可を、頂けますか？」

「……分かった。確保し次第すぐにギルドへと連行出来るように手筈を整えておく。城の独房では公爵派の人間の邪魔が入るかもしれないからな」

　唸うなるように決意の言葉を告げる彼を見ながら、俺も今一度覚悟を決めたのだった。
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　早速作戦を煮詰め、実行に移す。

　副長にも協力をお願いし、一般人のふりをしたギルドの人員を上層区のカプルの商会とレコン公爵の屋敷の周囲に配置してもらった。

　万が一ニースが逃亡した際の潜せん伏ぷく先さきを特定するというわけだ。

　そしてリュエは囮という事で、剣も装備せずに私服姿でこれから街に繰り出す予定だ。

　これにはホークさんも難色を示したが、軽くリュエさんと腕うで相撲ずもうをしてもらい、男のプライドをズタボロにされるという形で納得してもらいました。

　いやぁ……この上補助魔法で強化されるとか、見かけ詐さ欺ぎにも程があるだろ。

　そして俺はやや後方で、武器のアビリティを速度重視の構成にしてつかず離れず後をつける、と。

「じゃあ俺はリュエが外に出て少ししてから出発するから、リュエは好きに観光して、折を見て人通りの少ない通りへ向かってくれ」

「うん、あまり露ろ骨こつにならないように、自然にだね？」

「本当に大丈夫だろうか……たしかに実力は痛感したが、魔導具を持ちだされる可能性も……」

「大丈夫だよホー君、私はむしろそっちの方がやりやすいくらいさ」

「ホ、ホー君……」

　まーたこの子は変なアダ名つけて。

　フレンドリーなのは分かるんですけど、さすがに相手を選びましょう。

「ふふ……そうか、ホー君か。ははは」

　喜んでいらっしゃる。




　リュエがギルドを出発してから五分程してから俺達も出発する。

　彼女はどうやらこの辺りの飲食店を見て回っているようで、店先の看板のメニューを手元のメモ帳に書き込みながら歩いていた。

　ふむ、気になるお店をチェックしているのだろうか？

　出来れば一緒に見て回りたかったのだが、我慢、我慢だ。

　そうして彼女は、中層区を隅々まで観察して歩いたのであった。

　彼女が上層区に差し掛かろうとした時、一緒にいたホークさんが口を開いた。

　ちなみに、彼も今日は私服です。

　……大の男が肩を並べて歩くってのは、なかなか目立つと思うんですけど。

「犯人がカプルの下にいるとしたら、ここからが本番だ。彼女の尾行が始まるとしたらこのあたりからだろう」

　その言葉を聞き、こちらも気を引き締めなおし、アビリティの構成を確認しなおす。




【ウェポンアビリティ】

　［移動速度２倍］

　［素早さ＋15％］

　［逃走成功率＋50％］

　［硬直軽減］

　［全能力＋５％］

　［アビリティ効果２倍］

　［ソナー］




　速度を重視し、なおかつ入り組んだ構造の路地裏では活躍しそうな［ソナー］をセットする。これでマップ上に相手を捉えれば、見失うことはないだろう。

　ここに［五感強化］も入れたら便利だと思ったのだが、人通りが多く賑わっている場所でセットすると、他の雑音まで過か剰じように拾ってしまい逆効果だという事が分かった。

　確認を済ませ、再び前方のリュエの様子を窺うと、上層区の貴族街ではなく、商会がひしめく方の通りへと向かうところだった。

　交通量も多く、ここでいきなり襲われるという事もないだろうと一息つく。

　それから少しして、彼女は通りにある商店を物色し始める。

　そして一つの商品を手に取り支払いを始めた。

「ホークさん、合図です。そろそろ引き返して人通りの少ない場所に行くみたいです」

「そうか、いよいよだな」

　あらかじめ、彼女が行動を起こす時の合図として『なにかを買う』と決めていた。

　そして踵を返し、再び中層区へむけて歩き出すのを確認し、俺達も先んじて中層区へと引き返し、そのまま下層区へと向かう。

　人通りが少ない場所、そしてこれまでの犯行現場から考えて、一番犯行に及び易いであろう資材置き場を決戦の場として用意してある。

　ここは以前彼女が依頼で訪れた場所ではないが、子供達がよく遊んでいる広場だ。

　そして今日、子供達はギルドから派遣された人間につれられて別な場所で遊んでいる。

　筋書きとしてはこうだ。

『子供達のためにお土産を買ったリュエが、今日はいないとも知らずに人通りの少ない空き地を訪れる』

　さて、これで騙だまされてくれればいいのだが……。

　俺達は先回りして資材置き場の隣、今は使われていない管理小屋に身を潜めて待つ。

　そして、人通りが少なくなった事で俺は再び［五感強化］をセットし、耳を澄ます。

　聞こえてくるのは、側にいるホークさんの息遣いと心音、そして──少し濡れた足音。

　彼女が空き地へとやってきたようだ。そして、ぽつりと言葉を漏らす。

『今日はいないのか……』

　その演技の呟きが最後の一押しとなったのだろうか。

　俺の強化された聴ちよう力りよくが、唐突にもう一つの足音を捉えた。

　すぐさま隣のホークさんに目配せをし、ニースが現れた事を知らせる。

　そして次に聞こえてきたのは、くぐもった若い男の声と、ポスンと雪に何かが倒れこんだかのような音だった。

　その瞬間にはもう、俺は小屋から飛び出してしまっていた。

　今の音はなんだ、リュエが倒れたのか？　そんなまさか早過ぎる。

　文字通り一瞬で空き地へ辿り着くと、そこには雪の上に倒れ伏している一人の人間。

　そして、なにが起きたのか分からないといった風に目を瞬またたかせるリュエの姿。

「リュエ、一体どうしたんだこれは」

「誰かの気配がしたと思って振り返ったら、次の瞬間にはもう……」

　すぐさま倒れている人物に近寄り、うつ伏せに倒れている身体を足でひっくり返す。

　全身白ずくめで目出し帽を被ったその姿は、いくら季節が冬だとしても許容できない程の怪しさを放っている。

　そしてそいつの手には、金属製のタクトのような道具が握られていた。

　俺がそれに手を伸ばそうとすると、背後から彼女の待ったの声がかかる。

「カイくん、それは魔導具みたいだね。ちょっと私に任せてくれないかな」

　彼女に検分を任せたところに、丁度ホークさんが追いついてきた。

　一瞬この状況に困惑するも、彼はすぐさま縄と手て枷かせを取り出し、倒れた人物を厳重に拘束していく。

「こいつがニースなのか……随分と呆気ない幕切れだが……」

「リュエ、なにか分かったかい？」

「たぶんこれ、相手の意識を強制的に失わせる効果があるみたいだね。これで背後から私を襲おうとしたんだと思うけど、私が振り向いた時には彼が気絶するところだったよ」

「跳ね返したのか……？　あらかじめ魔法を使っていたのかい？」

「いや、使っていないけど……もしかしてコレのおかげなのかな？」

　そう言って、彼女は髪につけていた髪飾りを取り外す。

　俺が以前プレゼントした羽の形のバレッタだ。

　注意深くそれを調べているリュエを見て俺も思い出す。

　この髪飾りには『つけた人間を守護する』という逸話がある事を。

　結局この品を持ち込んだ商人は大損したようだが、どうやらしっかり彼女の事は守ってくれたようだ。

「うーん……詳しくは分からないけど、なにか魔法が付与されてるみたいだね。私の魔力ですらうまく通らないで反射してしまうよ」

「じゃあやっぱりこれが跳ね返してくれたんだな」

「うん、そうだね。カイくんのおかげで助かったのかな？」

　そう言われてしまうと、むず痒がゆいような照れくさいような。

　だがしかし、お兄さん忘れてませんよ、貴女魔導師ですよね、それに聖騎士。

　君、もともと魔術耐性ものすごく高いですよね。

　それを指摘すると『うん、当たってもたぶん無効化されていたと思うよ』との事。

　ともあれ、俺達は気を失った男をギルドへと連行したのだった。
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　ギルドには、今回のような件や、問題を起こした冒険者への制せい裁さいに使われる懲ちよう罰ばつ房ぼうが存在する。

　現在、俺はホークさんと共に厳重に拘束され寝かされているニースを見下ろしていた。

　すると、うめき声を漏らしながら目覚めたニースが、こちらの姿を見るや否や辺りを見回し、すぐに状況を察したのか不ふ遜そんな態度をとりはじめた。

「なんだよこんなところに連れて来て。介抱するならもうちっとマシなところに──」

「ニースだな。お前には聞きたい事が山程ある」

　その言葉を途中で遮さえぎり、高圧的に俺が声をかける。

　そしてすぐに隣の鎧姿のホークさんに目配せをすると、彼は最敬礼をしながらキビキビと退出していった。

「折せつ角かくレコン公爵から魔導具も借りたのにこの有様だ。まさか、仮にここから出られたとして無事に済まされるとは思っていないだろう？」

　いきなり公爵の名が出てくるとは思っていなかったのか、その表情に動どう揺ようが走る。

　その瞬間、こちらは意味ありげにニヤリと笑みを浮かべる。

　相手が隙すきを見せたのなら、ここからは俺の得意分野だ。

　あらかじめ、ホークさんにはニースの目覚めと共に外に出るように言ってある。

　その際、さも俺が特別な人間だと思わせるように、敬意を以て対応するように打ち合わせ済みだ。

　恐らくこいつは俺を『公爵の配下、それも王国騎士に一目置かれる存在』とでも思ったのではないだろうか？

「お前も災難だな。カプル程度に使われるハメになって」

「……テメェなにもんだ」

「お前ら二人が指令書を受け取ったときに側で様子を見ていた人間だ。俺も公爵に呼ばれていた身なんでね」

　噓は言っていない。だが、こいつからすれば『まさか他にも自分達と同じ指令を受けた人間がいたのか』と勘かん違ちがいをする。

　幸い、ヤツが目を覚ましたのはこの懲罰房。ここがギルドの中だとは思っていないだろう。

「後始末は終わらせておいたが、一つ聞きたい。何故お前は女共を全員殺したんだ？」

　聞きたい事を可能な限り聞き出すために、俺は悪役を演じ続ける。

「元々俺は暗殺専門だ。それに、なんだかんだでカプルも楽しんでいたみたいだぜ？　俺は止とどめを刺す瞬間の表情が好きでな、記憶用魔導具で保存してんだ」

　俺には理解出来ない行いを自じ慢まん気げに語る男と、それを喜び収集していたであろうカプル。

　理解は出来ない。だが、確かにそういう人間もいる事は俺も知っている。

　恐らくこれ以上こいつから聞く事はないだろうと、俺はそいつの自慢話を途中で打ち切り踵きびすを返す。

　この発言で、一先ずカプルの商会へ強制捜査をする大義名分は得た。

　後は──

　だが、その時俺は聞いてしまった。

「あの白銀持ちは殺しちゃいけないらしいが、あれだな、お楽しみの最中にでもナイフをチラつかせたら楽しそうだよな。きっと締まりが──」

　ああ、ダメだろ。

　正直、他人が酷い目にあっていたとしても『へぇ、酷い話もあったもんだ』と感想を抱く程度の人間だ、俺は。

　こうして捜査にあたったわけだが、根底にあるのはアビリティを取得出来るのだろうか？　俺は人を殺せるのだろうか？　そんな自分本位の感情と、僅かばかりの正義感。

　そこに、被害者の無念を晴らすやら、敵かたきをとるやら、そんな感情を持ちあわせてはいなかった。

　もし機会があるのなら、この手で命を奪う事も厭わない、その程度の気持ちだった。

　だが、こいつは一瞬でそんな俺の気持ちを踏み越えて、決して触れてはいけない領域に飛び込んできてしまった。

　気がつけば、俺の剣はニースの頭を深々と貫いていた。

　頭の中に、俺の行き過ぎた感情を急激に落ち着かせるようなメッセージが流れる。

「……そうか、人を殺してもアビリティは手に入るのか」

　一瞬の出来事だったが、それでも確かに覚えている手に伝わった感触とその表情。

　怒りのせいか、それとも最初から覚悟を決めていたからか、はたまた『精神力』のステータスの恩恵か、これといって罪悪感、忌き避ひ感かんを覚える事はなかった。

　ただ、折角捕らえた相手をあっさりと殺害してしまった事へのいわゆる『やってしまった』という気持ちがある。

　……まぁ良い、とりあえずホークさんに説明しようか。




「……つい、カッとなり衝動的に、か」

「ええ、申し訳ありません」

「君が得た証言だけでは、カプルの下に向かう事は出来ない。それは理解出来るだろう」

　その表情は厳しく、恐らくこの後の雲行きに懸け念ねんを抱き始めたのだろう。

　だが、俺は彼にまだ伝えていない事がある。

　一緒に仕事をするのなら、なるべく対等な立場で、遠慮なく意見を言い合える方がいいと今まで隠してきた事を、告げよう。

「ホークさん。すぐにギルドの職員に、副長を呼んでくるようにお願いして下さい。カイヴォンが呼んでいると」

「……なにをする気だね？」

「お願いします、今すぐに」

　訝しみながらも、彼は足早に部屋を去る。

　さて、ここからはようやく、大義名分を以て動く事が出来る。

　少しすると、彼が副長に付き従うようにして戻ってきた。

　やはりギルドの副長ともなるとその地位は並の貴族より遙はるかに高いらしく、ホークさんもまた、彼女の後ろに控えるようにして姿勢を正していた。

「カイヴォン様。ここで彼が死んでいるという事は、もう彼から聞くべき事は聞いたのですね？」

　さすがに女性とはいえ副長を務めるだけはあり、彼女は部屋の惨さん状じように眉一つ動かさず、淡々と確認に入る。

　俺もその言葉に頷き、これから動いても良いかと指示を仰ぐ。

「では、このルールだけは守って下さい。カプルの殺害、及び口封じをされる事。そして無関係の人間を殺害しない事。ただし、雇われた護衛等に剣を向けられた際はその限りではありません」

「公爵の息の掛かった王国騎士が嗅かぎつけて集まってくる可能性は？」

「屋敷の内部に公爵に繋がる証拠がある場合も考えられます。可能な限り早急にカプルを確保していただければ、その後はギルド側で拘束します。騒ぎになれば商会内に騎士が立ち入ろうとするかもしれませんが、そこは仕方がありません、最低限の時間稼ぎだけお願いします」

「俺が攻撃された場合は？」

「攻撃されないようにする事が可能でしたらそれを。不可能ならば、すぐにその場を立ち去って下さい」

　トントン拍子に話が進み、一人置いてけぼりをくらい困惑していたホークさんが、ようやく口を開く。

「な、なんの話をしているのですか。彼に、カプルの下へ行けと言っているように聞こえたのですが」

「ええ。ですが、これはまだ公に出来ない事ですので、今はこちらの指示に従って下さい。ホーク様はこの後、我々に事のあらましと、彼との捜査内容を全て報告して頂きますので、別室でお待ち下さい」

　その言葉に、やや納得しかねる様子だが頷く。

　さて、じゃあ最後に──

「では今から俺は、どう動けばいいでしょうか？　ひっそりと速やかにですか？　それとも、自分の存在を誇こ示じするかのようにでしょうか？」

　俺が質問をすると、普段あまり表情を変えない副長が、ようやくその顔を愉ゆ悦えつに歪めたのだった。

「存分に、貴方の存在をこの国に魅せつけて下さい」

　その答えに満足し、俺は久しぶりにまたあの姿になるのだった。
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　上層区へと向け、俺は歩みを進める。

　道行く人が進路を開け、周囲の視線がこちらに集まってくる。

　だがそんな最中でも、内心『少し恥ずかしい』なんて事を考えているわけですが。

　だがそれでも、この一件はこの後の展開、すなわちオインクがここに戻り、そのまま公爵へと牙を届かせるための布石になるのだからと自分を鼓こ舞ぶし、周囲の注目をさも当然のものだと、むしろ心地良いくらいだと思い込む事にした。

　気分はそう、刑事ドラマで今まさに犯人のアジトへと突入する主人公のような、そんなシチュエーションだと自分に言い聞かせる。

　上層区へとたどり着き、馬車や商会の使いがひしめく通りを進む。

　やはりここでも皆こちらを避け、道を開ける。そしてついに──

「やっぱりデカいな」

　周囲の商会事務所に比べて、明らかに二回り以上は大きいその建物の前にたどり着いたのだった。

　やはりここまでの規模となると、入り口にはしっかりと門番がおり、明らかにタダ事ではないこちらの様子に警戒を強めている。

　俺はその門番の方へと歩み寄り、声をかける。

「ギルドから来た者だ。これから少々立ち入り検査をさせてもらう。手荒な真似はするなと言われている。ここを通してもらえないか」

　恐らく、今の自分はとても恐ろしく映っているだろう。

　相手が身体を一瞬硬直させ、半歩後ずさる。

　だが、向こうも自分の職務を全うしようと動き出す。

　こちらに槍を向け、威い嚇かくを込めて一歩踏み込もうとする。

「治療費はギルドに請求してくれ」

　申し訳ないが、こっちも緊急なんです。大人しく眠って下さい。

　先手を打ち掌しよう底ていを顎あごに食らわせ昏倒させる。かなり手加減したが、それでも心配だ。

　やっぱりね、職務に忠実だっただけの相手を手にかけるのは流石に申し訳ないんです。

　そしてそのまま扉を開け放ち、中へ向けて大きな声を上げる。

「強制捜査だ！　今すぐカプルをこの場に連れて来てもらおうか！　抵抗するものにはあらゆる暴力が許可されている！」

　ちょっとばかしハッタリをかましてみると、職員達が急ぎ事務所の奥へと向かい、それとほぼ同時に、先ほどの門番とは違い、少々粗そ暴ぼうな様相の男達が次々とあらわれる。

　なるほど、やはり荒事用の人間を抱え込んでいたか。

　これならば遠慮する必要はないと、こちらも剣を構え今一度周囲に宣言する。

「あくまで、歯向かった人間にのみ裁さばきを与える。早々にカプルをここに連れて──」

「うるせぇ！」

　目の前の男が一人、話の途中で槍を構えて突進してくる。

　ああ、これが本当の横槍を入れる……ってやかましいわ！

　仕方なしと、見せしめの意味を込めて迎え撃つ。

　まずはその槍を摑つかむ。鋼鉄製の、恐らく相当な重量のあるそれを、手首を返すだけで先端をぐにゃりと折り曲げる。

　まるで熱した飴あめのように簡単に曲がってしまったそれを見て、男が引きつった声をあげるも、時すでに遅し。

「申し訳ないが刀剣の類はＮＧ」

　未だ槍を摑む男を得物ごと引き寄せ、その勢いのまま剣を突き立てる。

　やはりもう、殺人に対してなにも感じないんだな。

　この状況に興奮しているのか、それとも大義名分を得たが故の安心感か、はたまた相手が先に武器を向けてきた事により罪悪感が消えたのか。

　一瞬、ほんの一瞬で人一人をあっさりと殺害してみせた事により、ようやく他の職員、そしてごろつき連中の顔に恐怖が浮かび上がった。

　そしてそれを後押しするかのように、俺は『テラーボイス』を発動して再び周囲に宣言する。

　本来は相手の敵意を跳ね返して麻ま痺ひさせるというこの技。

　だがこの技により、俺の声が深い暗い闇の底から響いてくるような恐ろしいものに変化する。

　……正直自分でも長時間聞いているとけっこうゾクゾクします。

「か、会長は既に地下の倉庫に駆け込みました……」

　するとどうだろうか。職員の一人が顔を真っ青にし、膝をガクガクと震わせながら声をあげたではないか。

　周囲を見れば、残ったごろつき連中を始め、警備の人間やすべての職員が膝を折り、遠目で分かるくらい身体を震わせていた。

　すでに抵抗の意思はないと判断し、俺も剣を収め、勇気ある職員に声をかける。

「地下の倉庫にはなにがある？　外への避難通路でも隠されているのか？」

「い、いえ……そういった類のものは」

「ではなぜ」

「た、立て籠こもるつもりなのでは」

　なるほど。そこで時間を稼ぐ事により、騒ぎを聞きつけた王国の騎士、そして公爵の手の者が助けにくるだろうという算段か。

　まぁそんな事はさせないんですけどね？




　地下への階段を下りると、細い通路に幾つもの扉があり、それら一つ一つが保管庫となっているようで、そこを探ってみても一向にカプルの姿を見つける事が出来なかった。

　が、その通路の果てに一際巨大な、まるで銀行にある金庫のような金属製の重厚な扉が待ち受けていた。

　軽くノックをしてみても、内部に空間があるような音もせず、どうやら相当な厚さを誇っているようだ。

　これではこちらの声も届かないだろうと、俺はウェポンアビリティを一つ追加する。

［以い心しん伝でん心しん］をセットする事により、範囲内であれば言葉を伝えられるようになる。

　この力を使い、恐らく内部に潜んでいるであろうカプルに声をかけた。

「もう逃れられんぞ。ニースを使いギルド所属の人間を殺害した罪、そしてギルド所属の白銀持ちへの襲撃。すでに証言も得た上での強制捜査だ」

　すると、中から息を飲む音と困惑の声が聞こえてきた。

　そりゃそうだ、本来聞こえてくるはずのない声が頭の中に響いてきているのだから。

『ひっ!?　なにを言っている！　お前こそもう終わりだ！　ありもしない証拠をでっち上げてこの私の商会に……お前はもう終わりだ！』

　確かに、この鉄壁の守りを崩さないかぎり、ヤツは自分の罪も認めなければ、諦めもしないだろう。

　自分はただそこにいるだけで勝利出来る、助けが来ると信じているのだから。

　さぁて……この扉は龍神を封じていたあの氷より強固なのでしょうかね？




【ウェポンアビリティ】

　［生命力極限強化］

　［コンバートＭＰ］

　［硬直軽減］

　［簒さん奪だつ者しやの証あかし（闘とう）］

　［悪あく食じき］




　俺は剣のアビリティを組み替える。今回のコンセプトはずばり削さく岩がん機きだ。

　毎秒回復するＨＰをＭＰに変換し、さらに攻撃の硬直を減らす。

　最後にダメ押しとしてセットした［簒奪者の証（闘）］は、攻撃を外さないかぎり攻撃速度を最大１５０％まで上昇させるという効果だ。

　そして今回の標的は目の前の鉄扉、外す要素がない。

　ちなみに［悪食］はおまけです。いやぁ、だっていかにも頑丈そうな扉だし、もしかしたら武器の性能が上がるかもしれないじゃないですか。

「というわけで、せーの」

　ガツンガツンと連続して突き技を放つ。

『無駄だ！　この扉はアダマンチウム合金で出来ているのだからな！』

　なにやら凄そうな名前。しかし、確かにその自信を裏付けるかのように、俺の連続突きを受けてもなお、貫通する兆きざしを見せない。

　まぁそれでもどんどん穴が深くなっているんですけどね。

『ふはははは、無駄だ無駄だ！　こちらには食料も水もある。このまま助けがくるまで籠ろう城じようさせてもらうからな！』

　どうぞどうぞ、こっちは広がっていく穴を観察していますから。

　段々と手が痺れてきたが、最後の抵抗をやめたように、急に剣が奥深くまで突き刺さる。開通工事完了だ。

　そのようやく空いた穴を覗き込むと、カプルが顔を青くさせ、まるで恐ろしいものでも見たかのように震え上がっていた。

　いや普通に恐ろしいわ。これ立場逆ならそうとうなホラーじゃないですかね？

　扉を叩く殺人鬼が、穴を空けてこちらを覗き込むような……間違いなく恐い。

「さぁ、大人しく出てくるか、それとも引きずり出されるか、好きな方を選べ」

　その最後通告は、カプルの心をへし折るのに十分な働きをしてくれましたとさ。




　カプルを拘束し商会から出ると、ギルドから来た応援と王国騎士団が睨にらみ合いをしていた。

　鎧の意い匠しようから察するに、間違いなくあれは公爵の手の人間だろう。

　よく見れば、その駆けつけた騎士団の中に一際背の低い騎士の姿が。

　ああ、よく見なくても間違いなくソフィラさんですね。

「副長、カプルの確保が完了した。商会内への立ち入り捜査を開始してくれ」

　未だ睨み合いを続ける両陣営へと歩み寄り、ギルド側の先頭に立つ副長に声をかける。

　彼女の瞳に、僅かばかりの困惑が浮かぶ。

「では、カイヴォン様はこのままカプルをギルドまで──」

「いや、俺はこの場に残る。すぐに商会内部の捜査に移ってくれ」

　恐らくこの均衡を破る事を躊ちゆう躇ちよしているのだろう。

　無理に屋敷内に立ち入ろうとした瞬間、騎士達に動く口実を与えてしまうと。

　なぁに大丈夫。だって──

「安心しろ、彼女達は一歩たりとも中に入れさせはしない──『邪魔をするのなら、容赦なく潰させてもらう』」

　再びテラーボイスを発動しながら剣を大地に突き刺し、そこから空へ向かって魔導を放つ。

　自分の足元から円柱状に黒炎を立ち上らせ、その余波で周囲の人間が一歩後ずさる。

　これはただのこけおどし。破壊力なんてありゃしません。

　だがそれでも、今の姿とこの声、そしてこの魔導の規模を見てなお敵対しようとする騎士はこの場に存在しなかった。

　騎士達は商会へと突入するギルドの人間を追う事も出来ず、ただ立ちすくむ。

　そして俺も、捜査が終わるまでただひたすらカカシのように待つのだった。

「う、狼狽うろたえないで下さい！　いいんですか、任務はカプル様と商会を守る事ですよ!?」

　ただ悔しそうにこちらを見ていた騎士の中から、勇ましい声が上がる。

　よりによって貴女ですか！　今回ばかりは大人しくしていて下さいソフィラさん。

「く、見習いは黙っていなさい！　私は嫌よ……死にたくない」

　しかし、彼女はようやく騎士らしい任務を得られた事に興奮しているのか、周りより一回り小さな鎧甲冑姿でズンズンと歩み寄ってくる。

「大人しくカプル様を解放なさい！　この方は王家所縁ゆかりの品を取り扱う大事な人間。ギルド側としても、王家と事を構えるのは本意ではないでしょう」

　フルフェイスヘルムで顔が隠れているが、間違いなくソフィラさんだ。

　こちらはすぐに分かったというのに、向こうはこちらが誰なのか分かっていない様子。

　ううむ、少し顔が隠れて目が変わっているだけだというのに。

「この男はある事件の重要参考人だ。ここで引き渡せば、そのまま雲隠れしかねん」

「確たる証拠があるのですか？　それがなければ、本当に国を二分しかねないのですよ」

「俺が証人だ。これでも冒険者ギルドの副長と同待遇でな、それなりの発言力がある」

　一向に引く気配を見せなかった彼女だが、ここまできてようやく勢いが弱まる。

　先程まで一行を押しとどめていた副長と同じ待遇。

　武力と権力を示した事により、ようやく騎士団が大人しく事の成り行きを見守る事を決断したのだった。




「カイヴォン様、商会内にて被害者女性の衣服が見つかりました」

　程なくして、副長からその知らせを受ける。

　衣服って……気持ち悪すぎるだろ、さすがに。

「……聞け、証拠が見つかった！　これより連行する、道を開けろ！」

　思わず足元にいるカプルに侮ぶ蔑べつを込めた視線を向けると、なんとも表現しがたい表情を浮かべた後に頭こうべを垂れた。これは認めたと思っていいんですかね。

　ちなみに、この知らせを聞いた公爵家から駆けつけた騎士の面々（全員女性）もまた、さすがにこの状況で任務を続行しようとは思わなかったのか、矛を収めたのだった。
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　さて、ここからは時間との勝負だそうで、ギルドに連行されたカプルはすぐさま取り調べを受け、そのまま本件を国側に報告する運びとなるそうだ。

　俺の役目は、いずれこの件が公おおやけになる時の証言と、恐らく最後まで抵抗するであろう公爵側への牽けん制せい、抑止力だそうだ。

　故に、今は大人しくその時を待つようにと言われ、ようやく長いようで短い一日を終えたのだった。

「なんだか急に疲れたな……」

　自室へ戻り、装備を全て外してベッドに身を投げ出す。

　頭の中にあるのは、今日の一連の出来事と、これからの事。

　とうとう人を手にかけてしまったという事実と、恐らくこの先に待ち受けているであろう国の中枢への招しよう致ち。

　まぁ、殺人に関しては今もなんの感情も湧わいてこないのだが。

「ステータスの影響だと思いたいが……案外こんなものなのかね」

　なんとなく、自分ならこんなものだろうという意識も心のどこかにあったんですよ。

　人より見切りをつけるのが早すぎて、人より見限るのが早すぎて……。

　正直、一歩間違えれば社会不適合者の烙らく印いんを押されるような、そんな性格だ。

　……案外、こっちの世界に来て正解だったのかね。

「なによりも、ここには──」

　とその時、タイミングを見計らったように思考を中断するノック音が響く。

「カイくん戻ってきたのかい？　いるなら開けておくれー」

　──そう、ここには彼女がいるのだから。

　ベッドから跳ね起き、扉を開け彼女を迎え入れる。

　結局、リュエは襲撃された後、すぐさま使われた魔導具の解析に回されたらしいのだが、その後なにか収穫があったのだろうか？

「どうだった？　なんだかギルドが慌ただしいみたいだけど」

「無事にカプルを連行したよ。今は今後に向けて副長さんが頑張ってる」

「そっか。ねぇ、カイくん？」

　突然彼女が表情を引き締め、こちらの顔を覗くように正面へと回りこんできた。

　どことなく心配そうな表情を浮かべ、じっと見つめてくる。

「……うん、いつものカイくんだ」

「ああ、いつもの俺だよ」

　そうか、俺がニースを手にかけてしまったと聞いて心配してしまったのか。

　たとえ人から力を得られると分かっても、自分が平然と命を奪える人間だと分かっても、俺は俺、変わりはしない。だから、もうそんな顔をするな。

　つい、未だ不安そうな顔をする彼女の頭に手を伸ばす。

　すると、彼女は目を細め俺のこの手を受け入れてくれた。

　……少なくとも、この撫なで心地の良い頭が目の前に来る限り、俺は大丈夫だ。












　なでりこなでりこ、今日はいつもより余計に撫でております。

「ふふ、髪飾りが外れちゃうよ」

　ああ、やっぱりこの世界に来られて、本当に良かった──




　翌日、副長に呼ばれリュエと共にオインクの執務室へと向かう。

　未だこの部屋の主は戻らないが、副長がその席で今回の顚てん末まつを語ってくれた。

「結局、カプルは犯行を認めましたが、あの屋敷から公爵に繋がる手がかりは見つかりませんでした」

「俺が屋敷で連中のやり取りを聞いた、というだけでは証拠としては難しいですか？」

「現段階ではそうですね。ですがまだ目はあります。今回の件でカイヴォン様の王国内での地位、権力を与えるか否かの判定がこちら側に傾きそうです」

　どうやら今回の一件で『ギルドだけに力ある人間を置いておくのはいかがなものか』という意見が上がり、こちらの首に鎖くさりをつける意味でも『国に所属する人間として高待遇で迎え入れるべきだ』という流れになってきているらしい。

　まぁどこまでの地位を与えるかでまた協議が難航しているそうだが、ここにオインクが加わる事で、更に流れをこちら側に引き込む事が出来るだろう、という話だ。

　まだ決め手に欠ける状態だが、ここで動くよりはオインクを待つ方が吉か。そう決断したとき、執務室に一通の書状が届いた。それを副長が開封し中身を確かめると──

「協議の参考に、カイヴォン様に会いたいとこの国の宰さい相しようから打診がありました。お受けになられますか？」

「これは好機かもしれませんね、このまま中枢に向かうためにも。宰相はどんな人です？」

「あの方はあくまで中立、恐らく純粋にこちらを見極めるつもりかと」

　見極める、か。実際問題、大きな権力を得てもそれを振るう機会なんてないだろうし、正直、今回の事だって根底にあるのはオインクに借りを返すという意味合いが大きい。

　なにせ依頼そのものはもうニースとカプルを処断した事で終わっているのだから。

　だが、そうだな。俺が権力を得ることでオインクが悲ひ願がんを達成出来るのなら、それで面倒なしがらみを強引に取り払う事が出来るのなら──

「カイくん、頑張ってね！　たぶんこれに全てがかかってるんだから！」

「やめて！　プレッシャー掛けるのはやめて！」

「ふふふ、大丈夫大丈夫。いいかい、カイくんはどんな時でも最強なんだ。私がそう決めたからね、だからどんな相手にも絶対に負けないんだ」

　無邪気な笑顔でそう言われてしまうと、こちらとしてはぐうの音も出ない。

　ああ、そうだとも。俺は最強を降くだした最強。これくらい、なんて事はない。

　なるほど……世のお父さん方が、自分の子供に『お父さん頑張れ！』って言われた時、きっとこんな気持ちなのだろう。

　よし来た、宰相だろうがなんだろうが、望む結果を奪いとってやろうじゃないか。




　それから二時間ほど自室でリュエと共に時間を潰していると、宰相がギルドに到着したとの知らせを受ける。

「さて、じゃあ俺は行ってくるよ」

　ベッドでごろごろしている彼女にそう告げ、完全装備で気合いを入れ部屋を後にする。

　先方はすでに応接室で待っている。本来こちらが先に待機しているべきなのだろうが、あえて後から入室し、先制攻撃を仕掛けるつもりだ。

　仮面も、瞳も、翼も、角も。

　全てに覇は気きをみなぎらせるようにして、その扉に手をかける。

　この姿に相応ふさわしい振る舞いを。この場を支配するに相応しい迫力を。

　そして、ゆっくりと扉を開く。

「失礼する」

　部屋に一歩を踏み入れて、すぐさまソファーに座る老人に視線を送る。

　さぁ、どう反応する？

「も……」

　え？

「も……もうし……も、もうし」

　待って、俺まだ『失礼する』しか言ってないんですけど。

「ももももももももも申し訳ありませんでした……なんなななんとお詫わびびび」

　あ、この国にも土下座の文化ってあったんですね……なんか本当にすみません。




　ようやく落ち着きを取り戻した宰相さんと共に席に着く。

　未だ冷や汗を流しているその姿は、歳相応のお爺ちゃんのように見え、ちょっと気合いを入れすぎた自分が大人気ないというかなんというか、居いた堪たまれない気持ちになる。

　……魔王セットは解除しておこう。

「話し合いの場ですし、とりあえず今は矛を収めましょう。どうぞ楽にして下さい」

　どの口で言うのかと自身にツッコミを入れながら、笑顔で語りかける。

　すると、こちらの急激な変化についてこられないのか、目を白黒させ、続いてどっと息を吐いて崩れるようにソファーに寄り掛かるのだった。

「改めまして、自己紹介をさせて頂きます。この国の宰相を務めております、ヘリオールと申します」

「ではこちらも。冒険者ギルド所属、ＳＳランク冒険者として副長と同じ地位を授かりましたカイヴォンです」

　謝罪の後になってしまったが、無事に互いの名前を交換する。

　それにより、ようやく身の安全を確信したのか、また一段とヘリオールさんの肩の力が抜けたように見えた。

　いやなんか本当にごめんなさい、ちょっと張り切りすぎてしまいました。

「この度たびは誠に申し訳なく、こうしてこちらから出向かせて頂きました。後日、王城にて正式な謝罪をしたく、その打ち合わせに参った次第です」

「そうでしたか。自分としては今回の一件の更に先、黒幕についてのお話が出来ると思っていたのですが」

「……やはり、オインク殿からお聞きになっておられましたか」

「いえ？　こちらが独自に調べた結果です」

　一息つかせはしたものの、まだ気は抜けない。

　どうやら先方もオインクと公爵の確かく執しつを知っているようだが、あくまで俺個人で動いているのだと念を押す。

　俺がただの抑止力ではないと、最低限それくらいは出来るのだと、暗に伝えるために。

「そうで御座いましたか……なにかお考えがあるようでしたら、お聞かせ願えませんでしょうか」

「現段階ではお話しできません。ですが、近々王城にて披ひ露ろうする事になるでしょう」

　王国側にこちらの地位を認めてもらい、確固たる発言力を手に入れてからが本当の勝負。

　周りに大勢の貴族、国王がいる逃げ場のない状況で公爵を告発するつもりだ。

「では、なるべく早いほうが良いでしょうな……今すぐ戻り、日程を調整してみます。早ければ明日の午後には国王との謁えつ見けんも叶いましょう」

　国としても、ギルドと事を構えるつもりはない、と。

　いくら俺がギルド内で地位を得ていたとしても、所詮国内に存在する組織の一人に過ぎない。

　それにも拘かかわらず最初から謁見の場を設けるつもりだったという。

　正直異例とも言える対応。だがそれも、これまでのオインクの功績のお陰だろう。

『下手にギルドの不興を買えば、最悪国を二分する争いになりかねない』

　そう国が思う程までに大きく組織を成長させた彼女のこれまでの歩みに泥を塗るまいと、俺は再び意識を切り替える。

「謁見には、今回被害に遭った身内の人間も連れて行きます、問題ありませんね？」

「勿もち論ろんでございます。では、私は早速王に本件を進言して参ります」

　……最初から俺を呼び出すつもりだったのなら、最初の威圧って必要なかったんじゃないんですかね。

　しかし、これで今後の流れは確実にこちら側に来たはず。

　彼が去るのを見送り、俺もこの件を副長に報告するのだった。




「なるほど、思ったよりも行動が早いようですね……」

「ええ、正直無駄に威圧してしまい、申し訳ない気持ちで一杯ですよ」

「いえ、無駄ではありませんよ。ですが……こうも早いとなると、オインク様が間に合わないかもしれませんね」

「……なるほど、俺達だけならまだ御ぎよし易やすいと思っているのでしょうかね」

　確かに俺に貴族や王族相手に交渉をこなす手腕はない。

　オインクが直接出てくる前に、先にギルドの上役である俺に話をつける事により、『この件はすでに終わっている』で通そうとしているのだろう。

「ですが、こちらはカプルの身柄を押さえています。何事もなければ、こちら側の思惑通りに事が運ぶはずです」

　確信しているのか、副長の顔はどこか明るい。

　だが『油断をしていると足をすくわれる』と警告するかのように、ノックの音と共にその報告が届けられたのだった。




　報告の人間によれば、先ほど一台の魔車が街の外に向かったそうだ。

　それは公爵家のものであり、本人も乗っているという。

　一瞬『逃げたのでは？』とも思ったが、このタイミングでそんな事をしては逆効果だ。

　俺も副長も、なぜこのタイミングで動いたのかと頭を悩ませていると──

「誰かを迎えにいったのかな？　もしかしてオインクとか！　本当は仲良しだったり？」

「リュエ、いつの間に」

「さっきの報告の時にこっそりと。ふふ、驚いた？」

　暇を持て余した彼女の悪戯いたずらと冗談めいた考察に、少しだけ焦っていた気持ちが和らぐ。

「迎えに……ないとは言い切れません。ただし相手は総帥ではなくレン様です」

　だが、その冗談だと思われた言葉が副長の表情を険しいものに変えた。

「それはどういう事です？」

　公爵とレン君に関わりがあるというのか？　……まさか。

「副長。彼はこの国が召喚した人間ですよね。そしてギルド預かりになった理由は……」

「……特定の派閥に置いては、力の均衡が崩れるから、と王自みずからが総帥へと」

「……その特定の派閥というのは、公爵ですか？」

「そうです。解放者の召喚は公爵主導の下に行われましたので……」

　なるほどな……だから王はこれに危機感を覚え外部へと預け、そして今度は公爵が危機感を覚えて、再び手元に解放者を置いておこうと考えた訳か。

「これは、面倒な事になってしまうかもしれません……ね」

　彼が現れる、か……むしろ願ったり叶ったりだ。

　密かにこの後のシナリオを思い描きながら、俺達は部屋へと戻るのだった。

「で、どうして君は俺の部屋にいるのかね」

「だって王様に会うんだろう？　今回の事でなにかお詫わびを貰えるとしたら、なにをお願いしようか一緒に考えようと思って」

「やだ、この子強欲なんだけど」

「ふふん、良き妻は強欲なものなのさ」

　妻と来ましたか。ならば夜の営みもよき妻の業務に含まれるのかね？

「うりゃ」

「ひゃ！　やめ、どこ触って」

　いや一度触ってみたかったのですよ。ふにふに、こりこり。

　エルフの耳の先には軟なん骨こつが入っているのか否か、その長年の謎が今解き明かされる！

　ぷにっとしているが、内部にこりっとした感触がありますな、なるほどなるほど。

「こら！　いきなりなにをするんだい？」

「いや妻って言うから摘つまんでみただけです」

「もう……突然びっくりしたじゃないか」

　……では今度からは事前に確認してから触らせていただきます。

　こんな事をしてる場合じゃないのは分かってるんですけどね、さすがに慣れない事が続くと癒いやしを求めてしまうんですよ。




　そして翌朝、城から来客があると報告を受け、その人物の下へと向かう。

　そこにいたのは、あの事件以来顔を合わせる機会のなかったホークさんだった。

　こちらの素性を知ったのか、どことなく居心地の悪そうな様子の彼に、俺は以前のように挨拶をする。

「ご無ぶ沙さ汰たしていますホークさん。なにか連絡ですか？」

「あ、いえその……これまでカイヴォン様への態度で──」

「それは言いっこなしでお願いします。これまで通りでかまいませんよ」

「そ、そうは言ってもですね……」

　お願いするように、じっと見つめてみる。

　我ながらうざい。が、その効果はあったようだ。

「わ、分かったからそんな目で見るな。宰相様からの連絡だ、『謁見は正午からです』とな。私は二人を連れて行くための案内だ」

「やはりそうでしたか……想像よりも早かったですね」

　という事は、レン君と公爵はその時間丁度にこちらに戻ってくるのだろうか？

「じゃあ謁見ならそれなりの格好をした方が良いですよね」

「カイヴォン君は先日のあの姿なら問題ないのではないか？」

「なるほど……じゃあリュエの方に伝えてきますね、それっぽい格好をするように」

　という訳で、彼女になにか謁見の場に相応しい礼装はないのかと訊ねてみたところ、

『ならいいものがあるよ』と言い、出発の時まで内緒、と彼女は自室に籠こもってしまった。

　そして約束の時間が迫り、ギルドのホールにて彼女が現れるのをホークさんと話しながら待つこと数分。

「やはり目立つな、カイヴォン君」

「そういえばこの街に来てからはあまりこの格好していませんでしたしね」

　先日の強制捜査の時以外では見せなかったため、ギルドの人間が皆、遠巻きにこちらの様子を窺っていた。

　本当、改めてこの格好って魔王様だよなぁ。

　するとその時、周囲の視線がこちらから逸れたような感じがした。

　それと同時に感かん嘆たんの声のような、溜息のような声が漏れ聞こえ、辺りを見回す。

　そして俺はその視線を集めている原因である人物を見つけたのだった。

「おお……」

　俺もまた、周りと同様の声を漏らしてしまう。

　四階から続く階段から、一人の騎士が下りてくる。

　白いドレスに白銀の胸当て、そして二の腕までを覆う同じく白銀のガントレット。

　丈の長いドレスだが、チラリと見え隠れする足にも同色のグリーブが装備されている。

　胸元は機能性よりも装飾を優先したのか、僅わずかにスリットが設けられていた。

　そしてドレスに施された金糸の刺し繡しゆうやレースとよく似た意匠がすべての防具にも施されており、全てが一体化したような、まさしく『ドレスアーマー』と呼ぶのが相応しい一式を装備した、名実ともに『聖騎士』といった様相の人物が目の前までやって来た。

「リュエ……凄いな、本当に素敵だ」

「ふふ、照れてしまうよ。久々にこの鎧に着替えたけど、問題ないかな、ホー君」

　相変わらずの呼び方でホークさんに合否を問う。

　すると彼は口をパクパクと餌えさを求める鯉こいのように動かした後に、ごくりと喉を鳴らす。

「……この国には、どこかに強大な力を持つ龍神が封じられ、その傍らにはそれを封印した女神がいると伝わっているのだが、まさにそれだ。伝でん承しように残る女神のようだ」

「め、女神かい？　なんだか照れてしまうよ」

「も、申し訳ない！　女性にこのような事を突然……」

　ホークさん、それは違うんです。

　彼女は『女神のようだ』と言われて照れているんじゃなくて、本当に『自分が女神と伝えられている事』に対して照れているんです。

　まさかのご本人である。いいですね、そっちは女神様で！　俺なんて魔王ですよ！

　ともあれ、互いにこの姿なら問題ないと分かり、王城へと向かうのであった。




　街の住人の反応に慣れていないリュエと共に上層区を抜け、王城の前までやってくる。俺？　俺はもう慣れてしまいましたよ、この反応には。

　だがさすがに門番はこの姿に警戒心を抱いたようだ。

　しかしホークさんを見て納得したのか、ややぎこちない動きで道を開ける。

　通された城内は某テーマパークのように美しい装飾がされているわけではなかったが、荘そう厳ごんな、どこか身が引き締まるような空気に満ちていた。

　勿論、広さは先日訪れた公爵の館とは比べ物にならず、派手さはないものの、調度品一つ一つにまるで歴史や物語でも詰まっているかのような、そんな静かな迫力を感じる。

　だが、不思議な事に使用人や城内警備といった人の姿がどこにも見当たらず、心なしかピリピリとした雰囲気が漂っている。

　そしてそれは、城内奥深くへと向かう程強くなっていく。

「先日、宰相さんを驚かせてしまった影響かね……」

「その姿を突然見せたのかね？　どうりで今日の配置が戦時のそれになっているはずだ」

「じゃああれですか、謁見の間にズラーッと？」

「恐らくは。ふむ、大丈夫かカイヴォン君」

「大丈夫ですよ」

　大丈夫、今日は隣に彼女がいる。

　俺が理想とし目指した聖騎士の姿をそのまま写したかのようなその出で立ち。

　そんな彼女が見ているのだ、無様な姿は見せられない。

　おうおう、槍でも鉄てつ砲ぽうでも持って来い。そんな心境である。

　そして城の最深部に差し掛かると、ついに敷かれているカーペットの色が赤に変わり、いよいよその時が来たかと覚悟を決める。

　同色の階段の先には、白い石材で作られたであろう巨大な扉が待ち構えている。

　その細工の細やかさ、彫刻の見事さに目を奪われるも、その先に待ち構えているであろうこの国の重じゆう鎮ちん達の事へと意識を向け、一歩踏み出す。

　ホークさんの役目はここまでらしく、ここから先は俺とリュエだけだ。

「綺麗な扉だけど、白だけだと少し寂しいよね。やっぱり綺麗な青とか少し入れたほうが良いと思わないかい？」

「君本当ブレないっすね。緊張とかしないのか」

「え？」

　なにを言っているの？　と言わんばかりの顔でコテンと首を傾げる姿に、こちらの緊張感までもが一瞬で抜けてしまう。いやはや、さすがです。

　彼女の気風なのか、それとも意図しての事なのか、まぁなんにしても──

「……本当、最高の相棒だよ」

「うん？　なにか言ったかい？」

　自然体である彼女に最後の勇気を貰い、最後の一段に足を掛けたのだった。
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「ＳＳランク冒険者、カイヴォン様、ならびにＳランク冒険者、リュエ様がお見えになりました」

　扉の前にいた騎士がこちらの名を告げ、ゆっくりと扉が開かれる。

　深紅のカーペットが真っ直ぐ伸び、その先の玉ぎよく座ざへと続いている。

　玉座に座るのは、壮年の美丈夫。

　年の頃四○を超えたくらいだろうか。

「あれが……先日空を穿うがった黒炎の」

「上位魔族……いや、あのような姿など見た事が……」

　そして謁見の間には大勢の宮仕えの貴族と近衛騎士が控えていた。

　漏れ聞こえる声に、まずは先制パンチが決まったことを確信する。

　だが、この場の主である王は眉ひとつ動かさず、静かにこちらを見つめていた。

　一歩、また一歩と王の下へと歩みを進める。

　そして壇だん上じようを見上げる位置まで進んだところで真っ直ぐ王の顔を見つめる。

　不敬も不敬。すぐに辺りから敵意の籠もった視線を向けられる。

　だが、それでも俺は王の言葉をただ大人しく待つ。

「……なるほど、これは確かに一筋縄ではいきそうにない。良くぞ参られたな魔族の王よ」

「王を自称した事などないがね。初めまして、国王よ」

「あ、初めまして。さっき聞いたと思うけど、私がリュエで、こっちがカイくんだよ」

　待って下さい、ちょっと今のなしで！

　リュエさんホントお願いします！　黙って、ちょっと口閉じてて!?

「クク、ハハハハ！　そうか、リュエ殿とカイ殿だな。ならば私も名乗らねばなるまい」

　場の空気が一気に緩くなり、王もまたその表情を緩め名乗りを上げる。

「二二代エンドレシア国王　エンドレシアだ」

「うん、よろしくねエン君」

「……すまない、王よ」

　なーんでそんなフランクなんですかね貴女？

　君ちょっと前に公爵相手に毅然と振る舞い、畏かしこまった言葉使いもしてましたよね？

　こちとら威圧負けしないように必死に体てい裁さいを保って挨拶してるってのに。

「エン君……ハハハハハ！　そのような呼び方、オインクにすらされた事がないぞ」

　しかしまぁ……好感触なのか、これ。

　だがさすがに周囲はそう思っていないようで、先ほどから咳払いがあちこちから聞こえてくる。

　ふむ、確かにうちの娘さんの態度もあれですが、嘗なめられるのも癪しやくだな。

「ほう、随分とこの場所の空気は埃ほこりっぽいのだな？　どれ、少し掃除でもしてやろうか」

　辺りを見回しながら、少しだけ背後に黒炎を纏まとう。

　一瞬にして周囲が静まり返り、そして王もまた表情を引き締めなおす。

「すまなかった。早速本題に入らせてもらおう」




　王はまず初めに、今回の事件について言及した。

　自分達の不手際で初動捜査が遅れた事、騎士を大々的に動かさなかった事、そしてなによりも自分達が懇意にしている商人がそのような行いをしてしまった事について。

「深く謝罪させて貰う。本当にすまなかった」

　僅かにだが、確かに王が頭を下げた。

　それがどれほどの意味を持つのか、それを周囲の反応が示してくれる。

「王！　頭を上げて下さい！　なぜギルドの人間程度にこんな──」

「黙れ。これは昨日今日の問題ではない。我々はこれまで、いくらギルドに借りを作ってきたのか、忘れたわけではないだろう」

「しかし！」

　側近の一人だろうか。

　ヘリオールさんと近い場所にいた初老の男性が抗議の声をあげている。

「……その謝罪は、なんの解決にもならない。それは分かっているはずだ」

「くく、やはりそう来るか。カイヴォンよ、貴公はなにを望む」

　来た、ここが瀬戸際だ。

　駆け引きなんて真似、たぶんこの相手には通用しない。俺はただ目的を告げる。

「地位と、それに見合う権利を」

「ほう、権利とな」

「そうだ。私はただ力を振りかざすだけの暴君となるつもりはない。義に反し、立場を振りかざし、平穏を享きよう受じゆする者に仇あだなす者をこの手で裁く権利が欲しい」

　ただの地位ではなく、俺が欲するのはひどく独善的なもの。

　これから先の未来で、しがらみに囚われない地位。

　共に歩む仲間を守り、道を阻はばむ相手を排除する権利。

　そして──今でも俺を仲間と呼んでくれるオインクの悲願を達成させるための力を。

「ただの地位ではなく、罪人をその手で裁くと。我が国の民を、その手に掛ける権利を寄よ越こせと、そう言うのだな？」

　次の瞬間、頭上から強烈なプレッシャーが放たれる。

　これが、本物の王の威圧、国の頂点に君くん臨りんする圧倒的なカリスマ……！

　ゾクゾクする、なんだこの感覚は。

　恐怖？　畏怖？　いいや違う。

　これは武者震いだ。高こう揚ようだ。

　なんとしても、欲しいものを奪い取ってみせる。

　この王から、望む結果を手に入れてみせる。

　そう意思を込めて声高に言い放った。

「ああ、そうだ！　この私に寄越せ！」

「……そこまで言い切るか。なるほど、本当に面白い男だ」

　ニヤリと、不ふ遜そんな笑みを浮かべながら王が玉座から立ち上がる。

　周りの人間はもはや誰も口を挟む事が出来ず、ただこちらのやり取りを見守っている。

　一歩、また一歩とこちらへ歩み寄る王に、こちらからもさらに一歩踏み出す。

　互いの視線が、同じ高さで交わろうとしたその時だった。

　謁見の間の扉が乱暴に開かれた。

　空気を震わせるその轟ごう音おんと共に現れたのは他でもない。

「騙だまされるな！　王様、その男はこの国に災いをもたらす魔王だ！」
















　現れたのは、やはり想像通りの人物だった。

　解かい放ほう者しやとしてこの地に呼ばれ、そして七しち星せい解放の使命をおびた青年。

　どうも、マインズバレー以来ですね、レン君。

「ねぇカイくん。私も被害者なんだから、なにか貰ってもいいんじゃないかな？」

「ふむ……確かにリュエ殿にも詫わびねばなるまい。なにを望む？」

　とそこへ、空気を読まない娘さんが唐突にそんな事を提案し、次ついで王様までもがその提案に乗る。

「うーん……エン君は王様だからね、ちょっと足元見ちゃおうかな？」

「くく、お手柔らかに頼むぞ」

　……あ、この王様俺と同じタイプの人間だわ。

　こんな目立つ登場をしたというのに、完全にレン君の事スルーしてますわ。

　そして相変わらずマイペースですねリュエさん。

　で、当の本人であるレン君はと言うと──

「俺はソルトバーグの領主から話を聞いたんだ！　そいつは領主の息子を人質に取り、多額の身代金を要求した！　それだけじゃない、マインズバレーの魔物の氾はん濫らん、それもその男が現れた直後に起きたんだ！　これは偶然なんかじゃない！」

　ああ、やっぱりある事ない事吹き込まれたクチか。

　となると、次に出てくる言葉は──

「先日、商人が捕まったと聞いた。だが、これまでの行いからいって、裏で糸を引いていたのはその男の可能性が高いとは思わないか!?　公こう爵しやくはその男が今、この国の権力を手に入れようと暗あん躍やくしていると俺に助けを求めに来た。王よ、今一度問う！　その男に本当に権力を与えるのか!?　その力に屈するのか!?　さぁ、俺に命じてくれ、この男を俺の手で──」

　なんだろう、盛大に自分に酔ってますね。

　俺も人の事言えないだろうって？　いいえ、あれは演技です。

　しかしレン君はこれが素なのか単純に乗せられたのか、今も必死に自分の証言を聞いて貰もらおうと大仰に周囲に語りかけている。

　すると、何人かの貴族がそれに賛同するかのようにこちらを睨にらみ始めたではないか。

「あー、エンドレシア王？　なんか後ろでごちゃごちゃ言ってますが、どうします？」

「む、急に口調が……」

「いやなんかもう、取り繕つくろうのが馬鹿らしいというかなんというか」

「私としては、貴公に力を与える件についてはやぶさかではない。しかしこうなってしまっては……」

「……俺がどうして権力を欲しがっているか、説明が必要でしょうか？」

　周囲に聞こえないよう、小声で言葉を交わす。

　よく見れば、王の表情には困惑の色……というよりも疲労の色が見え隠れしていた。

　ああ、この人もレン君で苦労してるんだな。

「認めたくはないが、私の義あ兄に、レコン公爵の事であろう？」

「ええ。こちらにはすでに策があります。ですが──」

　まるで反応しない俺と王が気に入らないのか、レン君がこちらへと詰め寄ってきた。

　ギラギラとした、まるで炎を宿したかのような瞳ひとみで向かってくる彼の顔には、絶対の自信と、正義を遂行する自分に酔っているような歪んだ笑みが浮かんでいた。

「王様、どうか今一度考え直して下さい！　誰が真実を話しているのか、そして全ての黒幕が誰なのかを！」

「……分かった、まずはお前の言い分を聞こう。別室で待機しておいてくれ」

「な……信じてくれないのですか、この俺の言葉を！」

　恐らく全面的に自分を肯定してくれると信じていたであろう王が、すぐに自分の側に立ってくれない事に腹を立てたのか、その瞳に更に憎悪の色を混じらせる。

　いやそんな目で見られても困ります。

「落ち着け、レン。後ほど私自らがそなたの話を聞こうではないか。だから、今は下がってくれまいか？」

「そ、それでしたら……」

　その発言に気を良くしたのか、まるで勝利を確信したかのような眼まな差ざしをこちらに向けながら退室していく。

「ねぇカイくん。彼はもう、色々と駄目なんじゃないかな？」

「なにをいまさら」

　王が一度全員に退室するように告げ、三人で話をする機会を設けてくれた。

　勿もち論ろん今の騒動の影響でその命令に反発する声も上がったのだが、それを一いつ喝かつして飲み込ませた王の姿に、彼も相当ストレスが溜まっているのだな、と察してしまった。

「して、先程のレンの話なのだが……カイヴォン殿の方からも聞かせてもらえまいか？」

　一先ず俺はレン君の証言を一つ一つ訂正する。

「話は分かった。恐らく、レンは公爵やその息のかかった者達に言いくるめられているのであろうな……」

「今日中にはオインクも追いつくでしょうし俺の身の潔けつ白ぱくは彼女が証明してくれますよ」

「そ、そうか、オインク殿も来るのか」

　ふと、王の表情が一瞬だけ怯ひるんだように見えた。

　苦手意識でも持っているのだろうか？

　確かに王に直談判する事が出来る相手、それも自分の配下ではない存在だ。やりあった回数も一度や二度ではないのだろう。

　だが、恐らく険悪な関係ではない、か？

「では俺達はこの後どうしましょうか？」

「そうだな、まずは私がレンの話を聞かねばなるまい。その後は、また再び協議に入る事になると思うが……率直に問おう、貴公は本当に公爵を失しつ墜ついさせる事が出来るのか？」

　王は、真剣な眼差しをこちらに向ける。

　噓偽りは許さないと、一国の主としてただひたすらに真しん摯しに問う。

　再びその圧倒的な威圧感を受け、心臓の鼓こ動どうが急速に速まる。

　……大丈夫、大丈夫だ。

「機会さえあれば、確実に落とすと約束します。だから──」

　だから、王様。

「公爵を引きずり下ろすためにも、レン君と戦う機会を俺に下さい」
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「いや、これは寿じゆ命みようが縮むな本当」

「エン君は凄かったね？　さすが王様だ」

「そういうリュエは平気そうだったけど」

「うーん、私はこの国に住んではいたけど、殆ほとんど関わりがなかったし」

「そういうものなのか？」

「ふふ、だってこの国が一番最初に出来た頃の代表を知っている身からしたら、彼はその孫の孫のずーっと孫だからね。立派になったなとは思うけど」

　こういうとき、圧倒的な年月を生きた人間ってずるいですよね。

　その年月の差は時として、なにものにも揺るがない心の余裕を生み出すのだから。

　が、幾いくら余裕そうでも残念ながら彼女に先程のようなやり取りはまかせられません。

　まかせたところで『お願いだから権利をおくれよ、そしたら公爵も全部やっつけてあげる！』なんて平然と言ってしまいそうだ。やだ、バ可か愛わいい。

「まぁなんにせよ、後は待つだけだ」

「けど、本当にレン君と戦えば公爵が出てくるのかい？」

　恐らく、公爵としては俺を完全に排除したいのだろう。

　存在ではなく、その影響力ごと。

　自分以外の勢力が、ましてやギルドが力を持つなんてことを、やつは許さないだろう。

　更なる力を以もつて、それを上書きしようとするつもりなのだ。

　レン君をあのタイミングで送り込んだのは、きっと俺の爵しやく位い授じゆ与よの妨ぼう害がいと同時に、周囲に知らしめるためだったのだろう。

『自分の手て駒ごまである解放者にかかれば、あの程度問題にもならない』と。

　まぁレン君を迎えに行った段階でこうなるのは想定の範囲内なんですけどね。

　そちらはまんまと逆転の一手を決めたと思っているのだろうが……甘かったな。




　宰さい相しようであるヘリオールさんに『再協議の結果が出るまで自由にして構いません』と言われ、報告も兼ねて一度ギルドへと戻る事にして城を出る。

　すると、外では見覚えのある三人の女の子が心配そうに佇たたずんでいた。

　確かレン君のパーティーメンバーだったか。彼女達は城内に入れてもらえなかったのだろうか？

　するとこちらの視線に気がついたのか、三人の中で一番活発そうな印象の女の子がずんずんと肩を怒らせながら近寄ってきた。

「ちょっと！　どうしてアンタが出てくるのよ！　レンはどうしたの!?」

　ああ思い出した、確か酒場で俺に食って掛かってきた女の子だ。

　うむ、喋り方といい外見といい、ステレオタイプなツンデレと見た。

「君達は城の中に入れてもらえなかったのか。そうだな」

　面倒な事は他人に丸投げしましょう。

　俺は城へと引き返し、門番に彼女達を中に入れるようにお願いする。

「さて、これで君達も入城可能だ。詳しい話はレン君にでも聞いたらどうかな？」

「な……なんでアンタが許可を出せるのよ……」

　訝いぶかしげな眼差しを向けられても困ります。出来るんだからしょうがない。

　すると、今度は彼女の後ろにいた、少し困ったような表情の女の子が一歩前に出た。

　この子は確か、レイナという名前だったか。他の二人は分からないが、おそらく冒険者ギルドから派遣された人間だ。

「あの……貴方あなたは悪人、悪い魔ま王おうだというのは本当なのでしょうか？」

　おずおずとした口調で、だがしっかりとこちらを見据えて彼女は問う。

　自分を善人だとは断言出来ないが、少なくとも悪人では……ないよね？

「カイくんは良い魔王だよ！」

「魔王だって事を容認した覚えはないのですが。まぁ悪人ではないけど自分を良い人だと断言出来ないくらいには汚れた大人です」

　日本人特有の玉たま虫むし色の返答をさせて頂きましょう。

　すると、やはり判断に困っているようで、その表情をさらに困惑に染めてしまった。

「……けど、本当に魔族だったんですね……それも上位の」

「ふん、上位魔族だかなんだか知らないけどね、レンに勝てるとは思わない事ね！」

「分かったからとりあえずレン君に会いに行きなさい。お兄さんはこれからやる事があるんです」

　そう言い残し帰き路ろに就く。まだ背後で騒いでいるようですが、放っておきましょう。

　しかし、このまま行けば彼女達も決けつ闘とうを見る事になるのだろうか。

「カイくん、随分悪い顔をしているね？　やっぱり悪い魔王だったのかな？」

　……仲間の声せい援えんを受け、真の力を発揮した勇者が魔王を討つ。

　さて、そんなヒロイックな展開が待っているのでしょうか。

「少なくとも性格が悪いのは間違いないな」




　ギルドの総そう帥すい室へ向かうと、やはりまだオインクは戻っておらず副長が待っていた。

　俺は謁えつ見けんの間での一件を報告するが、やはり副長もこうなる事は薄々予感していたらしい。

　ただ、ここでも念を押されたのは『決して解放者である彼を殺害しない事』という事。

　いやいや、端はなからそんなつもりはありません。

　確かに突っかかってくる事もあったし、今回は敵対する事にもなった。

　だが、彼は子供だ。多感な時期に呼び出され、突然使命を背負わされ、そして今度は政治の道具として戦わされようとしている。

　本人に自覚はないだろうが、彼の境遇は決して良いものではない。

　ならば、どこかでそれを断ち切ってやらねばならないだろう。

　こんな俺でもね、同どう郷きようの先達としての気持ちはあるんですよ。

　まぁ独善的だとは思いますが。




　報告を終え、自室で決闘する事を想定してアビリティの構成を考える。

　出来るだけこちらの火力を抑え、なおかつ周囲にこちらの力を知らしめて勝利するその構成を。

「そういえば、色々あって確認していなかったな」

　ついでに、ごたごたで後回しになっていた新たなアビリティを確認する。

　そう、俺が人の命と引き換えに得た、あのアビリティを。




［弱者選定］

　自分より格下の敵に対して自由に手心を加える事が可能となる




　なるほど、これでニースは犯行を重ねてきた、と。

　なかなか趣味の悪い効果──

「って、これまさに打って付けじゃないか」

「わっ、びっくりした！　どうしたんだいカイくん」

「いや、なんでもない。気にしないでくれ」

　つまりこれを使えば、接戦を演出する事も可能になる……？

　他にもなにか有用そうなアビリティはないか一度全部見てみないと。

　いやぁ、あのゲーム時代最終日に手に入れたアビリティ群、実はまだちゃんと確認していなかったんですよね。

　あの頃は火力ばかり求めていたから。

「カイくんはたまにその剣、じっと見つめているよね？」

「まぁお気に入りの装備だしね。そういうリュエはさっきまで着ていた鎧、お気に入りってわけじゃないのか？」

　彼女が着ていたあの鎧は、ゲーム時代の装備とは異なっていた。

　俺がRyueリユエのために揃そろえた鎧も先程の鎧と同じく、神聖な雰囲気をかもし出す一品ではあったのだが。

「あれは、エルフの一族、リヒトのみんなが森を去る時に残していってくれたんだ。私が元々使っていた鎧は、もう戦う事はないだろうと思って封印しちゃったからね」

「封印……そうだったのか」

「正確には、一度入れると取り出せない倉庫みたいな場所にしまってしまったんだよ」

　取り出せない倉庫……？

「昔、神しん隷れい期きの頃は取り出せたんだけどねー」

　ああ！　『アカウント共有倉庫』の事か！

　アカウント共有倉庫とは、アイテムパックに入りきらない品を預ける倉庫の事だ。

　その特徴として、同アカウントのキャラクターならば誰でも引き出す事が出来るという事がある。

　例えば、Kaivonカイヴオンを操作している最中に、女物の美しいドレスを入手したとしよう。

　もちろん装備が出来ないので、俺はそれを共有倉庫にしまい、それを装備するに相応ふさわしいキャラクターで引き出す。

　つまり、間接的にだがキャラクター間で物品のやり取りをする事が可能な倉庫というわけだ。

　だが、今彼女が言ったように現在は預ける事は出来ても引き出す事が出来ない。

　理由は不明だが、メール機能が働かないのと同じでサーバーという機能に必要不可欠なものが存在していないからではないだろうか？

　まぁそれならなんで預けられるんだよって話だが。

「それよりもカイくん、決闘の方は大丈夫かい？」

「ん、問題ない。適当にいい感じになんやかんやします」

「……ちゃんと戦うんだよ？」

　まかせて下さい。




　ひとまずアビリティのカスタマイズも完了し、後は沙さ汰たを待つだけとなったわけだが、あれから二時間程経過しても未だ音沙汰なし。

　どうしたもんかと立ち上がったところ、部屋の外から慌てた足音が聞こえ様子を窺おうと扉を開ける。するとそこにいたのは──

「お、戻ったのかオインク」

「ぼんぼん！　丁度いいです、一緒に来て下さい」

　やや服装が乱れ、髪も若干飛び跳ねている我等が豚ちゃんがいるではありませんか。

「随分な格好だな」

「当然です。私が眠っている最中にレンを含めた四人が公爵に連れ戻されたと聞いて、慌てて追いかけてきたんですから」

「そいつはお疲れさん。状況はどれくらい伝わっている？」

「野営の最中でしたからここ最近の事はまったく。最後に受けた報告では貴方が連続殺人の依頼を受けたと聞きましたが……」

「詳しい説明は副長にすべて報告してある、そっちに行ってからだ」
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「留守の間、随分と大きな動きがあったようですね」

「申し訳ありませんでした、オインク様」

「待て、彼女はよくやってくれた」

　執務室に到着して早々、オインクはやや高圧的に副長へと言葉をかける。

　そこには俺が見た事のない、組織の長ちようとしての顔があった。

「いいえ。私なら公爵をみすみす外へと出すような真似はしませんでした。最低でも、後数時間足止めをする事が出来ていたら、また違った展開になっていたでしょう」

「その通りです。カイヴォン様、お心遣い嬉しく思いますが、これは事実です」

「……そうか。だが、それは俺が次に生かした。今はそれについて話し合おう」

「そうですね、まずは詳細をお願いします」

　そして、副長は恐らくこれを見越して用意していた報告書と共に、ここ数日の流れを説明しだす。

　俺とホークさんの捜査から始まり、リュエと共に公爵家へと向かった事、俺がそこで見聞きした事、囮おとり捜査と俺が聞きだした事、そして既にニースを殺害してしまった事。

　カプルを捕らえ、俺が城に招しよう致ちされた事。

　そして、今まさにすべての決着がつくであろう決闘が行われる可能性がある事。

「……随分と、早くこの時が来てしまいましたね」

「やっぱり狙っていたのか、俺がこうやって邪魔者に嚙かみ付く事を」

「もっと先の事になると思っていたんですけれどね。爵位を得た後、それを理由に少しこの大陸に足止めするつもりでしたから」

「引き止めるなよ、俺は旅がしたいんだから」

「……そう、ですね。結果として、引き止めるまでもなく目的が達成されそうですし」

　本当に、彼女だけは油断ならない。

　多少予定が繰り上がったようだが、それでも彼女の計画に狂いは生じない。

　もしかしたら、俺よりも俺の事を理解しているかもしれない仲間。

　本当、頼もしすぎて時々恐いくらいだよ。

「ところで、リュエは今どうしているんですか？」

「あ、部屋においてきたの忘れてた」

「……少し顔を出してきます」

　いやだってあの人俺のベッド占せん領りようして寝てるんですもん。




　オインクがリュエの機嫌を取っている間に、城から使いの人間がやって来た。

　手渡されたのは協議の結果が記された書状であり、そこに書かれていたのは、やはり俺が想像した通りの内容だった。




『レコン公爵および解放者レンの証言を加味し、今一度冒ぼう険けん者しやカイヴォンに爵位を与えるべきか否かの協議を再開。真に爵位を与えるべき者は解放者レンではないかとの声が上がり、最終的な決定は『より力のある者』とするため両者の決闘により判断する』




　多少強引な内容だが、恐らくこれは王様も後押ししてくれたのだろう。

　その内容をオインクにも見せると、少しだけ不機嫌そうな顔をしながら『あのバカがもう少ししっかりしていたら……』とぼやいた。

　ふむ、このバカっていうのは王様の事なのかね？　やはり相当親しい間柄のようだ。

「ぼんぼん、問題ないとは思いますが、勝って下さいね」

「なぁに心配はいらん、俺が勝ったときの祝しゆく杯はいの用意でもしておいてくれ」

「盛大なフラグ立てないでくれる!?」

「俺、この試合に勝ったら……いや、今はいい」

「だからやめてくれる!?」

　やっぱりこういうネタが通じる人間がいるっていいですよね。

「ところで二人共、ちょっといい事思いついたんだけどいいかい？」

　ふいに、戻ってきたオインクにくっ付いていたリュエが発言する。

「公爵を追い詰めるときに、ちょっといい考えが浮かんだんだけど──」

　ゴロゴロしたり人に絡からんだりしていただけの彼女が、ある策を打ち立てる。

　それは、最後の切り札としては、間違いなく最強に分類されるものだった。




　そして約束の時間がやって来た。

　再び登城すると、俺一人だけが兵士に案内され、先程とは違う道に通された。

　そして付き添いのリュエはホークさんに連れられて別な道へ。

　なお豚ちゃんは俺達より先にこちらに来ています。

　決闘を見届けるためという名目だが、事が済んだ後のバックアップもかねている。

　そして俺が連れてこられたのは、殺風景な、だが十分な広さのある部屋。

　大きな鏡とベンチ、そして木で偶く人形や木剣が用意されている事から控え室と見ていいだろう。

　俺はベンチに腰かけ、最終確認もかねて剣のアビリティを確認する。




【ウェポンアビリティ】

　［刀背打ち］

　［弱者選定］

　［修行］

　［攻撃力変換］

　［護剣］




　今回はこの五つだけだ。

［刀背打ち］は以前も使ったが、致ち命めい傷しようとなる一撃でも命を奪わずに済むというもの。

　そして［修行］は文字通りの意味で、得られる経験地が倍加する代わりに自身のステータスを半減させるもの。

［攻撃力変換］は武器の攻撃力を半減させ、その分を魔力に加算する効果で、恐らく魔法剣士プレイを志こころざす人間のために用意されたアビリティだろう。

［護剣］も同じく、武器の攻撃力を３／４にする代わりに自身の防御力を１・２倍にする効果で、これはゲーム時代Ryueで愛用していた剣にも付いていたウェポンアビリティだ。

　いやはや、当時の防御力ったらもうね、まさしく不ふ沈ちん艦かんでしたよ。

　さて、これで攻撃力を抑え、新たに手に入れた［弱者選定］もセットしたこの一式。

　コンセプトはずばり『接戦』だ。

　今回、こうして彼と戦う事になった訳だが、この機会に俺は、この世界で生きる上で懸念していたある目的を果たそうと思う。

　実はこの世界に来てから、人の命を奪う他に、もう一つ心配な事があった。

　それは、自分が力に溺おぼれてしまう事。

　自分だけは大丈夫。そんな気持ちも確かにある。

　だが、この力に慣れてしまったら。

　圧倒的な力で容易たやすく相手を葬ほうむる事に慣れてしまったら。

　そう思うと、一度しっかりと命のやり取り……というには温いかもしれないが、本物の戦いというものを自身に刻み込んでおきたいと考えるようになっていた。

　思えば、レン君もまたこの世界に来てから強い力を手に入れた身の上だ。

　多少違いはあれど、似た境遇どうし。そんな彼としっかりと向き合う事で、見えてくるものもあるのではないか？

　それが、今回の構成理由、なのかね。

　やっぱりよく分からないな、自分の心の内なんて。

　気持ちを切り替えて立ち上がり、目の前の鏡で自身の姿を見る。

　本当、どこの魔王だよ俺。

　もしもこの世界がＲＰＧならば、間違いなく最後に討たれるべき相手は俺だろう。

　そう断言出来てしまうほど悪役然とした自分の姿に、笑いがこみ上げてくる。

　恐っ！　改めて自分の顔見ると恐いっす。

「そろそろ時間です。闘とう技ぎ場じようへどうぞ」

「分かった」

　能力こそ下げているが、気持ち的にはこれまでの中でも最高のコンディションだ。

　逸る気持ちを抑えながら、一歩一歩気合いをこめて戦場へと向かうのだった。
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「では、これより解放者レンと、冒険者カイヴォンによる決闘を執とり行う」

　闘技場中央では、既にレン君が剣を抜き自然体で佇んでいた。

　そして客席、恐らく貴賓席に相当する位置に目を向ければ、エンドレシア王と宰相、そして公爵とオインクがこちらを見守っていた。

　一瞬、公爵と俺の目が合い、次の瞬間には公爵はニヤリと口角を持ち上げた。

　そしてすぐさま公爵は視線を他所に移し、その先には……リュエの姿が。

　ああ──お前もうダメだわ。そんな目を向けちゃあいけないよ。

　リュエの傍そばにはホークさんと、レン君の取り巻きである三人娘の姿があった。

　あの勝気な娘さんはレン君の勝利を信じているのか平然とこちらを見つめ、ギルドから派遣されたであろう修しゆう道どう女じよ風の娘さんは今も心配そうに彼を見つめている。

　そして最後の一人、やや幼い印象を受ける女の子は、眠そうな目でこちらを見ていた。

「いい加減こっちを見たらどうだ、カイヴォン！」

「ああ、悪かったな」

　正面からの声に視線を戻す。

　彼は既に剣を正眼に構え、隙すきのない、まっすぐ一本筋の通ったような佇まいでいた。

　随分と堂に入った様子だが、彼は日本で剣道でも学んでいたのだろうか。

「名目上は決闘だ。だが、お前はここで潰させてもらう！」

「そうかい」

「さっき仲間から聞いた。お前、城の人間を洗脳しているらしいな。今思えば、王の対応もどこかおかしかった」

　はい？　洗脳ってなんですのん？

　仲間から聞いた……まさか、門番に頼んで入城の許可を得たのが洗脳だとでも!?

　ちょっとお兄さんショックなんですけど、一○○パーセント……五○パーセントの善意をそんな風に捉えられていたとか、かなりショックなんですけど!?

「王も、公爵も、そして総帥も分かっていない。お前がどれだけ危険な相手なのか」

「……そうかい」

　急激に燃え始めたのか、決意を新たにこちらを強く見つめるレン君。

　こちらも意識を戦いへと切り替え、背負っていた剣を抜く。

　だらりと、切っ先が地面に付くように片手で持ち、開始の合図を待つ。

「双方、用意はいいか？」

「始めてくれ」

「構わない」

　そして、銅ど鑼らのような音と共に開始の合図がされたのだった。




　開幕、レン君は正眼の構えのまま大きく踏み出し、上段の構えへと移行した。

　そのまま振り下ろされる真っ直ぐな一撃が、はっきりと俺の目に映る。

　ああ、やっぱり動体視力も強化されているんだな。

　その剣筋の妨害をするように、右手で握る剣を振り上げる。

　耳障りな金属音と共に防がれた一撃、だが攻撃はそれで終わりではなかった。

　防いだ瞬間、彼の刀身が煌きらめき、無数の光の粒が飛来する。

　一瞬遅れて身を引くが、僅かに触れた頰ほおから、火の粉が触れたようなチリッとした熱が伝わる。

　驚いてステータスを開き、ＨＰを確認するとそこには──




　ＨＰ　９０１８／９０２２




　記念すべき、この世界に来て初のダメージを負っていた。

　凄いなレン君、君は龍りゆう神じんすら成し得なかった事を達成したぞ。

　今回、俺は［生命力極限強化］をセットしていない。

　従って、僅わずかなダメージとはいえ、蓄積していけばいつかは倒せる状態だ。

「驚いたか！　この聖剣、魔族であるお前にはよく効くだろう！」

「あ、ああ。確かに効いたぞ」

「俺は絶対に負けない、覚悟しろ！」

　そして再び、彼は綺麗な足運びでこちらへと迫る。

　上段振り下ろし、そこから流れるように続く突き。

　間違いなく、昨日今日ではなく、長い鍛たん錬れんの果てに身に付けたであろう美しい剣けん捌さばき。

　それを剣で防ぎ、身を翻ひるがえし、時には籠こ手てで弾きながら凌しのいでいく。

　光の粒はどうやら飛ぶ方向が決まっていないらしく、ランダムに飛び散るそれが時折こちらの体力を奪う。

　それでも、やはりこの身体のスペックは彼の鍛錬を嘲あざ笑わらうかのようにいなしていく。

　すべて、見える。そしてなによりも彼の攻撃一つ一つが、あまりにも素直すぎる。

　もちろん、時折フェイントもかけてくるが、それも対応出来てしまう。

「いつまで凌ぎきれる？」

「君が攻撃を止める時まで」

「抜かせ！」

　その言葉を皮切りに、苛か烈れつさを増す猛攻。

　なぎ払い、当て身、そしてこちらの剣を持つ手を狙う突き。

　その正確な狙いと隙のない動きに舌を巻く。

　正直、彼も俺と同じで恵まれたステータスに物を言わせるだけなのではと思っていた。

　……とんでもない、彼は俺よりも余程剣士をしている。

　だからこそ──こちらも段々と熱が入ってきてしまう。

　俺は負けず嫌いで、大人気ない人間だ。

　多少乱暴だが、そろそろ攻めさせてもらう。一転攻勢ってやつだ。

「オラァ！」

「ぐっ」

　再び当て身を仕掛けて来たところへ、こちらからも強引にタックルを仕掛ける。

　確かな手ごたえと共に弾き飛ばされる彼へと駆け寄り、地面を削るように剣で掬すくい上げ、剣けん閃せんと共に破片を襲わせる。

　咄とつ嗟さに腕で顔を隠したところへさらに追い縋すがると、彼も剣を振るい光の礫つぶてを飛ばす。

　だが、こちらは防がない。そのまま近づき、体勢を整えなおそうとしている彼に大きく剣をなぎ払う。

　こんなもん、調理場で揚げ物してるのと変わらねぇんだよ！　油はねなめんな！

　脇わき腹ばらに命中し闘技場の壁へと吹き飛ぶのを確認し、さらに腕を伸ばし魔術を発動。

　黒炎のような見掛け倒しではない、普通の炎を放つ。

　ソフトボール大の火球が、尾を引きながら真っ直ぐに彼へと向かう。

「雷光よ、彼の者に戒いましめを与えよ〝スパークウィスプ〟」

　既すんでのところで彼の魔術が発動し、こちらの魔術へとぶつかる。

　だが今の俺の剣は魔力が強化されている。故に相殺し切れなかった炎が彼へと届く。

「うわああ！」

「レン！」

「レン様！」

　そのとき、観客席から彼の仲間である二人の女の子の声が響く。

　ちらりと様子を見れば、あの勝気な娘さんの表情が開始前とは違い、今にも泣き出しそうなものとなり、修道女風の彼女に至ってはもう、涙を流していた。

　……さすがに、気持ちいいものじゃないな。

「くそ、何故だ！」

「立て、レン君」

　鎧に燃え移った炎を地面に転がって消化し、再び彼は立ち上がる。

　その目には恐怖の色は未いまだ浮かばず、純粋な疑問と、悔くやしさが滲にじんでいる。

　その心の強さに、意志の強さに、愚ぐ直ちよくなまでの在り方に敬意を持つ。

　彼は、きっと負けなしなのだろう。それはきっと、日本にいた頃から。

　俺だって格闘技を習っていたわけではないが、武術や格闘技への興味くらいあった。

　動体視力を褒ほめられて、それを生かす道がないかと間違った方向に張り切った時代があったんですよ。

　……具体的に言うと中学二年生くらいの頃です。

　ともかく、俺の目から見ても彼の動きは、ちょっと剣道を齧かじっていた、大会で良い成績を残した、そんなレベルを遙はるかに超えている事が分かる。

　そして、そのままこの世界に来て、さらなる力を手に入れたのだろう。

　だから、彼は折れない、そして引かない、恐怖しない。

　もしかしたら、女の子が見守っているからかもしれない。

　男なんて、女の前では意地を張りたがる生き物だから。

「俺は、負けない、絶対に」

「……どうして勝ちたいんだ」

「俺が勝つのが、正しいからだ。国を守るのが、正しいからだ」

「その正しさは誰が決めた？」

「……」

　正しい事をしようとする意思。それは尊いものだ。

　その『正しい』がたとえ自分だけの正義だとしても、それを貫く意志は尊いものだ。

　けど、それは違うだろ？　誰かに言われたものだろう？　後から植えつけられたものだろう？

「黙れ、ここからは本気だ、本気でお前を殺すつもりでいかせてもらう！」

　次の瞬間、彼の瞳に憎悪が宿る。

　剣に雷を纏まとったと思った次の瞬間には、そのまま彼の身体全体に広がった。

「ウオオオオオオオオオオ！！」

　その雷の色に赤が混じり、橙だいだいに染まる。

　彼の表情が苦痛に歪み、まるでなにかに耐えるようにさらに雄おたけびを大きくする。

　まるで、限界を超えた電力を供給されたモーターのような、そんな危うさが彼から伝わる。












「負けなイ、俺は救うんだ、この国を、この世界ヲ！」

「レン！　勝って、レン！」

「レン様……」

「……身体、無理しすぎてる」

　再び聞こえる彼女達の声に、三人目の声が追加される。

　無理をしているという発言に、俺は今一度彼の姿を観察する。

「……光っているな、あのバングル」

　彼の利きき手である右手首に、鈍い輝きを放つバングルがハメられていた。

　それが赤熱しているかのような輝きを放ち、見ればその周辺の雷の色が一際濃い橙に染まっていた。

「魔ま導どう具ぐ、か」

　限界を超えた力を与えるものなのだろう。

　そこまでして、彼は勝ちたいのか。

「シネエエエエエエエエエエエ」

　全身の力を流しこむかのような、渾こん身しんの振り下ろしが彼から放たれる。

　剣からは先程までの光の礫とは比べ物にならない、赤い光の奔ほん流りゆうが生み出される。

　それを見つめながら、俺は剣を両手で構え、大きく振り上げる。

「……『天てん断だん（昇しよう竜りゆう）』」

　確かに君が帯びた使命は、重い責任が付き纏うものだろう。

　けれども、今の君はその使命にかこつけて欲望を満たそうとする大人に使われているだけだ。だから──

「……今は」

　振り下ろしたその一撃は、俺が習得している技の中でも最上級に位置する『天断シリーズ』の一つ。

　剣圧を放出し、そして徐々に高度を上げていくホップアップする飛び技だ。

　彼の渾身の一撃を容易く飲み込み、そして、彼に触れるか触れないかというところで、大きく上昇し、闘技場の天井に大穴を穿うがった。

　全てを出しきり、茫ぼう然ぜん自じ失しつしている彼に一歩、また一歩と近づく。

　観客席では大勢のどよめきと悲鳴、叫びが飛び交っている。

　それらを意識からシャットアウトし、俺はもはや剣を持ち上げる事も出来ない彼の目の前に立ち、静かに拳こぶしを振り下ろす。

「今は、負けておけ」

「……くそ……なん、で」

　首筋を狙うなんて器用な真似、出来ないんですよ。

　ただの拳げん骨こつ。大人が子供をしつけるような、そんな古い時代の産物をおみまいする。

　加減はしているが、すでに満まん身しん創そう痍いだった彼はこの一撃で、文字通り沈んだのだった。

「レン！　よくもレンを！」

「なにをする気だい？　決闘に部外者が手を出すのはご法度はつとだよ」

　目を向けると、あの少女が客席からこちらへ乗り込もうとしているところだった。

　それを、リュエが氷の束縛で取り押さえている。

　そのゴタゴタに周囲の目が向いている隙に、俺は気を失っているレン君の腕から、先程まで光を放っていたバングルを抜き取った。

　貴き賓ひん席せきへと目を向けると、そこには静かに首を縦に振る王と、驚きよう愕がくに目を見開いたままのヘリオールさん、そして──

　焦しよう燥そうに駆られ、どこか余裕を失ったレコン公爵と、見たことがないほどに獰どう猛もうな笑みを浮かべたオインクの姿が。

　オインクは、その笑みのままゆっくりと公爵の側へと向かう。

　そしてなにかを耳打ちし、公爵は苦虫を嚙かみ潰したような顔で静かに頷いていた。

　さて……前ぜん哨しよう戦せんは終わりだ。ここからが本当の勝負、公爵を堕おとす戦いの開幕だ。
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「さて、これではっきりしたな。確かに冒険者カイヴォンには幾つか疑いがかけられていたが、それが事実無根である事は、ここにいるオインク総帥ならびに、前総帥であるクロムウェル殿からすでに確認をとってある」

　決闘の後、あの場にいた人間のうち、レン君とその仲間以外の全ての人間が謁見の間に集められていた。

　中には居心地の悪そうな人間もおり、恐らく彼らは公爵側の人間なのだろう。

「先程見せてもらったように、彼が我が国にとって有用な人間である事は明らかだ。今もなおこの地は魔物の脅威に晒さらされ、つい先週、街道にランクＢ相当の魔物の群れすら現れたと報告もされている」

　王は、この首都に俺達が向かう途中に遭遇した魔物の話を引き合いに出し、俺に爵位を与える事により、ギルドとの連携をより一層深めるのは急務だと熱弁を振るう。

　そして──

「問題の爵位だが……本来、始し祖その血を引かない人間に与える事が出来ない──」

「お待ち下さい、王よ」

　恐らく、公爵位を授けるとでも言うつもりだったのだろう。

　そしてそれに異を唱えるのは、やはりレコン公爵だった。

「それは与えすぎです。ここは騎士爵を与え、私の隊に──」

　周囲の注目が公爵に集まり始める。

　これはまたとないチャンスだ、逆に利用させてもらおう。

　最後の瞬間まで口元を歪めないように努つとめ、俺は自ら一歩公爵の側へと踏み出す。

「私を、お前の隊に？　なにを寝ぼけた事を。それに、王に意見出来る人間として、公爵やそれに匹ひつ敵てきする立場の人間は必要だろう」

「黙れ！　私がその公爵だ！」

「いいや、お前はただの罪人だ」

　そう突き付けてやり、俺は再び自分の意識を塗ぬり替え、まるで舞台役者にでもなったかのように大仰に振る舞う。

「本日を以て、レコン公爵の存在は消える！　さぁ王よ、その空席を私に与えよ！」

　両手と共に翼を広げ、俺は王を仰ぎ見る。

「な、なにを言っている……貴様、なんのつもりだ！」

　さて、まずは手始めにこの手札をオープンだ。

「私はな、貴様の屋敷の中で聞いたのだよ。あの商人カプルと殺人鬼ニースが、貴様からの指令書と魔導具を受け取っていた一部始終を」

　こいつは、俺があの時リュエと一緒にいた冒険者だと気がついていない。

　レン君から魔族の姿であるカイヴォンの名前は聞いているはずだ。

　だが、あの日ただの冒険者として訪れた俺は、一度も名乗らなかったし、そもそもやつは俺になんて微塵も興味を向けていなかった。

「そんなデタラメ──」

　翼と角、仮面と瞳を全て解除する。

　さぁ、これでさすがに気がつくだろう？

　リュエが俺の隣へと並び立ち、やつの記憶を刺激する。

「ねぇ、私はあの日、大きな声で『カーイカイカイ』って言っていたよね？　あれはね、カイくんの名前の事だったんだよ！」

　すみません、それは今ドヤ顔で語らなくてもいい内容です。

　今いいところなんです、大人しく隣にいて下さい！

「カイ……カイヴォン！　まさか本当に……」

　前言撤回、効果あったみたいです。

「だが、お前がそれを聞いた証拠などどこにもないであろう。そんなデタラメをでっち上げてまで、この地位が欲しいのか」

「……まだ粘るか」

　さて、じゃあ切り札発動といきますか。

　俺でも、そしてオインクでもない、今回の一連の事件の中心にいながら、どこか蚊か帳やの外のような、のらりくらりと厄介事を回避し続けていたリュエの打ち出した策。

「リュエ、オインク、ここから先は任せた」

　俺はレン君の腕から回収したバングルを懐ふところから出してリュエに手渡し、オインクと場所を交代した。

　全体を見渡せる場所で、周囲に睨みをきかせる。

　なにをする気なのかと戸惑いを見せる一同に、オインクがまずはこう告げた。

「私が今持っているのは、先日捕まえた殺人鬼ニースが所持していた魔導具です。今カイヴォンが証言した、公爵がニースに渡したというのはこれの事でしょう」

　そう言って、彼女は懐から銀色のタクトを取り出した。

「魔導具の中には、強力な効果を発揮するために、定期的に魔力を補充しなければならないものがあります」

　これは、前の世界でいうところのバッテリーのようなものだ。

「そして、リュエは高位の魔導師でもあり、一目見ただけでその魔力の波形を感じ取り、その特徴や癖、稼働時期や補充されたおおよその時期を見抜く力があるのです」

「ふふ、ちょっとした特技さ。そうだね、例えばこの部屋の照明、これなんかはたぶん、九日前に魔力を補充したんじゃないかな？」

　そう、これが切り札だ。

　専門の技師、術師が時間を掛けて解かい析せきする内容を、彼女は一目見ただけで分かってしまう。

　思えば、彼女は俺と初めて会ったときも、一目でこちらの種族を言い当ててみせた。

　そういえば、レストランの照明にも興味をしめしていたっけ。

「それを踏まえてなんだけどね？　このタクト、本来必要になる魔力以外の波形も封入されていたんだ」

　そして彼女は、珍しくニヒルな笑みを浮かべ、ゆっくりと公爵の下へと向かう。

「これ、君の屋敷の庭の維持に使われている魔導具と同じ波長が入っていたよ？」

　それは、彼女が気がついた決定的な証拠。

　本来なら目には見えないあやふやな、そして裏を取るのに時間を要する逆転の一手。

　それを逃げられない状況で、大勢の人間が見守る中で突きつけた。

「そんなデタラメ、誰が信じる！　王よ、騙だまされないで下さい！」

「ちなみにさっき預かったんだけど、これにも同じ魔力波形が残留していたよ」

　そう言いながら、先ほど俺が手渡したレン君のバングルも取り出す。

「デタラメじゃないよ、なんなら今すぐ調べに行ってもらったらどうかな？」

　そうリュエが提案した瞬間、公爵が唐突に外へと向かい歩き出した。

「不愉快だ！　私は席を外させて──」

「させないよ？」

　その瞬間、謁見の間の扉が分厚い氷に覆われた。

　水もなにもない場所。にもかかわらず一瞬にして現れたその光景に一同が唖あ然ぜんとする。

「……前に言ったはずだ。彼女を怒らせると、一瞬で屋敷ごと氷漬けにされる、と」

　俺は、以前やつの屋敷にて放った言葉を、再び告げる。

「……こんな、こんな事が許されるはずが……」

「先ほどの腕輪、レン君に誰から貰ったか聞いてみるのもいいかもしれないな？」

　閉ざされた扉の前で、ついに公爵が膝ひざを折る。

　ああ、詰みだ。やっぱりお前、あの時すでに詰んでいたんだな。

　お前がリュエを屋敷に呼び出していなければ、また結果は変わっていただろう。

「レコン公爵。調査が済むまで、城に軟なん禁きんさせてもらうが、構わぬな？」

　事の成り行きを見守っていた王が、全てを諦めたのか、大人しく座り込んでいた公爵に言葉を掛ける。

　その姿からは、以前のような不遜なまでの覇気や野心が感じられず、一気に一回り以上老けこんでしまったかのように見えた。

　そして、そんな宿敵の姿を一いち瞥べつし、オインクがこちらへとやって来た。

「……本当に、終わってしまうとあっという間です。呆気ないものですね」

「そうかい。ところで、レン君への処分はどうなるんだ」

「そうですね……彼はこれまでの素行の悪さや、間違った情報の流る布ふ、さらにソルトバーグでも私の公務を妨害してまで領主と面会をしていましたから、お咎とがめなしというわけにはいきません」

「勿論罰は与えるべきだが、ある程度挽回のチャンスくらいは残してやってくれよ」

「……珍しいですね、敵に情けをかけるなんて」

「情けじゃないさ。再戦へのチケットみたいなもんだ」

　さて、これで今回の一件は終わりと見てもいいのだろうか。

　結局、俺に与えられる爵位や、罪人を自らの手で裁く権利についてはうやむやになってしまっているが、別に急ぎというわけではない。

　せっかくオインクが戻ってきているのだし、もう数日は留まるつもりだ。

　だから、今日はもう休ませて欲しい。

　慣れない演技や、能力を抑えた決闘に、そしてここ数日のゴタゴタだ。

　今日のところは先に戻ってもバチはあたらないだろう？

　俺はオインクに後の事を任せ、一足先にギルドへと戻ろうと踵きびすを返す。

　本当、柄じゃない。けれども、かつての仲間、そして今でも仲間と呼んでくれるお前のためならば、これくらいの骨は折ってやるさ──

「…………リュエさん、氷溶かしてくれませんか」

「今完全に忘れていたね!?　ふふ、しょうがないねカイくんは」

　最後くらい決めさせて下さいよ！
















「本日はよく来てくれた」

　決けつ闘とうから四日、ギルドからリュエが派遣された事もあり、無事にレコン公こう爵しやくの屋敷の庭てい園えんに仕掛けられていた凍結維持の魔ま導どう具ぐの解かい析せきが終わり、ギルドと王国騎士団の両陣営にも、全ての黒幕がレコンだったという事が通達された。

「──此こ度たびの功績に対し、冒ぼう険けん者しやカイヴォンには公爵位と同等の力を持つ権利を授ける」

　そして、この大陸をまもなく去る予定の俺に、正式な爵位を与える事はやはり難しかったそうだ。

「この権利には、王国に属する者への断罪権も含まれている。この意味は分かるな？」

「……願いを聞き届けて頂き、誠に感謝致します」

　そして、ついに手に入れてしまった強大な権利。だが──

「それが有効なのは我が国内のみ。隣大陸ではその即効性も失われる。くれぐれも留意するように」

　隣の大陸は貴族制が廃はいされ、新たな統治体制をとっている。

　そして、このエンドレシア国が親国として人員の援助等も行っているため、それなりの融ゆう通ずうが利くそうだ。

　オインクから既に向こうの領主と同じ地位を受け取っているので、それと合わせればそこそこの即効性も生み出してくれるんじゃないでしょうか。

「本来ならば、貴公にもレンと協力し我が国の七しち星せい探索を願いたいのだが──」

　いや本当ごめんなさい。いないものはどうやっても見つけられんのです。

　あと数年、この大陸の環境が変化し始めたら、そのときは改めて説明しますから。

「王。彼は有事の際に、一度だけどんな相手でも退しりぞけてみせると確約してくれました。これ以上望むのは強欲が過ぎます」

　とここで、控えていた我らが豚ちゃんがやんわりと言い含める。

　そう、今回このような破格の恩おん賞しようを受ける代わりに、一度だけ俺は出し惜しみしない、全ての力を注ぎ込んだ力を貸し与える約束をした。

　先日、闘とう技ぎ場じようの天井に穴を開けてしまったあの一撃、あれが実は本来の力の半分にも満たないものだと、密かにオインクが王にだけ伝えておいたのだ。

「そう、だな。今のは忘れてくれ」

「国からの委任状は後日お渡します。また、今回の被害者でもあり、また功労者でもあるリュエも、冒険者ランクＳＳへの昇級。委任状と共に新たなカードもお渡ししますね」

「おお！　あの青いカードだね!?　ふふ、私もあれが欲しかったんだ、嬉しいよ」

　そんなアクセサリーを受け取るような感覚で喜ぶ彼女に、オインクも王も苦笑いを浮かべている。

　いいんです、君はそのままでいて下さい。




　謁えつ見けんの間を出て、この後一度ギルドに戻るか、それともオインクを待とうか悩んでいると、隣にいたリュエがなにかを見つけたのか、トコトコと勝手に別な道へと向かってしまった。

　何事かと後を追いかけると──

「やぁ、久しぶりだね、ローガン君にソフィラちゃん！」

「おお！　これはお久しぶりですリュエ殿！」

「お久しぶりです！　聞きましたよリュエさん、大活躍だったそうですね！」

　あの護衛任務を一緒に受けた二人の姿がそこにあった。

　見れば、ソフィラさんの鎧がローガンさんと同じ意い匠しようのものに変わっている。

「無事に異動出来たんだね？」

「はい！　先日の一件で公爵の特別近衛このえ隊たいは解体。どういうわけか、私だけがこちらに拾ってもらえたんです！」

　嬉しそうに、その小さな身体で無骨な鎧を着こなす彼女の姿に、笑みが漏れる。

　俺も側へと近づき、彼女に声をかける。

「あの夜、唯ゆい一いつ私に立ち向かったその勇気に敬意を表した。これからも国の為、精進を怠おこたらないようにな」

「ピッ！」

　悪戯いたずら心ごころでそう話しかけると、一挙に涙目になりローガンさんの背後へと隠れてしまう。

　そろそろこっちにもネタばらしをしておかないとな。

　俺は魔王一式を解除して、再び彼女に声をかける。

「はは、すみませんつい。前に言ったでしょう？　俺はこれでもリュエの相あい棒ぼうだって」

「え……え!?　カイヴォン様は、あのカイさんなんですか!?」

「なんと……！　まさかカイ殿は魔族であったのですか」

　やだ、気持ちいい。水み戸と黄こう門もん的快感ってやつですな。




　二人と別れ城の外へ向かうと、背後から誰かの走る音が聞こえる。

「待って下さい二人共！」

「あ、オインクだ」

「どうした豚ちゃん」

「少しくらい待ってくれてもいいじゃないですか……」

　お仕事を終えた豚ちゃんでしたとさ。

「今日はもう自由なのか？」

「ええ、今のところは。少し、歩きましょうか」




　俺にとって始まりの大陸であり、リュエにとっては長年囚われていた因いん縁ねんの地。

　その大陸の首都であるここを、この国の為に尽力してきたかつての仲間と共に歩む。

　自分の知らないものを知ろうと、リュエはしきりにオインクへと言葉をかける。

『あれはどういうものなのか』『この街はどうやって造ったのか』そんな言葉を。

　すると、オインクもどこかくすぐったそうに、そして嬉しそうに語って聞かせる。

　そんな様子を見ながら、俺は彼女達が紡つむいできた世界、物語に思いを馳はせる。

　俺とは違い、頼れる相手もなく、一人異世界へとやってきたオインク。

　徐々に味方を増やし、少しずつ世界を変えていこうと尽力した偉大なる先せん駆く者しや。

　国の礎いしずえを築き、戦乱を終結させたリュエと、その国の発展に尽力したオインク。

　そんな二人が、今こうして未来へと向け歩みを共にしている。

「この国は、本当に立派になったね」

「昔を知るリュエにそう言ってもらえると、凄く励みになりますよ」

「うん。みんなが手を取り合って、こんなに大きくなって……すごいよ、本当に」

「リュエ？」

「……ううん、なんでもないよ」

　……そうか、やっぱりそうなのか。

　俺は思い立ち、先を行く彼女の隣へと並んで、軽く頭に手を乗せる。

「リュエ、昔の事は考えるな」

「……うん」

　考えてしまったのだろう。

　今のように人々が協力し、大きくなったこの国を見て、自分が犠ぎ牲せいにならずに龍りゆう神じんをどうにかする方法もあったのでは？　と。

　誰か一人の力を頼りに、強引な解決をしてしまった自分達の時代の事を、思い出したのだろう。

「……リュエ、お前があそこにいなかったら、俺は一人だった」

「あ……」

「だから、昔の事は考えるな。これからの事を考えよう」

「……うん！　そうだね、カイくん、今度はどこに行こうか！」

「本当、羨うらやましいくらい仲がいいですね」

　これからの事。新たに再会した仲間の事。この世界で出会った、大切な相手の事。

　この先に待ち受けている、いつか出会う事になる仲間の事。

　これからの旅、待ち受けている様々な冒険に心躍らせながら、未来へと思いを飛ばす。

　そう、俺は未来にばかり目を向けていたが故に、忘れてしまっていた。

　……遠い過去に置き去りにしてしまった、もう一人の自分の事を──














　ねぇ、貴方あなたは今何処にいるんですか？

　この声は貴方に届く事はありますか？

　手紙は読んでもらえましたか？

　ねぇ、私の事、覚えていますか？

　私は、貴方の事を覚えているのですか？

　今日も私は一人、筆を執ります。

　そして、いつか会えると信じて今日も私は手紙を書きます──
























　Raith：どうよ、俺の三人目のキャラ

　Oink：おほーっ！　随分セクシーなお姉さんね、でも服がデフォルトなのは頂けないわ

　Raith：だよな。というわけでRyueに代えてくるからコイツ用の装備集めにいこうぜ

　Oink：しょうがないにゃあ……いいよ






　ああ、覚えている。確かこのとき私は、密かに彼の好みを知って有う頂ちよう天てんになったのだ。

　見たところ、年上のお姉さんタイプ。実際に現実で会うわけではないが、それでも気になっている友人の好みが、自分にも当てはまる事につい嬉しくなってしまったのだ。

　あの時の感情を思い出して、これが夢であると自覚した私は、その甘美な幻げん惑わくを振りほどこうと意識する。

　すると、次に感じたのは身体に伝わるやや大きな振動だった。

「総そう帥すい、まもなくマインズバレーに到着致します」

「ご苦労様」

　なるほど、私は魔ま車しやでの移動中に眠ってしまったのか。

　三日前にこの大陸に戻ってきたのに、またすぐに首都を離れる事になった。我ながら中々のハードスケジュールですが、今回の件はなによりも優先すべき事。

　クロムウェル師に以前から言われていた魔物の氾はん濫らんの事後処理をする予定でしたが、『創そう世せい期きのギルドカードが使われた』となれば話は別。

　他のなによりも優先するべく、前の町で返却した魔車を再び借りたのだった。

　創世期のカード……古い時代から今に至るまで生きる、他の人間とは一線を画した存在の証あかし。

　これまで何人か、そうした強者、恐らく『元プレイヤーキャラクター』と思われる方々と面会してきました。

　それ自体は非常に有意義ではありますが、私の本命ではない。

　私同様、かつてプレイヤーだった人間を見つける。それが本当の目的。

　そして今現在。すでに見つけている二人の共通点を考えると、恐らくここに来ているのは──

「ふふ、もうとっくにそんな希望は捨ててはいるのですが」

　淡い夢は、もう見ない方がいいのかもしれませんね。

　些さ事じにかまけている時間も、もうすぐなくなってしまいそうですし。

「連続殺人に、解かい放ほう者しやを通じた公こう爵しやく側の横槍……嫌になりますね」

　この『宝探し』も、今回で最後にするべき、なのでしょうか。
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「まさか、本当に貴方あなただったとは思いませんでしたよ」

　私を待っていたのは、少し小柄な、白い長い髪を結わえたエルフの女性。

　それは、何度もモニターの向こうで見た、何度も思い描き、また会える日を夢見ていた相手。

　なぜセカンドキャラクターの姿になっているのかは疑問ですが、私は万感の思いを込めて彼女へと声をかけました。ですが──それは少しだけ私の想像と違う相手だった。

　彼女は、リュエという一人の女性で、一人の人間としてこの世界で生きている。

　そう知らせてくれたのは、私の本当の捜し人でした。

　何度も、何度も何度も『もしかしたら』と捜し歩いていた相手。

　私のお気に入りの友人、カイヴォンその人。

　リュエと二人で旅をしている──そう聞いた時、私は自分でもよく分からない気持ちに囚われた。

　だからつい、後ほど二人で会えないかと提案してしまった。これ以上、この場に居続けると、おかしな事を口走ってしまいそうだったから。

　ふふ、珍しいですね、自分で自分を御せなくなるなんて。





　　　　　§§§






　予約を入れた店の奥で、私は一人、彼を待つ。

　脳のう裏りに浮かぶのは、これまでの事と、これからの事。

　私とは違うようで、どこか似た考え方をする、少しだけ冷れい酷こくな一面を持つ相手。

　そんな人間を、私は自分の思うように動かす事が出来るのか、共に同じ道を歩む事が出来るのか。

　ただ、それだけを考える。

　別に色っぽい話ではなく、これはあくまで組織の長ちようとしての思い。

　私ですら、この世界においては他の追つい随ずいを許さぬ程の武力を持っている。

　だからゲーム時代からすでに高い戦闘能力を持っていた彼をもし、こちら側に引き入れる事が出来れば──

　すると部屋の扉がノックされ、待ち人がやって来た。

　そして早足で私の側へと近づいて──

「豚は出荷だオラァ！」

「そんなー！　……やめて下さい」

　あ、頭が、ゆ、揺れる……。

　……本当にこの人を私の側に置いてもいいのか疑問に思えてきました。

　そんな彼は、料理を食べている最中も、自分の知る知識を披ひ露ろうしながら巧みな話術でこちらの話を引き出そうとする。

　これだ、彼は会話の流れを作り、無意識に全体の流れを自分の方へと持っていく術すべに長けている。

　そしてそれは、私が使う外交手段とよく似たものでもある。

　ふふ、これは油断出来ませんね？

　そうして、楽しくもハラハラする、そして少しだけドキドキする一時を過ごしながら、私は彼にこの世界の事を、これまで私が過ごし、そして得た知識を分け与えていく。

　そんな風に会話を楽しんでいた時だったから。その話を聞いた時は、頭を殴られたような衝撃を受けた。

　それは、リュエが歩んできた、過か酷こくという言葉では済ませられない壮絶な人生の一端。

　同時に私も思い返す。かつて、この世界に来てすぐの頃の自分を。

　三○余年、孤独と戦いながらも、支えてくれる人間と共に戦った私の歴史。

　それを十倍にしてもまだ足りない、長い、あまりにも長過ぎる孤独の歴史。

　……なにが、彼を自分の側に引き入れるですか。

　私は僅わずかな敗北感を味わいながら、彼と共にいた彼女の姿を思い出す。

　リュエは、笑っていた。楽しそうに、嬉しそうに、心の底から私の事を歓迎してくれた。

　……ああ、そうか、私は嫉しつ妬としてしまっていたのか。

　彼の側にいた彼女に。

　なるほど……私にもまだ、そんな感情が残っていましたか。

　ひたすら理想を求め、ただ夢中で駆け抜けたオインクとしての私。

　より良い世界を、いつか訪れるかもしれない仲間達が過ごしやすい世界を、脅きよう威いにさらされ、享きよう受じゆすべき幸福を得られない人々が救われる世界を実現しようとし、いつしか人間らしい心が消えかけていると自覚していたこの私にも──。




　彼はその後、さらなる爆弾を投下してくれたが、まだ対処方法を考える余地があるものだった。

　けれども、ついに後回しにしていた質問に答えるときがやって来てしまった。

　リュエの歴史を聞き、これは大変な事になってしまうのでは、と危き惧ぐしていた問題。

　──彼の親友ともいえる、二人の仲間の居場所。

　恐らくリュエを封じた一族が興おこした国に、彼らが所属しているという事実。

　それを知った彼が、もしも二人と袂たもとを分かつ事になったら……そう思うと、素直に話すことが出来なかった。

　それでも、話さないという選択肢はない。

　だから、まったく予想外でしたよ。貴方は堪こたえた様子もなく、ケロリと言ってのけるんですから。

『俺のために自分の国を裏切るくらいはしてくれる』と。

　その絶対の信頼に、またしても嫉妬の感情が湧わいてしまって、つい、少しだけ意地悪を言ってしまいました。

　まぁそれでも、彼はのらりくらりと私の言葉を流してしまいましたが。

　ふふ、本当に貴方は厄介な人です。

　自分で自分を御すのは、立場ある人間にとっての必須技能。

　それを、貴方は簡単に狂わせてしまうのですから、本当に厄介です。

　そうして、あまりロマンチックとは言えない、けれどもとても充実したひと時を過ごした私達は、店の前で一度別れる事になりました。

　だけど、帰り際になってから、初めて私にワガママを言うんですもんね。本当に、断りにくいタイミングでもう……。

　だから私は、願いを聞き入れる代わりに、一つの計画を練る事にしました。

　それは、うまく行けば今暫しばらくの間、彼を側に置く事が出来るかもしれない策。

　ふふ、口にはしませんけど、貴方なら気がついてくれますよね？

　誰よりも私を理解し、こちらの意図を汲くみとってくれる貴方ならば。




「まったく……貴方は変わっていませんね……」

　去りゆく背中を見つめながら、私は小さく呟いた。

　それは安心から来るものなのか、それとも羨せん望ぼうから来るものなのか。

　私は、変わってしまったから。だからこそ、貴方には変わってほしくないから。

　……ああ、やっぱりそうだ。嫉妬なんて気持ちが湧いたときから、そうじゃないかと思っていたんですよ。

　私は、貴方を好ましいと思っていたんだ。












　どこまでも自由で、そして傍ぼう若じやく無ぶ人じんなまでに我が道を行く貴方が。

　今こうして出会い、そして私は貴方に思いを託す。

　それはきっと男女のそれではなく、例えるなら遺い志し。

　私の思いを、そしてその軌き跡せきを、貴方にも辿たどってもらいたいと。

　……本当なら、その隣に立ちたいとも思いますが。

「相手がリュエでは、分が悪すぎます」

　あの笑顔を振りまく彼女から、彼をこちら側に引っ張るなんて無理ですよ。

　ねぇ、ぼんぼん。

　貴方は世界を見ると言ったから、私はあえて他の大陸の事は詳しく口にしなかったけれど、その世界の果てに貴方は辿りつけますか？

　私では辿りつけなかった始まりの大陸、ゲーム時代の舞台となったあの場所『ファストリア大陸』へと。

「さて……これから忙しくなりそうですね！　ふふ、張り合いが出てきましたよ」









あとがき






どうも、再び豚面つけてこんにちは、藍あい敦あつしです。

　無事に二巻も発売され、みなさまのお手元に届いたことを嬉しく思っております。

　実はこの二巻に関しましては、ＷＥＢ版に手を加えたのではなく、全体の大まかな流れを元に一から書き直したものとなっております。正直難産でした。

　ですが、無事に本として形になり、こうして皆さんのお手元にあるのは、ひとえに編集さんと校正さんのご助力があったからにほかなりません。ツイッターで色々呟いてはいますが、やっぱり同じ作品に携わる仲間ですからね、仲間は大事なのですよ。

　さて、仲間という話題が出ましたが、そろそろこの物語の主人公の人となりも分かってきたのではないでしょうか？　『仲間とそうでない相手』で対応の仕方が雲うん泥でいの差さで、とてもじゃないですが、主人公然とした人格ではない。

　ですが、それこそが私が求めた理想の主人公だったりするのです。

　二巻ではかつての仲間である『オインク』も現れ、また最後には後ろ姿だけですが、新たな人物の登場も予感させてくれています。

　一ひと癖くせある主人公と、それを中和する天然ヒロインさんの冒険を、これからもどうかよろしくお願い致します。


敬ぶぅ。
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